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「──あ、」

　顔を洗いに行くために、手て拭ぬぐいを物入れから取り出そうと蓋ふたを開けたとき、露ろ露ろは思わず声をあげてしまった。

　その思いがけずおおきくなった自分の声に慌てて周囲を見回すが、相部屋の友人はすでに仕事に出かけたあと。

　彼女に余計な心配をかけずにすんで安心したのと、それでもちょっと愚ぐ痴ちの相手になってもらいたかったと残念に思う気持ちのあいだで、ちいさくため息をつく。

　ふたたび目を落とす、物入れの中。

　──どうしてくれるのよ、仕送りの額が減るじゃない！

　丁てい寧ねいに畳たたんでしまっていたはずの手拭いや肌はだ着ぎが、なにものかによって無残にも切り裂かれていたのだ。







　──あらためて思うけど……、

　それから一週間ばかり経たったあと、露露は後こう宮きゆうを離れて、都に点在する市のひとつに足を踏み入れていた。

　──ここって、ほんとに南なん陽よう王国なのかしら……。

　いくら生まれ故郷がここから歩いて二週間もかかる田舎だったとはいえ、いま目の前に広がる光景とのあまりの落差に、露露は開いた口を塞ふさぐことができなかった。

　ここ──つまり南陽王国の都である景けい北ほくは、名まえのとおり美び景けい島の北部にある。島中が帝国文化の影響下にあるなか、以前この島を支配していた亜児美耶ああるすめいや人によって拓ひらかれ、築かれたためか、帝国風のそれとは異なった趣を持つ城じよう塞さい都市なのだ。

　出入り口が狭くそれ自体が大きい湾を前にし、島を四分割するように走る美景山脈を後ろにしたこの土地は、外敵に攻められにくいと同時に孤立しやすい地形であった。よって、蘇そ王おう朝ちようが樹立して約百五十年経ついまでさえ、そこかしこに亜児美耶の影響が見られる。

　たとえばそれは市にあふれかえるひとの、赤や茶などの色鮮やかな頭髪であったり、瞳ひとみの色であったり、肌の色であったり。

　たとえばそれは体の線がくっきりと出た服装であったり、奇妙に訛なまった言語であったり、大陸的な男だん尊そん女じよ卑ひとは異なる思想であったり。

　そもそも、現国王の居城である赤せき紫し城じよう自体が亜児美耶人の残した建築物に改築を重ねたものなのだから、見るものが見れば異国を訪れたかのように思うことだろう。

　露露に関していえば、職場である後宮を出て、景北の街を歩くのはまだこれで三度目だ。

　選せん宮きゆう女じよという、国を挙げて行われる後宮で働く女たちを採用する制度に訳あって応募し、景北入りをしたのが四ヶ月ほど前。そのときにも、都を埋うめ尽くすひとの波や色、匂においに圧倒されたが、それも今日ほどのものではなかったはずだ。

　赤紫城の近くに開かれている市は、大路の両脇を隙すき間まなく埋めて、ちいさな屋台や露店がはるか彼方かなたまで続いている。行きかう客の視覚と嗅覚を刺激するように、布の覆おおいを屋根としたそれらから、衣類や日用品などは路みちにはみ出すように並べられ、食べ物はいままさに調理されているさいちゅうであった。

「……か、帰りたいかも……」

　弱音が口をついてでる。

　露露は今日、このひと込みを縫ぬって、不本意ながら失う羽は目めになった肌着や手拭いを買い求めなければならないのだが、いますぐきびすをとって返し、後宮へ逃げ戻りたいと真剣に思ってしまう。

　実は後宮には、月に何度か決められた商人が、物を売りにやってくる。むやみな外出を許されない後宮の住人たちは、そのときに日用雑貨や小物、装飾品といったものを買うよう定められているのだ。

　しかし、そこは女社会の後宮である。

　物売りから商品が買えるのはまず上級職からで、下したっ端ぱの中の下っ端である露露の番がやってくる頃にはすでにどうでもいいようなものしか残っていないのは、よくある話。

　また、いつもなら肌着も手拭いもあふれ返るほど残っているのに、必要なときほど必要なものが残っていない、というのもよくある話。

　よって、衣食住が保障されていてわざわざ後宮の外に出る必要のない環境にいながら、露露は、給料日あけすぐの休日に頼み込んで外出許可をもらい、市に出かけざるをえなかったのだ。残されたわずかな肌着や手拭いを使い回しながら、次に商人が物を売りにくる日を待つよりは、市に出るほうが早く、確実だったから。

　だが、

　──やっぱり、虎こ嬌きようについてきてもらえばよかったかな……。

　同室の友人は、景北出身だ。昨晩、市に買い物に行くことを告げると、いろいろ危ないからいっしょに行く、と申し出てくれたのを断っていた。

　──でも、心配かけたくないしな……。

　なにを、どうして市まで買いに行くのか、は告げていない。正直に打ち明けたら、露露には妙に甘い彼女のこと、きっと必要以上に心配して、大問題になるだろうから。

　──嫌がらせのひとつやふたつ、たいしたことじゃないんだけど、絶対気にするしね。

　宮女になる前まで、露露は生まれ故郷の青せい桐どう村むらで借しやつ金きん奴ど隷れいとして生活していた。その頃の、精神的にも肉体的にも参るひもじさに比べたら、衣食住が保障された後宮内での嫌がらせはさほど苦痛ではない。

　それに、嫌がらせの原因は、美少年と見まごうほどの虎嬌と同室であること、三ヶ月ほど前にあったとある事件の犯人とされていたこと、宮女一の問題児であったのにいちばんに見習いの身分を返上し内ない人じんとなったこと、おかげで王の妾しよう妃ひのひとりである炎えん貴き妃ひに目をかけられていることなどなど、思い当たる節が山のようにあるので、いちいち気にしてはいられないのだ。

　そしてさらに、というかむしろ最大の原因は別にあって……。

「──色っぽいカッコして、どうしたの？」

　突然肩に手を置かれ、若い男の声が、露露の思考を邪じや魔まする。

　え、と我に返り、声がしたほうを見あげれば、露露のそばに、見知らぬ青年が立っていた。

「……なにか？」

「さっきから見てたんだけどさ、なんか困ってる？　っていうか、景北の子じゃないよね？　っていうか、いま暇ひま？　綺き麗れいな脚してるなー、って気になっちゃってさ。ちょっとその辺で、お茶飲みながら話でもしない？　──オレたちと」

　いつの間にか、露露を取り巻くように、青年を含めて三人の男が立っていた。彼らは、いくら田舎いなかものの露露とて、そのお誘いが、文字どおり「お茶を飲みながら話でも」するようなものではないと、本能的に悟さとってしまうほどいちように下げ卑びた笑みを浮かべていたのだ。

　露露は、むっとした。

「困ってないし、暇じゃないです！」

　いって、前方の男の脇を押しのけ、男の包ほう囲い網もうを解とく──解こうとする。

「っていうか、」

　最初に声をかけてきた青年が、ガツッ、と露露の腕うでを力任せに捕らえる。痛い、と声をあげたが、残りの男たちも、市を行きかうひとびとも、おかまいなしだ。青年は、露露の腕を摑つかんだまま、歩き出す。

「困ってなくても暇じゃなくてもいいんだよね、別に。っていうか、これから売り飛ばすガキの都合なんざ、いちいち聞いてらんねぇし」

　男の声の調子が低くドスの利いたものに変わる。

「……なんですと？」

「なんですと、だって！　可か愛わいいこというじゃん！　どこ出身？　ひょっとして帝国からの観光客？」

「だったら、運がいいかもよ？　帰りの船賃タダになるし、アンタの親が買ってくれるかもしれないしよ。ま、船の底で荷物みたいに運ぶから、人相変わって親も気づかねぇかもな!!」

「俺たち的にも良心は痛まねぇし、懐ふところ具ぐ合あいも潤うるおうってんでいい話だけどよっ」

　露露の背を後ろから押し、青年の手助けをしはじめた残りのふたりが口々にいいはじめる。

「ちょっ、やめて！　あんたたちにつきあってる暇、ないんだってば!!」

　腕を振り、足を突っ張り抵抗するが、なにせ露露は小こ柄がらなうえに非ひ力りきだ。自分よりはるかに背が高く、体格のいい青年たちに三人がかりで取り囲まれては、抵抗という抵抗もできない。

　露露は助けを求めようと周囲に目を走らせる。

　しかし、ひとびとは、係かかわり合いになるのを避さけるように、露露たちを遠巻きに見るか、見て見ぬ振りをして通り過ぎるかのどちらかだ。

「誰だれか助けて！　こいつら……う──っっ!!」

「暴れんなよ、このアマ！　おとなしくすりゃ、悪い目にあわせねぇって!!」

　大声をあげると、青年に口を塞ふさがれる。

「おい、もういいっ！　おまえ、足を持て！　運ぶぞ!!」

「お、おおっ」

　命令された男がさっとその場にしゃがみ、露露の足を摑む。

　──うわっ！

　ぐるりと視界が変わる。上をむかされた。口が解放された。叫さけぶ！

「──助けて、寒かん月げつっ!!」




「遅いな、呼ぶのが」




　ひゅっ、と空気が鳴った。途と端たん、露露の体は一瞬宙に浮き、すぐさま地面へと落下した。

「痛っ！」

　尻しりと腰こしをしたたかに打ち、目を固くつぶって痛みをこらえる。その頭上で、

「ぐふっ!?」

　思わず身をすくませるほどの痛い音が続けざまにして、重いものがみっつほど、地面に投げ出された。その際に立ち登った風が、馴な染じみのある上品な香り──酸味を効きかせた白びやく檀だんの香りを、届けてくれる。

　──噓うそ……。

　露露は、ゆっくりと目を開けた。周囲にはのびた三人の青年たちの姿。そのむこうに屹きつ立りつする、見覚えのある、影。

「……寒月……？」

　とっさに救いを求めて名まえを呼んだけれど、彼はけしてこんな場所にいていい存在ではない。

　それゆえに目の前の光景がどうにも信じられなくてもう一度名まえを呼べば、取り囲んでいたひとの輪から起こった拍はく手しゆや歓声を一身に浴びていた武官姿の彼が笑った。

「怪け我がはないか？　露露」

　どきん、と胸が高鳴った。

　──あ、また……。

　幼おさない頃に結婚の約束をして離はなればなれになった彼・楊よう寒月と八年ぶりに再会を果たし、あらためてその約束がいまも健在であることを確認し合ったのは三ヶ月ほど前のことだったが、以来、

　──やっぱり、あたし、どこかおかしい……。

　むけられた笑顔を、まともに見られないのだ。助け起こそうと伸ばされた手を取れないのだ。心臓が、ひどく高く鳴るから、息が苦しくなるのだ。

　──どうしよう、こんなの絶対変！

「……露露？」

　心配そうに再度問われ、「なんでもないっ」と、その手をすり抜けて自力で立ちあがる。脚衣ズボンの尻を払っていると、取り巻くようにして立っていたひと垣がきは消え、寒月にあっという間に昏こん倒とうさせられた男たちが、市の自警団らしき男たちにずるずると運ばれていくのが見えた。

「そ、そいつらあたしを帝国に売ろうとしてたの！　人身売買の犯人たちよ!!」

　怒ど鳴なるようにして告げると、自警団員たちは振り返り、苦笑いを浮かべた。体面上引っ立てはするが、本気で捕まえるつもりはないといいたげなそれに、

「あんたたち、まさか!?」

　思わず声を荒らげる露露の肩に、ぽんと手が置かれる。振り返れば寒月が無言で首を振る。それ以上いうなということらしい。

「寒月……」

　本気で身の危険を感じたのだ。寒月が助けてくれなければ、どうなっていたことか。それなのに。

「彼らには彼らの考えがある。露露が口を出すことじゃない」

　仕し草ぐさだけではなく、言葉でもそう念押しされてしまっては、二にの句くが継つげない。悔くやしさに地じ団だん太だを踏みそうになるが、

「……行こう」

　そういって寒月が歩き出したから、一度拒こばんだ手を、みずから捕まえにいく。不思議なことに、自分から動くときには、心臓も高鳴らないし、息も、苦しくならないから。

　しがみついた腕から、白檀の香りが届く。

「助けにきてくれるなんて、思わなかった。いつからいたの？」

「なにか騒がしいなと思ったら、露露の声で助けて、って叫び声が聞こえるだろう？　……聞こえてよかった」

「うん……。ありがとう、寒月」

　言葉の代わりにくしゃりと頭をなでられ、その心地ここちよいてのひらの重さに、すう、と心が落ちついていくのがわかる。

　そんなときだった。

　寒月が、少し苛いら立だちを滲にじませた声で、奇妙な提案をしたのは。

「ひとつ、露露に頼みがあるんだが」

「なに？」

「その青桐村の衣装、景北で着るのはやめてくれないか？」

「……なんですと？」

　顔をあげ、寒月を見る。

　しかし寒月は、露露の視線がおのれにむけられたのがわかったはずなのに、闇やみ色の瞳をまっすぐ前方にむけたまま、露露を見返そうともしない。まるで、少し怒ったような、ちょっと困ったような、そしてかすかに照れたようなその顔を、露露に見せまいとするかのように。

　──あ。

　その表情の意味に気づいたとき、どきん、と胸が高鳴った。露露は慌てて顔をうつむける。

　十七歳の少年らしい独どく占せん欲よくを隠しきれないまま、寒月はいう。

「露露は少し、自分が年頃の娘だという自覚がなさすぎる。青桐村では普通の格かつ好こうだったかもしれないが、その脚衣の短さは、景北では無む駄だにひとの目を引く」

「……」

　指摘されて、周囲を見回す。目が合うとこそこそと背けられるが、寒月の言葉どおり、青桐イネ族の民族衣装を見慣れない都の住人たちは、露露に奇異な視線を投げかけていた。

　そして、そんな視線を寄よ越こしてくる露露と同年代の少女たちの格好といえば、幅の広い袖そでの短衣シヤツに踝くるぶしまであるような長い腰衣スカート。けして、露露のように素足を晒さらしてはいなかった。

　露露は頰ほおを膨ふくらませる。

「だって、着やすいし、動きやすいんだもん、これ」

「だって、じゃない。その格好でいたから、さっきのような目にあうんだろう？」

　──誰のせいだと思ってるのよっ!?

　あきれたような寒月のものいいに、さすがの露露も、そう怒鳴りたくなった。

　そうなのだ。

　露露は、衣食住が保障された後宮内で生活している。月に何度か物売りが来て、必要なものはすべてそのときにあがなえる環境にいる。それなのにこうやって市にまで足を延ばして、切り裂さかれた肌着や手拭いを買い直さなければならない最大の原因は、この寒月にあるのだ。

　彼は、とある事情から、国王の妾妃である秀しゆう女じよと、秀女に仕える宮女たちの長、後宮内最高権力者・王后正せい妃ひとして、男子禁制の後宮内に身をひそめている。

　そのことを巡めぐるいくつかの痛ましい事件が露露と寒月の再会を手伝ったのだが、と同時に露露に対するほかの宮女たちからのいやがらせを生んだといってもよかったりする。

　つまり、寒月が正妃の立場を利用して露露を私室に招くことを、「一介の内人ごときが正妃さまに特別に目をかけられている！」とねたまれているのだ。

　嫉しつ妬とされるから少し呼び出しを控ひかえて欲しいと何度か告げようとしたが、露露とて大好きな寒月に逢あえなくなるのはつらい。それゆえに我が慢まんしていたらこういうことになってしまったのに……。

　──いうに事欠いて、寒月がいう!?

　無言のまま露露がにらみつけていると、頰に突き刺さる視線の痛さに、寒月がため息をつく。

「そんなあられもない格好をしていたら、誰だって勘かん違ちがいする」

「でも、これ、青桐村の、青桐イネ族の民族衣装だよ。イネ族のあたしが着て、なにがいけないの？　勝手に勘違いするほうが悪いよ！」

「郷ごうに入っては郷に従え。景北では女性はみだりに肌を晒さない」

「だってこれしか服がないんだもんっ。制服でうろうろするほうがおかしいじゃない！　寒月のばか!!」

　腕にかけていた手を乱暴に振り払い、寒月にむかって、いーっ、と歯を剝むいてみせる。青桐村でともに過ごしていた二年間で、たまに喧けん嘩かしたとき、猿さるのようにそうやって、露露は花はな梅うめの丘から逃げ帰っていた。それに倣ならってくるりと身を翻ひるがえしたとき、

「待て」

　寒月のほうでも思い出したのだろう。逃げ出す前に、がっしりと腕を摑まれてしまった。

　露露は暴れる。

「待たないっ。帰るっ！　寒月のわからず屋となんか、もう逢ってやらないっ!!」

　とはいえ、華きや奢しやな割には力が強く、武官姿が伊だ達てではない寒月は、とある店の前までそのままずるずると露露を引きずっていく。そのうえで、こういった。

「帰ってもいいし、もうおれと逢わなくてもいい。そのまえに、短衣と腰衣くらいは仕立てさせてくれ」




　あれよあれよという間に、寒月の指示できらびやかな布が用意され、周囲をいっせいに取り囲んだ娘たちによって体の寸法が測られていく。

　仮縫いはどうの、仕上がりはどうのと寒月と店の主人らしい中年の女性のあいだで話し合われ、目を剝くような金銭のやり取りがあって、我に返ったときにはふたたび大路へ戻っていた。

　ほかに服を持っていないと訴うつたえた露露に、寒月がそれを買ってくれたのだと気づいたのは、店からずいぶん離れてからだった。

　逢ってやらないといい、逢わなくてもいいといった手前、お互いその場で別れてもよかった。しかし、なんとなく繫つないでいた手を離しがたくて、並んで市を歩いていたのだが、ばかと罵ののしった相手に服を仕立てられたとわかっては、さすがの露露も青ざめる。

　手を軽く揺らして、寒月の気を引く。

「……お金、あんなことに使っちゃってだいじょうぶなの？」

　闇色の瞳が、露露を見返す。無言で先を促うながされ、露露は小声で続けた。

「だって、アレ、本来なら正妃さまが受け取るべきお給金なわけでしょう？　寒月が勝手に使っていいもんじゃ……」

「アレは、おれの──楊寒月が、代役を務めていることに対して、炎貴妃さまより支払われている給料だよ、露露」

「……炎貴妃さま、から……？」

　その名まえに、露露は顔をしかめる。

　三ヶ月前、宮女のひとりが後宮で死んだ。結局は自死だと判明するのだが、それまでのあいだ、宮女を殺したのは露露ではないかと、あらぬ罪をかぶせられていたことがある。

　そして、そのようにコトを仕組んだのが、後宮内最高実力者・炎貴妃であったのだ。

　後宮の最大の禁きん忌きを守るために、寒月を正妃に仕立てあげ、友人に死ぬことを命じた彼女の思いは理解できないでもない。だからといって、命を狙ねらわれたことや罪を着させられたことを仕方なかったのだと水に流せるほど、露露はまだおとなではなかった。

　そんな複雑な露露の胸中を、表情の変化で、寒月は読み取ったらしい。繫いでいた手を軽く持ちあげ、もう片方の手で、ぽんぽんと叩たたく。

「炎貴妃さまのこと、まだ許せないか？」

「……」

　露露は、寒月の視線から逃げるように、顔を背そむける。

　寒月は、かまわずに重ねて問うてきた。

「蓮れん花か正妃さまのことも？」

「……！」

　それは、現在、寒月が身代わりを務めている女性の名であり、すべての元げん凶きようたるひとの名でもあった。

　泥でい中ちゆうに咲く花の名を国王より賜たまわり、志し龍りゆう王子という世よ継つぎをもうけたほんものの王后は、いまはもうこの世のひとではない。みずから振り切ったはずの幼い日の恋に悩なやみ疲れ果て、四年前に自害したのだ。

　露露はその身勝手さが悔しかった。許しがたかった。だから、寒月の問いに答えることはできなかった。

　けれど、寒月はいう。

「おれは、感謝しているよ。男にも女にもなれる星せい辰しんに生まれついたために親に捨てられたおれを、ただ遠縁だというだけで引き取ってくださった蓮花正妃さまにも。正妃さま亡なきあと、おれに秘密の片棒を担かつがせ、後宮に居場所を残してくださった炎貴妃さまにも。おかげで、またきみと逢えたから」

「う……」

　──そんなふうにいわれたら、許せない、なんていえなくなるじゃない……！

　他の男と結婚させられそうになって、寒月と再会することだけを夢見て上京し、後宮入りをしたのだ。ふたりがいたからこそ、いまこうしていられるのだといわれてしまっては、反論などできやしない。

　頰を膨らませ、唇くちびるを尖とがらせ、文もん句くを飲み込む露露に、しかし寒月はとんでもないことを教えた。




「たとえ、殺されるとしても」




「──なん……っ」

　その衝しよう撃げき的てきな内容に、露露は思わず足を止めた。見あげる寒月の表情は、至いたって穏おだやかだった。手を引かれ、とまどいを隠せないままふたたび歩き出す。

「どういうこと、殺されるって……？」

「国王陛下がお亡くなりになられたときに、後宮が解散するのは知っているね？」

「うん」

　後宮とは、その時代の王のための女が集められた場所である。ゆえに王が代替わりをすれば、それに合わせて新しい女が集められ新しい後宮が作られるのが習いである。

　とはいえ、露露は、後宮を職場とする宮女、つまり女官でしかない。だから王の代替わりに影響されることなく、望めば何年でも後宮にい続けることができる。

　また、王の代替わりに影響されないといえば、正妃も同様である。正妃はたとえ新王と血の繫がりがなくとも、新王の母として内宮に住まいを与えられるのだ。これは正妃が、王の唯ただひとりの妻であるからだ。

　しかし、女官であると同時に王の女でもあった秀女たちは、新しい後宮には用がない。王の死を受けて後宮が解散されたのちには、王の寵ちよう愛あいを受けたものとして、寡か婦ふ院いんという赤紫城の片隅にある施設で、一生、王の菩ぼ提だいを弔とむらい続けなければならないのだ。ただし、例外として、新王の生母であれば、秀女も内宮に私室を与えられるが。

　だが、志龍の生母は蓮花正妃であり、現在の蓮花正妃は一時しのぎのニセモノでしかない。

「このお役目が解かれるのは陛下のご逝せい去きよに合わせて、ということになっているが、たぶん、そのときに、殺される。そのくらいなさるよ、炎貴妃さまは。だから、口止め料も含めて、ずいぶん高額な給金をいただいているのだし」

（陛下がお隠れになったのちに、そこではじめて王后陛下も病やまいを得られて陛下のあとを追われたとその死を公表することにし、寒月にはしばらくのあいだ、星辰としての力を使うてもらうことにしたのよ）

　まるで寒月の憶測を裏づけするかのように炎貴妃がそういったのを、露露は思い出した。

　確かに「星辰としての力を使ってもらう」といっているが、そのあとどうするとはひとこともいっていない。

　──殺される……、寒月が、殺されるってまさか……。

　その死刑執しつ行こうが、今日、いまから行われるような不安にさいなまれ、露露は繫いでいた手を強く握りしめる。

　けれど、寒月には怯おびえたようすはない。その秀麗な顔に微笑ほほえみさえ佩はいて、きっぱりといい切る。

「ただ、おれも星辰だ。そんなに簡単には殺されない」

「殺されない、って……。それどういうこと？　命がふたつあるとか、殺しても死なないとか……」

　その言葉にすがるように食いついた露露に、彼は一瞬目を見開き、ちいさく苦笑した。

「……いくらなんでもそこまで人外扱いしないでくれるかな？　まあ、いずれわかるよ。きみに約束をもらった以上、おれも、きみを娶めとるまで死ぬわけにはいかないからな」

「……」




（おとなになったら、必ず迎えに来るから。そのときは、ぼくのお嫁よめさんになってくれる？）

（五年後には家族全員の借金を完済して、あたしも後宮を出るわ。そのときこそあんたから迎えにくるのよ。どう？　悪い話じゃないでしょう？）




　八年前に交わした子どもの約束は、歳としを経へて、ほんものの約束に変わった。

　いつか炎貴妃が放つだろう刺し客かくは間違いなく脅きよう威いだ。しかし、寒月が殺されないといい切るのなら、露露はそれを信じるしかない。それに、いざともなれば南陽王国を捨て、帝国や青せい竜りゆう諸島へ逃とう亡ぼうする道もある。

　幼い頃の約束が守れるのなら、寒月がそばにいてくれさえするのなら、それだけで露露はどこにだって行けるのだから。

　露露は、寒月を見あげて微笑んだ。

「──うん、じゃあ、あたしはその日を待ってるね」

「ああ。……っと、」

　忘れるところだった、と立ちどまった寒月が懐に手を入れ、なにかを取り出そうとする。

「？」

　露露も立ちどまり、首を傾かしげて彼の動向を追っていると、

「今日は、息抜きついでに、コレを買いに来ていたんだ。前に見かけたとき、きみにぴったりだと思ったから」

　そういって手渡されたのはてのひらに乗るほどのちいさな布包み。それと寒月を交互に見比べると、寒月が目線で包みを開くように促してくる。露露は慎しん重ちように開いた。

　中から出てきたのは、紅あかい花梅を模もした、かんざしであった。

「……すごい、深い赤……」

　その花か弁べんを構成する石の、見たこともないほどみごとな色合いに感かん嘆たんの声をあげると、寒月がその石の正体を教えてくれた。

「血ち赤あかの珊さん瑚ご。青竜諸島でしか採れない、珍めずらしい珊瑚だ」

「血赤の、珊瑚……」

　魅み入いられたように、露露は繰り返す。そのようすに満足そうに寒月はうなずいて、そしていった。

「結婚の約束に」
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「二週間前に、手て拭ぬぐいを買いに行ったんじゃなかったんですか？」

　露ろ露ろが、同室の友人である虎こ嬌きようから譲ゆずり受けたさらしを裁断して、不器用に手拭いに縫ぬい直していると、それを見た王おう方ほう傑けつが不思議そうに問いかけてきた。

「王姐姐おねえさん！　いや、あの、これは……──痛っ！」

「ああ、咎とがめたわけじゃないです。針を持っているんだから、気をつけなさい」

　はい、と露露は、慌てて背なかに隠したせいで、指を刺さしてしまった針とさらしを表に出す。

　露露の所属する尚しよう功こうは、他の宮女たちが所属する部署に比べてかなり独特だ。職人気質の娘たちが多く、仕事だからというよりも、技術を、腕うでを磨みがくために工芸品作りに取り組んでいるというものがほとんどなのだ。

　そのなかでも香こう班はんという、香を作ることを専門とする班は、香の原料となる動植物採集やその保管、香の配合やそれが人体に及およぼす影響の研究を主としている。ときどき、勉強熱心な医局の医女や食事を司る尚しよう食しよくの宮きゆう女じよたちと勉強会を開き、研究の成果を書にまとめ国王に献けん上じようすることもあるが、基本的には、興味のむくまま個人で研究・行動することが多い。

　よって、本日の香こう蔵ぞう番であった露露は、虎嬌に頼まれた貧ひん血けつに効果のある薬草について、その調合法、体内摂せつ取しゆ法などを、書物の中に探しながら、縫い物をしていたのだ。

「ちょっと途中で知り合いに会ってしまって、買い損そこねちゃったんです。出入りの商人さんが来ても、なかなか最近残ってなくて……」

　肌はだ着ぎのほうは作りも生地もじょうぶなので、少ない枚数でもなんとかやりくりできる。しかし手拭いは布が薄うすいうえに使用頻ひん度どが高いので、それほど耐用日数が長くない。不器用でも縫って作っておかなければ、あっという間に手持ちのものは使えなくなる。

　──あのときのあたしのばかばか！　寒かん月げつに逢あったからって、肝かん心じんの用事を全部忘れるなんて、もう!!

　王才さい人じんの許可を得て、ふたたび針を動かしながら、内心で自分を叱しつ咤たする。が、

　──かんざし、か……。

　思い出し、ふと、手が止まる。

　考えてみると、あの日以来、寒月と逢っていない。蓮れん花か正せい妃ひの名での呼び出しもないし、夜に笛ふえを吹いて呼ばれることもない。

　──忙いそがしいのかな……。

　逢えない寂さびしさを、結婚の約束にともらった血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしを眺ながめることで埋うめてきたが、近ちか頃ごろはそれもやめている。代用品は代用品でしかなく、寒月本人ではない。そのことを痛感させられ、かえってせつなくなるからだ。

　──そろそろ逢いたいんだけどな……。

　知ち的てき好こう奇き心しんを満足させられる仕事も好きだし、同室の虎嬌は同居人としても友人としても最高の相手だ。とあるひとから差し入れられるお菓子や果物は気持ちを軽くしてくれるし、借しやつ金きん奴ど隷れいとして働いていた去年までの自分を思えば、いま露露はじゅうぶんすぎるほど満たされていた。想おもいびとに、逢えないことを除のぞいては。

　だから、尚功の控ひかえの間にいた同僚であり先輩である王方傑が、

「……表情豊かなのもいいですが、ここは後こう宮きゆうですよ、わきまえなさい」

　そんな前置きとともに香蔵にやってきた理由を口にしたとき、露露は喜びのあまり、ふたたび針を指にぶっ刺した。

「お待ちかねの、といえばいいんですかね？　呼び出しですよ、正妃さまの」




　障しよう子じ戸どの前に立ち、ちいさく咳せき払ばらいをする。これは、貴人の部屋を訪れる際に必ず行わなければならない礼儀作法のひとつだ。

「……名は？」

　落ちついた声で問われ、露露は素直に名を名乗る。

「尚功香班が内ない人じん、柳りゆう露です。蓮花正妃さまより召しよう見けんの命を受け、まかりこしました。お取とり次つぎを願います」

　もしこれが、蓮花正妃や目上のものからの呼び出しではなく、露露や身分の下のものからの面会の申し出であった場合、名刺を用意し、取り次ぎ役である侍女に渡し、照会を経へて、はじめて面談が許される。

　だが、今回は、口こう上じようしたとおり、寒月扮ふんする蓮花正妃からの召しよう見けん。すぐさま障しよう子じ戸どが開かれ、中から典てん雅がな香と匂においとともに正妃つきの侍女が顔を覗のぞかせた。

「お入りなさい」

　許可を得て障子戸をくぐると、そこは奥行きの狭い、ちいさな部屋となっている。侍女の待機する場所であり、正妃に面会を申し出たものが順番を待つところだ。

　そしてその正面は一段高くなっており、障子戸のかわりに内側が見えないようにおおきな衝つい立たてが立てられている。正妃の私室だ。

「お許しをありがとうございます、郭かく大だい姉し」

「礼を許します、柳内人」

　その典雅な香のよく似に合あう中年の侍女は、もともとは炎えん貴き妃ひが用意した女だった。

　四年前、蓮花正妃が首を吊つって自害したのを、正妃の侍女として後宮入りをしていた楊よう寒月がしたのだとすり替えたのが、炎貴妃だ。そして、炎貴妃は、寒月を正妃に仕立てあげたあと、寒月の後あと釜がまに、この侍女を用意したのだという。

　元がん来らい侍女とは、秀しゆう女じよが子どもを産めなかったときに代わりに王の子を産む役目を負っていたが、いまでは文字どおり側そば仕づかえである。この侍女が後宮内のアレコレに詳くわしく、また口が固かったがために、星せい辰しんであり、正妃の身代わりである寒月につけられたのだ。

　つまり郭大姉は、露露のような一いつ介かいの内人が、なぜ正妃の私室にたびたび呼ばれるのか、重々理解しているのだ。

「今日はあまり時間がありません。寒月には、用件は短くとお伝えしております。あなたも、お気をつけなさいね」

　はい、と侍女に返事をしておいて、露露は衝立の前まであがる。そしてふたたび咳払いをすると、

「お入り、露露」

　と軽やかな応いらえが届く。

「──寒月！」

　衝立の脇をすり抜け部屋に入ると、私室にいるときには珍めずらしい武官姿で、寒月が立っていた。

　時間がないと郭大姉がいっていた。

　──これから出かけるところなのかな……。

　そう思って武官姿の理由を尋たずねると、

「いま市から帰ってきたところなんだ。すぐ、正妃姿に戻らないといけない」

「市に行ってたの？」

「ああ。そろそろだと思って、仕立て屋に行ってきた。きみの服、来週中にはこちらへ届けてくれるそうだ。露露が受け取れるようにしておいたが、かまわなかったか？」

　──仕立て屋？　服？　あたしの？　……って、ああ！

「そ、それは、かまわないけどっ」

　かんざしに夢中で服のことをすっかり忘れていた露露は、慌ててうなずく。

「そっか……、あの服、できたんだ……。でも、寒月、まさかそれをいうためだけに、あたしを呼び出したの……？」

「違う。それはついで」

「そう、そうなの、ついでなの……。で、用件は？」

「うん？」

「用件は、って聞いたの。時間がないんでしょ？」

　普段はなにもいわない郭大姉にわざわざ時間がないと釘くぎを刺されたのだ。てきぱき用件をすませて早めにここを辞じさなければ、彼女の心しん証しようが悪くなってしまう。

　それなのに、

「せっかちだな、露露は」

　と、寒月は愉ゆ快かいそうに笑い、椅い子すを勧すすめてくる。

　しかし、露露はそれに従わず、

「せっかちでもなんでも！　あたしはお仕事中なの」

　至し極ごくまっとうなことをいって寒月から用件を聞き出そうとしたのだが、彼は急に表情をあらため、こういった。




「──ふたりきりで、逢いたかった」
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　──っ!?

　どきん、と心臓が跳はねた。例の呼吸が難しくなる発ほつ作さがはじまってしまった。

　──どどどどどどうしよう……！

　自分の体から立ちのぼる匂いが、汗あせを含んできつくなる。顔が熱い。手が汗ばむ。

　──寒かん月げつの顔が、まともに見られないーっ！

　ぎゅっと目をつぶって、うつむきかけたとき、

「……そんなにちいさくならなくても」

　寒月が、困ったように苦笑した。

「ごめん、冗じよう談だんだ。この二週間、逢えなかったからね、からかっただけだ。本件は別にある」

「もーっ!!」

　からかわれたとわかって、思わず食ってかかりそうになる露ろ露ろをなだめ、寒月はその本件とやらを口にする。

「いいかい？　国王陛下はいま病状が進まれて、お目が見えなくなっていらっしゃる。本来なら、志し龍りゆう殿下がお世よ継つぎとして陛下のお仕事を代行なさるべきところ、殿下ご自身もお体の調子がずっと芳かんばしくなかったために、いますぐそれらをすべて引き継がれるのはご無理。よって、後宮から三さん妃ひのうちのおひとりとおれが、尚しよう書しよ省しようから尚書令と左さ・右う僕ぼく射やのどちらかが、陛下のお部屋に伺うかがって、各方面からあげられた報告書や案件を読みあげていく。それをご寝しん所じよのうちから、陛下に採決をくだしていただいているのが、いまの執しつ政せいなんだ」

「……へえ」

「もちろん、おそばに殿下もおいでになっていて、陛下の執務のごようすをご覧になっていらっしゃるんだが。……露露、まったくわかってないだろう？」

「ごめん、全然」

　好奇心のうずく方面には抜ばつ群ぐんの集中力を発はつ揮きする露露だったが、興味のわかないことに対しては毛ほどの反応も見せないのも露露だ。

　幼おさない頃の二年間、そして再会してからのこの約半年のあいだで、露露のそんな悪あく癖へきを重々知り尽くしている寒月は、咎めることなくただ甘あまやかすように微笑ほほえむ。

「謝あやまる必要はない。それに、近いうちに、きみも、そこに呼ばれる可能性があるからね」

「……はい？」

　考えもしなかったことに、露露は目を剝むく。

　なんでそんな場所に一介の内人ごときが、と驚きを隠せないでいたら、寒月が続ける。

「陛下のお目が見えないということは、報告書や懸けん案あん書をご自身でご覧になれないということだ。つまり、読みあげていくおれたちが結けつ託たくして、噓うその報告をすれば、陛下にはそれが噓か誠まことかわからない」

「でも、そんなことをすれば蓮れん順じゆん──ううん、志龍殿下がお許しになるわけがない」

　露露の脳のう裏りに浮かぶのは、少年らしい高こう潔けつさで、後宮最大の禁きん忌きと対たい峙じする志龍の姿だった。

　かの若竹のしなやかさを思わせる日ひ嗣つぎの王子であれば、たとえ相手が年輩の腹はら黒ぐろ狸だぬきだろうが女め狐ぎつねだろうが、不正を働いたことがわかった瞬間、容よう赦しやなく痛つう罵ばすることだろう。

　それは寒月も容易に想像できたようで、ちいさく失笑した。けれどすぐさま表情をあらため、だがね、と首を振る。

「この国の王位は、どういうわけか男児のみに継けい承しようされることになっている。だから志龍殿下は、あれだけ虚きよ弱じやくであったにもかかわらず、現在まで廃はい嫡ちやくされずにいらっしゃったんだ。でも、これからはあまりうかうかできない。嫩どん緑りよく愛あい妃ひのご息そく女じよに、男児がお生まれになられたからね。愛妃のご息女は、陛下の三番目の姫でしかないが、嫁とつがれた先が陛下の弟君でいらっしゃる親しん王のうの長子。志龍殿下にコトあれば、その男児が日嗣の王子となることもありうるんだ」

「……」

　女装して蓮順と名乗り、内人見習いの制服姿で露露のあとをついて回っていた高こう慢まんな志龍王子。

　だが、いっしょに寝起きした、たった一ヶ月のあいだで、彼は見るべきものを見、聞くべきものを聞き、考えるべきことを考えていたのを、露露は知っている。

　すぐさま怠たい惰だな医局には指導が入り、いわれるがままをすることしかできない無気力な医師や医女はすべて暇を出された。

　尚しよう食しよくの希望を叶かなえるために、養よう蜂ほう家かを招き、園林の一部を使って養蜂場を作る検討がなされた。

　後宮を去る、年老いて身寄りをなくした宮女たちの終ついの棲すみ家かである寺には国こく庫こが開かれ、その墓も、綺き麗れいに整備されたという。

　──蓮順……ううん、志龍殿下は、絶対にいい王さまになるのに。

　そう思うからこそ、不吉なものを滲にじませた寒月の言葉を、露露はあえて聞き流した。

「……それが、あたしが陛下のご寝所に呼ばれるのと、なんの関係があるの？」

「後宮と内宮から、各二名ずつ呼んで、部屋に控ひかえさせることにしているんだ。おれたちが読み間違えたり、不正を働こうとしたりすれば、その場で指摘できるように」

「ああ！」

　合点がいった。露露は字が読めるのだ。

　そして実はこのことが、露露が後宮に入るきっかけを生んだといってもいい。

　借しやつ金きん奴ど隷れいというのは、生まれてから死ぬまで朝晩休みなく働かされるために、無学なものがとても多い。けれど、露露の父親は違う。もともとは流れものの香職人で、借金奴隷として働く露露の母親にひと目め惚ぼれして、みずから借金奴隷となった変わりものなのだ。そのため、文字が読め、計算も速く、債権者と村長を兼かねる柳りゆう厚こう東とうの片腕として、彼の商売を手伝わされていた。

　その父親に、図ず抜ぬけた嗅覚の鋭えい敏びんさを認められた露露は、父の香職人としての仕事を引き継ぐべく、香の知識と読み書きを叩たたき込まれていたのだ。おかげで、学のある借金奴隷として露露の価値はあがり、本来なら十歳前後で嫁入りと称しようして他の農場へ売り飛ばされる奴隷の子でありながら、十五歳まで青せい桐どう村むらにいられたのだ。

　とはいえ、債権者同士で金銭面の折り合いがつけば、露露とて売り飛ばされる。そうして嫁入り話が現実的な流れになってきたので、露露は選せん宮きゆう女じよにみずから志願することによって、わが身を守り、将来を約束した初恋の少年・寒月と再会を果たすことができたのだ。

　──そう考えると、ほんとうにおとーさんに感謝だわ……。

　右みぎ頰ほおにひどい火傷やけどを負った異い相そうの父に心のなかで感謝をし、いまは絶ぜつ世せいの美青年へと成長した、その初恋の少年へという。

「あんまり難しいのは無理よ？」

「それでも貴重な存在だ。露露が字が読めることは、すでに内ない侍じ省しようからあがってる。いつか、突然呼び出しがかかるかもしれないから、覚悟しておくように」

「……いまみたいに？」

「そう、いまみたいに」

　嫌味のつもりでいってみたが、寒月はしれっとしている。露露はなんとなくむっとする。

「それで用件なんだが、そのことを踏まえたうえで、尚功香班内人の露露に、頼みがある。香を作って欲しい」

「香？」

「実はここのところ、頭の痛い問題が浮上していて、どうも報告会が円えん滑かつにはかどらない。落ちついてその問題に対応できるような、なにか……そうだな、落ちつくと同時に頭が冴さえるような香を作ってもらえれば、と思っている」

「……落ちつくような、頭が冴えるような香……？」

　ふむ、と露露は脳内で、父によって香のアレコレを記された書かき付つけをめくる。

　──落ちつくといえば薫くん衣い草そうだろうけど、あれ、頭痛を引き起こすひともいるのよね。重大な話し合いがなされているあいだに薫たいて、邪じや魔まにならず、なおかつ落ちついて、冷静に討論できるようなものといったら……。

　そんなふうに露露が思考の海に入り込んでいるあいだに、衝立のむこうから咳払いがした。寒月が応いらえを返すと、郭大姉の声で、

「そろそろお時間でございます、お戻りあそばされませ」

　という。寒月は、いまだなにをか考えているふうの露露に軽く目を遣やり微苦笑を浮かべると、衝立のむこうへ声を放った。

「お入りください。お願いします」

　衣きぬ擦ずれの音とともに郭大姉が入室してくる。そして、そのまま寒月の前に膝ひざ立だちになると、顔の前で指を組み、ちいさく頭をさげた。

「すぐに内人たちがお衣装をあらためるために参ります。寒月、正妃さまに」

「わかりました──わかってはいるのですが……、」

　顔をあげた侍女に、寒月は目で訴うつたえた。寒月の視線を追った彼女が、目を丸くする。そこでは露露がぶつぶつと、あーでもないこーでもないと、依頼したばかりの香の薫き合わせについて、まだ悩んでいるのだ。

　いくら男にも女にもなれる星辰という特別な生まれであることを口では告げてあるといっても、好きな少女に変へん貌ぼうするさまなど、見られたくはない。そんな男心を即座に理解してくれたようで、郭大姉は音高くてのひらを打った。

「これ！　これ、柳内人！」

「へ？　あ、は、はいっ」

　突然名まえを呼ばれ我われに返った露露が、自分と寒月のあいだに立ち塞ふさがる侍女の姿に、一瞬ぽかんとする。そこに畳みかけるするように郭大姉は声を荒らげた。

「寒月はこれより正妃さまへと姿をあらためられます。無ぶ礼れいでしょう、内人！　いつまでそう悩んでいるつもりです!!」

　がしかし、なかなか状況が摑つかめずにいるらしい。混乱して助けを求めるような目をむけてくる露露に、寒月の悪戯いたずら心がうずいた。

　腰こし帯おびを解ときにかかる仕し草ぐさをしてみせて、

「露露には尚功がむいていると思ったが、尚しよう服ふくでもいいかもしれないな」

「……なんですと？」

「手伝ってくれるんだろう？　着・替・え」

「……！」

　ようやくこれからこの部屋でなにが行われるのか思い出した露露は、

「失礼しました！」

　と顔を真っ赤にして、脱だつ兎とのごとく部屋を出て行った。想像以上の純情ぶりだ。

　可お笑かしくて笑いをこらえていると、郭大姉はいう。

「次からはまずその手をお使いなさいな、寒月」

　なので、寒月はしらっと答えた。

「勘かん弁べんしてください。慣れられると、結婚後の楽しみがなくなります」
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「……また、すごい顔──っていうより、指だね……」

　尚食の仕事を終えて部屋に戻ってきた虎嬌が、開かい口こう一番、あきれてそういった。

「虎嬌ぉ……」

　彼女の視線を追ってわが指を見遣れば、細く切ったさらしが巻かれ放題で、無傷な指を探すほうが難しい状態だった。

「手拭いを縫っていただけだよね？　包ほう丁ちようを持ち慣れない尚食の新人ですら、そこまで見み事ごとな指はしてないよ？」

　荷物を置き、制服の上着を脱ぬいで肌着同然になった虎嬌が、床に座り込んだままの露露と視線を合わせるように、腰をおろす。そしてあいだの床に散らばった、血まみれの手拭いを拾いあげて、なんともいえない顔をする。

「……すごいな、縫い目は悪くないのに、血が……」

「だ、だって、寒かん月げつがぁ……！」

　露露はとっさに訴えた。

　同室のこの友は、ただでさえなんでもできる有能な人間なのに、木もく蓮れんを彷ほう彿ふつとさせる美少年めいた希け有うな美び貌ぼうも兼ね備え、おまけに国内随ずい一いちの武人を輩はい出しゆつする董とう家出身で、ついでに女の身でありながらその董家の現頭とう目もくだというのだ。

　そんな人物に、裁縫のひとつもろくにできないと思われたくなくて、傷だらけの指の元げん凶きようの名を口にすれば、

　──あれ？

　夏も盛りであるのに、いまの一瞬、露露は肌寒さを覚えて身震いした。急に、虎嬌のほうから冷たい空気が流れてきたような気がしたのだ。

　だが、虎嬌に変わりはない。彼女の剝むき出しの肩には、うっすらと汗が滲んでいるほどだ。

　──気のせいかな……？

　首を傾かしげる露露の眼前で、ひと好きのする笑みを浮かべて、虎嬌が問うてくる。

「どうしたんだい？　正妃になにかされた？」

　虎嬌は蓮れん花か正せい妃ひの正体を知っている。知っていて、あえて、正妃という。いわく、

（寒月の名まえを口にしてはいけない理由を、わたしたちはわかったけれど、他の宮女たちは知らないままだ。むやみに口にして、聞かれて騒がれてもいやだろう？）

　ということで、らしい。

　──郭大姉も寒月って呼ぶんだし、ふたりだけで話してるときぐらい、気を遣わなくてもいいのに……。

　露露はそう思うが、虎嬌にはどこか友人の想おもいびとへの遠慮があるのだろう。むきになって変えてもらうことでもないので、彼女には好きなように呼んでもらっているが、

「──正妃になにかされた、って……、そっちのほうが聞こえがよくなくない？」

　なにやら妙にいかがわしく感じるのは露露だけだろうか。

　虎嬌は片方の眉まゆを引きあげて、しばし、思案する。

「……そうかな。敬称をつけてないからかな？　……じゃあ、正妃さまに、なにかされた？」

　わざわざいい直して問いを重ねられては答えないわけにはいかない。露露は素直に、心のうちを吐はき出した。

「……からかわれただけ。だけど、虎嬌、あたし、どうしたらいいかわからなくて」

「？」

「寒月と逢えないと寂しいし、逢えるとうれしい。だけど、笑いかけられるとドキドキして息苦しくなるの。それに、普通に話してるぶんには平気なんだけど、見つめられたり、手を握られたりするともう……」

「……見つめられたり？　手を握られたり？」

「うん。おかしいよね、こんなの。ちいさい頃、あんなにいっしょにいたのに。手だって繫つないだし、いっしょに日にち月げつ湖このほとりで水遊びしたりもしたのよ？　なのに、なんでこんなにドキドキするの？　寒月に逢いたいのに、逢うと怖くなって足がすくみそうになる！」

　市を歩いているあいだ、ずっと繫いでいた手。緊張のあまり汗ばんでいくのが恥はずかしかった。

　覗き込むようにして、露露にだけ微笑みかけるその闇やみ色の瞳ひとみ。恥ずかしくてそらしたいのに、見つめられることがうれしくて、どうしても離せなかった。

　冷たいくらい綺麗なのに、笑うと幼い頃の面おも影かげを覗かせる顔。そこに笑みがひらめくたび、呼吸を忘れて、泣き出しそうになる。

　そんな自身の心の揺れをどうにもしがたくて、いつか誰だれかに──親友である虎嬌に、聞いて欲しかったのだ。彼女ならきっと、黙だまって抱きしめてくれると思っていたから。

　なのに、

「……じゃあ、呼び出されても、行かなきゃいい」

　戻ってきたのは、あまりにもそっけないそんな台詞せりふ。おかげで露露は、とまどってしまった。

「え、ええ？」

　やれやれといいたげに頭を搔かきながら、どうでもいいことのように──実際虎嬌にとってはどうでもいいことなのだが──繰り返す。

「呼び出されても、行かなきゃいい、っていったんだよ。怖くなって足がすくむんだろう？　それなら、今度仕事のことで呼び出されたら、適当に理由をつけて、他のひとに行ってもらえばいいじゃないか。そうしたら、正妃も……」

「──それはいやっ！」

　それにはきっぱりと異を唱となえる。

「……」

「それはいや！　寒月が他の女の子とふたりきりで話すところなんて、見たくないし、想像したくないっ。いくら戴たい姐姐や王おう姐姐だっていっしょっ！」

　ばかにされることを承知でいえば、正妃としての寒月の着替えを、尚服の内人たちが手伝っているということですら、露露は我が慢まんならない。ましてや、露露の知っている人間が、正妃の正体が寒月と知ったうえで、露露の知らないところで話をするなんて言ごん語ご道どう断だんなのだ。

　鼻息荒くいい切った露露に、虎嬌が深々とため息をついた。

「……乙女だね」

「なんですと？」

「意識しすぎてとまどってるかと思えば、独どく占せん欲よくはちゃんと恋する乙女だね、といったんだ」

「？」

「正妃に花を持たせるつもりはないけど、きみが困惑しているのを放っておけないからいうね？　わたしが思うに、きみはいまあらためて初恋のさなかにいるんだよ」

「……は？」

　──つ恋……？

　思いがけない言葉に、露露は目を見開く。

「初恋のさなかって、だって、そんなの……」

「子どもの頃の話だろう？　いつもいっしょに遊んでた友だちがいなくなって、寂しくて泣くなんて誰でもそうじゃないか。おそらくそれを初恋だと周囲に刷すり込まれて、きみはその気になってただけ。でも、八年ぶりに再会して、そこから恋がはじまった」

　いわれてみて、思い出す。

　死んだと聞かされて、後宮から出て行けといわれて、命を助けられて。

　寒月の死の真相を巡めぐる事件と、その言動に振り回された挙あげ句く、交わした約束──そのままどうかおれだけを見ていてくれないか？　──のあと、彼のうつくしい顔に浮かんだ微び笑しよう。

　──あの笑顔が、あんまりにも出会ったときのまますぎて……。そういえば、あのときから息苦しくなりはじめて……。

「ええ？　えぇえ？　えぇ～～っっ!?」

　思い出すだけで、体温があがり、体から甘い匂いが強く香り出す。頰が赤くなるのがわかる。口元がふにゃりとゆがみそうになって慌てて両手で頰を押さえたら、

「ばかばかしい、つきあっていられないよ！」

　と虎嬌に突き放されてしまった。

　──……ああ、お恥ずかしいったら……。

　ただ、

「──虎嬌？」

「うん？」

　ふと思うことがあり、そのまま自分の寝台へと潜もぐり込もうとする彼女に、訊いてみた。




「……虎嬌も、誰だれかに恋をしてるの……？」




　露露のこのうろたえようを初恋のさなかにいると明めい言げんしたのだ。想像もつかないが、覚えがあるのかもしれない。絶世の美少年だと先輩宮女たちに愛めでられている虎嬌とて、まだ十五歳の少女なのだから。

　虎嬌は、ちらりと露露を振り返った。

「……」

　それからおもむろに、木蓮を思わせる美貌に艶つやっぽい笑みを浮かべてみせた。

「恋ぐらいしているよ。毎日、ね」

　──うわぁお！
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　生おい立たちも、それまでの生活環境もかけ離れたたくさんの人間が、同じ場所で共同生活を送ると、どうしても避さけては通れない問題が多々生じる。

　たとえばそれは、我がの強い人間同士が対立し派は閥ばつを作りあげることだったり、思考や趣味の違いや単純にその人間を嫌悪するがゆえのいじめだったり……。

　後宮において前者は、貴き妃ひ派、愛あい妃ひ派、麗れい妃ひ派と三妃を派閥の長とすることもあれば、所属する尚しよう毎ごとによる対立となる場合もある（余よ談だんだが、尚食と尚しよう儀ぎ、尚しよう宮きゆうと尚儀はとかくそうなりやすい。残さず食べろ→太るからいや、節度ある行動を→娘盛りになにをのんきな、ということらしい）。

　そして後者は、肌着や手拭いを切り裂さかれたり、露ろ骨こつに無視されたりと、いま身をもって露露が体験していたりする。

　だが、それらは、首しゆ謀ぼう者しやや主犯が明らかなため、比較的軽事件として扱われやすい。段階的に拡大し仕事に差し支えが出るようであれば、後宮内の秩ちつ序じよを守る宮きゆう正せいの介かい入にゆうがあり、主犯格の謹きん慎しん、反省房入り、あるいは後宮追放という形で、ひとまず収しゆう束そくさせることができるからだ。

　しかし、この頃の後宮で、もっとも問題視され、一度や二度ならず、国王御前の報告会にあげられたのは、

「……安あん丹たん丹たんの領ひ巾れが盗まれた？」

　──盗難、であった。

　針で突き刺した指の傷が、さいわいにも化か膿のうすることなく完治した頃、露露は自室にひとりの少女を迎えていた。

　李り雨う花かという、尚食の内人である。

　もともとは虎こ嬌きように焦こがれる少女だったが、愛妃の縁者らしからぬひと懐なつっこい性しよう分ぶんもあってなんとなく仲良くなったのだ。

　雨花は、黒真珠のような黒目がちな瞳を見開いて話す。

「そうなの！　薄うす絹ぎぬを織る際にあちこち工夫して、光加減で花が浮いて見えるように特別に注文して作らせたやつなんだって。初任給、全部注ぎ込んで、宴うたげで舞まいを披ひ露ろうする役に選ばれたら使うんだ、って大事にしてたの」

「初任給全部って。また高そうなものを作ったね、安丹丹も……。雨花、だいじょうぶ？　あんた、相部屋でしょ？　八やつ当あたりされてるんじゃない？」

「まあね。八つ当たりしたって領巾が返ってくるわけではないのにね。子どもなんだよ、丹丹は」

　雨花はそういって屈くつ託たくなく笑ったが、不意に真顔になると、

「それより、露露のほうだよ」

　と突然声を潜ひそめ、話題を変えてきた。

「……あたしの、ほう……？」

　雨花がこれからなにを話そうとしているのかまったく想像もつかない露露は、雨花の言葉を繰り返す。

　うん、と雨花はうなずいて、

「丹丹の領巾を盗んだ犯人、露露じゃないか、っていわれてるの」

「……はあ？」

　驚きすぎて、口癖も飛び出さなかった。

　そこへ、

「そのことについては、わたしから露露に話すよ」

　と、涼すずやかな声と品のいい甘さを含んだ匂いが届き、虎嬌が戻ってきたのがわかった。

　しかし、そちらを見遣れば、虎嬌は障子戸を開けたまま、中へ入ってこようとはしない。奇妙に思いつつ、露露は訊いた。

「お帰り。虎嬌、あんたも聞いたことある？」

「ちょっとね。……雨花、今日はもう部屋にお戻り。体調がすぐれないからって先に帰らせてもらったのに、ここで油を売ってるのがばれたら、また才さい人じんにどやされるよ？」

　その言葉にも笑顔にも逆さからいがたいなにかを感じてか、雨花はしばらく露露と虎嬌をすがるように見ていたが、やがてしおしおと肩をさげ、部屋を出て行った。

「……雨花、調子がよくなかったの？」

「ここのところ、あんまり眠れてないみたいでね。失敗が多くて、張ちよう才人に叱しかられっぱなしなんだ。──そんなことより、露露、」

　呼びかけられて虎嬌を見れば、彼女はようやく障子戸のそばを離れたところだった。部屋の内側に入り、誰かを待たせているのか、外にむかってちいさく合図を送っている。

　途端、聞こえてくる、軽やかな足音。届いてくる、高潔な少年らしい麝じや香こうの香り。

　──まさか！

　露露は思わずその場に腰こしを浮かす。視線が開かれた障子戸のあいだから離せない。

　闇を受けてなお明るい、白い内人見習いの制服の裾すそを揺らして、

「久しいな、露露」

　かつてその生母の名を名乗り、女に身をやつし、この部屋で約一ヶ月だけともに過ごした志龍王子が姿をあらわした。光の加減で緑にも茶にも色を変える不思議な瞳が、悪いた戯ずらの成功した悪童のような輝きを得て、きらきらしている。

「れ、蓮……じゃない、」

　露露は突然の再会に喜びつつも、とまどいを覚えずにはいられなかった。この少年のことをどう呼べばいいのかわからないのだ。

　──後宮で殿下って呼んでいいものなの？　でも内人見習いの格かつ好こうで来てるわけだし、蓮れん順じゆん……ううん、これは蓮れん花か正せい妃ひの本名だから呼ぶと傷つくかもしれないし、でも、志龍殿下ってなんか他人行ぎよう儀ぎで呼びづらいし……っていうか、他人なんだけど、でも一ヶ月も同じ部屋で生活していた仲だし、いまさら殿下なんて……ってああんもうっ！

「──デンジュン！」

　混ざってしまった。

「……」

「……」

　一瞬きょとんと目を見開いたふたりに、露露は自分がなにを口走ったのか、瞬時に理解できなかった。
















「……あれ？」

　きょろきょろとその顔を交互に見比べると、やがて志龍王子が、心底あきれたとばかりに盛大にため息をついた。

「蓮順でも殿下でもよいが、いっしょにするな、愚おろかものめ」

　──うわーっ!!

　露露は、慌てて両手で口を塞ぐが、放たれた言葉が元に戻るはずもなく。

　肩を揺らして笑いをこらえる虎嬌の横で、露露はしばらくのあいだ、損そこねてしまった志龍の機き嫌げんを必死でとりなす羽は目めになってしまった。




「ところで、蓮順、」

　結局呼び慣れているのと、後宮内で志龍の名を出すのはやめたほうがいいのと、他の宮女たちは蓮順の名でしか知らないということで、南なん陽よう王国の日嗣の王子は、ふたたびその実母の名を仮名とすることになった。

「どうして、また後宮に？　さっき雨花がいってたことと、なにか関係があるの？」

　以前のように、部屋の真ん中の敷物のうえに車くるま座ざになって座り、虎嬌が尚食の先輩宮女から貢みつがれた梨なしの砂糖煮を三人でつまみながら、露露は突然の志龍の訪問理由を尋ねた。

　露露が盗難事件の犯人だとされている理由を虎嬌が話すといい、そして志龍が現れた。これで関係ないほうが噓だろう。

　志龍は、うん、と三ヶ月前より少しだけおとなびた顔で首しゆ肯こうした。

「予よも、後宮で物盗りが流は行やっている、どうやら尚功の柳りゆう内人がその犯人ではないかといわれている、と耳にしたのだ」

「ちが──あたし、違うっ！」

　志龍が繰り返す言葉に、露露は思わず腰を浮かす。

　だが、

「そなたが物盗りをするような人間ではないことぐらい、予は知っておる」

　すかさず志龍にそういわれ、かたわらで虎嬌が然しかり然りとうなずけば、あげた腰もすとんと落ちる。

「あ……、ありがとう……」

　とはいえ、どうしてそんな噂うわさが立てられたのか、露露には皆かい目もく見当がつかない。信じてくれる友人がふたりもいたことにほっと胸をなでおろす一方で、雨花や虎嬌どころか志龍にまでそれは聞こえているのだ。

　──絶対、寒かん月げつの耳にも届いてるよね……。

　と、不安になってしまう。

　身に覚えのない罪を着させられた露露を、寒月は冤えん罪ざいだと信じてくれるだろうか。それとも、そんなに手癖の悪い娘だったかと、失望されてしまうだろうか。

　──寒月だもん、信じてくれるはず。ううん、きっと信じてくれる。絶対信じてくれてると思う……思うんだけど、ああんもう！　確認しに行きたいっ!!

　頭を抱えてぐるぐると思い悩む姿に、露露がなにを考えているのか、おぼろげながら察したのだろう。志龍がこほん、と咳払いをして、露露の気を引いてからいった。

「話は最後まで聞け。後宮内での物盗りであれば、予も半分くらいは噂を信じたかもしれぬ。だがな、報告があがってきているのだ、盗まれたものが市で売られていた、と」

「市で、でございますか……？」

　これは、虎嬌も知らなかったのだろう。琥こ珀はく色の目を見開いて、志龍を見つめ、続いて露露に視線を寄せてきた。

「？」

「きみが市に出かけたのは、今月はじめの休みの日一日きりだね。殿……蓮順、その盗品が市で売られていたのは、いつのことかはご存知ですか？」

「残念ながら、正確なことはわからぬ。だが、つい最近のことだと聞いた。露露が休んだのが月のはじめの一日きりなら完全な冤えん罪ざいだ」

「蓮順……」

「露露だけではない。ひょっとすると、後宮の女すべてが、冤罪やもしれぬのだ」

「なんですと？」

　志龍のこの言葉にはきちんとした裏づけがあったが、それを露露が身をもって理解するのは、ずっとあとになってからのことだった。

　毎年集められる宮女たちの出しゆつ自じについては、内ない宮ぐうと呼ばれる場所にある内侍省で管理されている。

　そこでは、自己申告と推挙人の推薦状の内容が偽いつわりではないかを数ヶ月にわたって調査をしているが、それでも宮女の過去を完全に調べきれないことがある。つまり、前歴が商売女であったり盗賊の一いち味みであっても、巧妙に隠して入宮してくるものがいないわけではないのだ。

　たまにその頃の手癖の悪さを思い出しちいさな窃せつ盗とうを繰り返すものがいたり、そうでなくても、食べたことのないおいしそうなお菓子や見慣れない装飾品などについ魔が差してしまうものがいる。

　とはいっても、それらのことは、新しい宮女が入るたびにほぼ恒例行事と化していた。そのため宮正がしゃしゃり出ずとも、自然と収まることをみな知っている。衣食住が保障され、自分の意思で自由になる金銭があり、またそれなりに後宮の、ひいては都の生活に慣れてくるごとに、盗みを重ねる必要性を失うのだ。

　しかし志龍はその説明を省はぶき、露露の疑問すら無視して、疲れたように言葉を続けた。

「実はな、ここ二、三ヶ月のあいだに、景けい北ほくを中心にヒョウイントウと名乗る輩やからが姿をあらわしはじめているのだ」

「ヒョウイントウ？」

　聞き馴な染じみのない言葉だった。露露が後宮に引き籠こもった生活をしているから知らないのか、それとも志龍だから知っているのかわからず虎嬌に視線をむければ、虎嬌はどうやら後者であったらしい。

　先程の志龍のように無視することなく、疑問を解いてくれた。

「豹ひようはその毛を大事にして、雨の日には山中に身を隠す。転じて、世間から逃れるために身を潜めていることを豹ひよう隠いん、というんだよ。だから豹ひよう隠いん党とうというのは、訳ありで身を隠している郎ろう党どう、ってことだね」

「訳ありで身を隠している……？」

「そうだ。だが、より正確にいうならば、わが国においてのみ、蘇そ王おう朝ちよう開かい祖そ・蘇衛えい強きようが美び景けい島とうに上陸し亜児美耶ああるすめいや人を駆く逐ちくする以前に、亜児美耶人を相手取って戦っていた先住民族たちの総称、とも説明すべきだな。開祖によって蘇王朝が開かれたのち、いずこなりと姿を消したといわれているが」

「しかし、なぜ、それらがいまごろになって……。ほんもの、でしょうか？」

「わからぬ。ただ、陛下の御前でもこの話になり、後宮で盗まれたものが赤せき紫し城じようの目と鼻の先で売られているのは、犯人が露露や後宮の宮女たちではなく、豹隠党だからではないか、と推測する声があがった」

「なるほど。それらが真の豹隠党であれば、後宮で盗みを働くなど造ぞう作さもないこと」

　虎嬌と志龍のあいだで、露露のよくわからない会話がなされる。

　露露はいまでこそ内人という後宮宮女だが、元はただの借金奴隷なのだ。国の成り立ちを耳にする機会も、じゅうぶんな教育も受けてこなかった。よって、ふたりの会話からかろうじて理解できたのは、

「……それって、後宮の中に、豹隠党のひとたちが入り込んでいる、ってこと？」

　だった。

　そこではじめて、露露がふたりの言葉を追えるほどじゅうぶんな知識を身につけていないと悟さとったのだろう。ちいさく詫わびて、虎嬌が教えてくれた。

「露露、豹隠党はね、美景島の先住民族であると同時に、異能者集団でもあったんだ」

「イノーシャ？　なに、それ」

「千せん里り眼がんや順じゆん風ぷう耳じはわかるな？」

「遠くまでものが見えたり、耳が聞こえたりする神さまのことでしょう？」

　美景島古来の宗教はその少数民族の数だけ存在するのだが、いつの頃からか如ラ浪ンという女神信仰が島の中心宗教となっていた。そこに、やはり海の女神を信仰対象とする亜児美耶人ああるすめいやが入ってきたことで、如浪は唯一神として確立することになったのである。

　そののち、如浪がまだひととして島で生活していたときに折しやく伏ぶくさせた二に匹ひきの鬼まものである千里眼と順風耳も神格化され、文字どおり女神の目となり耳となりして、島の平和と島民の安あん寧ねいを守護しているのだ。

　千里眼と順風耳が如浪に膝を折ったあたりの話は、寝物語や旅芸人たちの見み世せ物ものの中で、露露も知っている。だが、それはあくまで物語や昔話の存在でしかなかったはずだった。

「それが神や鬼ではなく、実際にそんな異能を持つものたちがいたそうなんだよ。他にも異常に身が軽かったり、他人にじょうずになりすますものがいたそうだね」

「そなたの鼻のよさも一種の異能だろうが、そなたには刺いれ青ずみがない」

「なんですと？」

　つぶやくように漏もらした志龍の言葉を聞き逃し、繰り返すことを望んだ露露をふたたび無視して、志龍はいう。

「ともかく、その豹隠党の再浮上と後宮内での物盗りが偶然なのかそうではないのか調査の必要がある。そこで、まず予がふたたび内人見習いとなり、後宮内を調べることにしたのだ」

　得意そうに胸を張るが、必要以上に女装が似合ってしまっていることに、彼は無む頓とん着ちやくだ。

「蓮順が後宮内を調べる、って……。それで、なんでわざわざまた女装して……」

　頭の痛い思いで露露がそこを言げん及きゆうすると、志龍はなにを可お笑かしなことを、といいたげに、眉をひそめる。

「この後宮は父上の後宮であって、予の後宮ではない。予の後宮ではない以上、宮正でもあるまいに、男の姿で入るわけにはいくまい？」

　──いや、それは間違ってないんだけど……、間違ってないけど、なにか違う気が……。

「だったら、三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんにお願いするとか……」

「あの女め狐ぎつねどもは信用ならぬ！」

「それじゃあ、寒月に……」

「余計に信用ならぬわ！」

　取りつく島もない。

　別に女装をするのが趣味だというならかまわないが、それでも一国の王子だ。女になりすまして後宮に入り込んでいるとばれたらたいへんではないかと心配するのだが、当人は平然としている。

　困りきって虎嬌に目を遣ると、苦笑して、手招かれる。顔を近づけると、そっと耳打ちされた。

「子どもがなんでも自分でやりたがる時期ってあるだろ？」

　──蓮順は三歳児か。

　そう口にしたかったが、ぎりぎりのところで露露は我慢した。
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　翌日のことだった。

　当然のように虎嬌のものの上の寝台に寝床を構えた志龍は、当然のようにそのまま一晩過ごし、当然のように所属する尚の決まっていない内人見習いが着る白い筒つつ袖そでの上着と腰衣スカートを身につけ、当然のように宮女たちに混じって朝食を取り、当然のように懐かしがる宮女たちと再会の挨拶を交わしていた。

「やだ、蓮順？　蓮順じゃない！　どうしたの、久しぶりね！」

「体調を崩して、実家へ戻っていたのだ。またしばらくやっかいになるが、よろしく頼む」

「またしばらく、って可お笑かしなこというわね！　なぁに、しばらくしたら、また体調を崩すつもり？」

「そのつもりだ」

　頓とん珍ちん漢かんな志龍の答えに、いつの間に彼と仲良くなっていたのか、彼を囲んでいた宮女たちはころころと笑う。

　いっしょになって笑っておいてから、距離を取ってそれを眺めていた露露の許へ走り寄ってきた志龍に、

「なにあれ。尚儀の田でん亜あ蘭らんと包ほう暁ぎよう斐ひじゃない。いつの間に仲良くなってたの？」

　と訊けば、

「知らぬ。話しかけられたから応じただけだ」

　としらっと答える。

「……」

　後宮に入ってから聞かされたことだが、もともとは南陽王国の後宮でも、帝国のそれと同じように、秀女と宮女の区別なく後宮に住む女はみな王のものであった時代があったらしい。

　だが、美景山脈が国土を四分割しているとはいえ、王の声が隅すみ々ずみまで行き渡るほどのちいさな国で、王が大量の女を召し抱えてしまっては、男があぶれ、やがて人口が減少しかねない。

　よって、妻たる正妃が一名、王の女と呼ばれる秀女は、三妃こと貴妃、愛妃、麗妃が各一名ずつ、そして昭しよう儀ぎ、脩しゆう儀ぎ、昭しよう容よう、脩しゆう容よう、昭しよう媛えん、脩しゆう媛えんら六嬪の計九名と限るようになったのだそうだ。

　しかもその正妃を含む十名は、いずれも家柄がよいことが条件に課かされ、先祖を辿たどれば何代か前の王の兄弟が開いた家であったり、王の姉妹が嫁かした貴族であったりしなければ、三年に一度行われる選秀女に立候補することさえ許されない。

　たとえば、この志龍の母である蓮花正妃のように、宮女として入宮し、王に見み初そめられ、世継ぎを産んだ功績で王后正妃の位を得るものもなかにはいないわけではなかったが、それはまず稀まれなことなのだ。

　──選秀女って制度があって、ほんとうによかったかも……。

　高潔で短気な志龍の、思いがけないつきあいのよさに、一瞬言葉を失った露露は、しみじみとそう思う。

　──何百人もの女をはべらす蓮順なんか、見たくないもんね。蓮順はやっぱり、

「それはともかく、だ。盗難事件と豹隠党の関連性について調べる方法を、そなた、考えたか？」

　──……こうでなくっちゃ。

　脱力しそうになるのを気合でとどめ、露露はいい出しっぺに尋たずねずにはいられなかった。

「具体的にどうするか、まさか、まったく考えてないの？」

「ない！」

　即答だった。

「内宮では、物盗りがあった、という事後報告しかあがってこないゆえな。後宮を見て回れば、おのずから見えてくるものがあろうと踏んだのだ」

「……杜ず撰さんすぎない？」

「現場を見ずして計画を立てるほうが二度手間だろう。予……わたしはそんな使えない役人のような真似はせぬ」

　むっとしたように志龍はいうが、いまのままでもじゅうぶんに使えない役人そのものだ。

　実母の死とそれを巡るいくつかの思おも惑わくと対たい峙じし、結局清せい濁だく併あわせ吞のむことを選んだ気丈な姿ばかりを強く印象に残していたが、実際の彼はただのわがまま意がままの少年であった。

　──なんで忘れてたのかな……。

　がっくりと肩を落とし、志龍に請こわれるまま、露露の記憶にある限りの物盗りの被害にあった宮女の部屋を案内しているさいちゅうだった。

　宮女の中でもっとも上級職である姱か人じんの部屋ばかりが並ぶ一画で、露露は、雨花の姿を見つけた。

「……あれ？」

「どうした？」

　足を止めた露露に、志龍が問うてくる。露露は、雨花に気づかれないよう、小声で答えた。

「友だちがいるの。いま、仕事してるはずなのに」

「怠たい業ぎようしているのか？」

「にしてはようすが──あっ」

　するり、と雨花は障子戸を開け、姱人の部屋の中へ入り込んでしまった。

「……入ったな」

「……入ったね」

　姱人の部屋は、内人のそれと違って、個室になっている。ゆえに、部屋の主あるじに招かれでもしない限り、内人がその部屋に入ることはない。そもそも昼前のこの時間帯に仕事をしていないのは露露と志龍ぐらいだ。ましてや過酷な尚食に属する雨花が、こんなところで姱人の部屋に忍び込んでいていいはずがない。

「──やつが物盗りの犯人か！」

　志龍が幼い正義感に声を荒らげる。だが、露露はとっさにその口を塞ぎ、後ろの壁に肉づきの薄い少年の体を押しつけた。

「ちょ、ちょっと待って、蓮順！」

　放せ、とくぐもった声で怒鳴り、手足をばたつかせる志龍を必死で押しとどめながら、露露は姱人の部屋の閉じられた障子戸に視線を送り続ける。

　──雨花が犯人？　そんなばかなこと、あるはずがない。だって、昨日、あたしが犯人扱いされてることを心配してくれてたし……！

　志龍の抵抗を抑え込みながら待ち続けた戸の開閉があり、遠目でもはっきりとわかるほど顔色を悪くした雨花が、周囲に怯おびえたような視線をむけて、こそこそと部屋を出てきた──出た瞬間だった。

「放せといっているっ！」

　一瞬の隙すきをついて、露露の手を払いのけた志龍が大声でそういったのは。

　──やばっ！

　雨花が、顔をこわばらせてこちらを見た。目が合った。

「……っ!!」

「逃げるな、待て！」

「雨花!!」

　くるりと身を翻ひるがえして雨花が逃げ出す。それを追うように志龍が走り出し、露露も慌ててそれに続く。

　区画と区画が回かい廊ろうで繫がれた迷路のような後宮を、三人は駆け抜ける。もともと病弱で体力のない志龍をすぐに抜き去り、野山を駆け巡って鍛えた基礎体力にものをいわせて露露が雨花の肩を摑んだとき、悲鳴があがった。

「いやあっ!!　違う！　違うの、あたしが盗んだんじゃない!!」

　露露の手を払いのけようとめちゃくちゃに暴れるうちに足をもつれさせ、雨花は体を投げ出すように石いし畳だたみの床に座り込んだ。そのまま床に突っ伏し、「違う、違う」と泣きながら訴える。

　ぜーぜーと肩で息をしながらようやく追いついた志龍がなにか言葉を発するのを寸前で制し、露露は雨花に寄り添う。

「知ってる、わかってる。雨花が犯人だなんていってない。落ちついて、ねえ。落ちついて、話を聞かせて？　あたしはあんたが犯人じゃないって思ってるけど、なんで姱人の部屋に入ったのか、あそこでなにをしてたのか、教えてくれなきゃ庇かばえないでしょ？」

　ゆっくりと声をかけ、腕をその背に回す。制服の袖から香り立つ匂いが、彼女の鼻先に届くように。いつ寒月の呼び出しを受けてもだいじょうぶなように、袖先に染み込ませた蜜柑みかんの花の精油に薫衣草を加えたその香りは、緊張や不安を緩和する効果があるのだ。

　やがて、ようようのことで気を落ちつかせた雨花は、自分がなぜ姱人の部屋に入り、そこでなにをしたのかを、露露と志龍に教えてくれた。




「朝、目が覚めたときに、宋そう姱人のかんざしを握りしめていた？」




　尚食の制服の上着を脱ぎながら、びっくりしたように琥珀色の目をおおきくする虎嬌に、露露はうなずいた。

「同室の子の誰かが持たせた可能性もあるけど、安丹丹が被害にあったばかりで、しかも盗難騒ぎが続いてるときに、誰がやった、なんて訊けないじゃない？　もし訊いて、犯人が知らないって噓をつけば、疑惑は雨花に集中するだけだし」

「それに、李雨花がほんとうに犯人であれば、いままでどおり市に横流しをしているはずだ。ひとに見つかる危険を冒おかしてまで、盗品を戻しに行っていた以上、犯人だとは思えぬ」

　短気で傲ごう慢まんなところのある志龍だが、根は善良だ。涙ながらに訳を話す雨花を見て、彼女のいいぶんを全面的に信頼することにしたらしい。

　王子がそう決めたことを、わざわざ覆くつがえす理由もない。虎嬌は、志龍にむけて、

「露露やあなたの目があるとわかったうえでの行動ではないわけですしね」

　と一応の同意を示してみせたが、ふたたび露露を振り返り、

「……ほんとうに、かんざしを返したあとだった？」

　と念を押してくる。

　露露は「うーん」と昼間の雨花のようすを思い出し、答えた。

「じゃないかな、と思う。手になにも持っていなかったし、宋姱人のかんざしって、ほら、あの花がごってりついた趣味の悪いやつだったんだって。懐ふところに隠し持つのは難しいよ」

「……見たわけじゃあ、ないんだよね？」

「隠してるかを？　それとも、かんざし自体を？」

「両方」

　いわれてはじめて気づく。そのどちらもまったく確認をしなかったことを。志龍も「あ」となっていた。

　現場を見て、逃げられて、追いかけて、訳を聴いて、で、それですべてがわかった気になっていた。

　──しまったな……、所しよ詮せんは素人しろうとの浅知恵だ……。

　露露たちの手抜かりを指摘し苦笑していた虎嬌に、それでも露露は、もう一回、それらのことを確認する機会があることを告げた。

「明日、香班の控えの間に来てもらうことにしてるの。そのときに確認するわ」

　雨花の言葉を信じるなら、ここ数週間、体調があまりよくないらしい。うまく眠れていないのか、毎日睡眠不足のように頭痛がひどく、体から疲れが取れないのだという。

　そのとどめに今回の件があり、雨花としても、どうにかして欲しいという気持ちはあったようだ。頭痛を和らげ、うちに籠りそうになる気持ちを向上させる効果のある香を作ろうか、と提案したら、ふたつ返事で飛びついてきたのだ。

　だが、

「自じ白はくを強要するような香りを嗅かがせるのかい？」

　虎嬌がからかうようにそういったとき、またしても、なぜそれを思いつかなかったのか、と露露は本気で苦く悩のうした。




　翌日、やはり体調がすぐれないことを理由に尚食の仕事を早退してきた雨花に、露露は摘み取ったばかりの薄はつ荷かの葉を一枚差し出した。

　頭痛に効くのは薄荷だ。しかも、同時に神経を高揚させる効果が望めるため、いまの雨花にはちょうどいい。

「指でこうやったら、」

　親指とひと差し指で葉をつまみ、磨すり潰つぶすようにこすり合わせてみせる。

「すぐに、すっきりとしたいい匂いがするようになるから、それをゆっくり嗅ぐの」

　露露がしてみせたとおりに雨花が指を動かしはじめたので、そのあいだに露露は、所属する尚功香班の上司である戴たい姱人に事前に教わっていた、薄荷を使った香を作るべく準備をはじめる。

　──薄荷と丹たん参じんは、葉を、そのままちいさく刻んで……、

　雨花が立てる薄荷のさわやかな香りが、露露の鼻び孔こうをくすぐりはじめる。きっと雨花の頭痛も気き鬱うつも、この香りに癒いやされることだろう。そう思った矢先、

「──匂いがしない」

　雨花が困惑したようにそういった。

　露露は手を止めてそちらを見遣る。

　雨花は顔をしかめて、何度も何度も指先を匂っている。

「噓でしょ？」

　彼女の許に歩み寄り手を取ると、自身の鼻に近づける前に、背筋が伸びるような軽やかな匂いがちゃんと届く。

「するよ、薄荷の匂い。もう一回匂ってみて」

　いわれるがまま、雨花はふたたび指先を匂うが、結果は同じようだった。

「ちょ、ちょっと待ってて」

　香蔵に駆け込み、薄荷の丁チン幾キ剤ざいの瓶びんを手にすると、そのまま控えの間に急いで戻る。まっさらな手拭いを一枚王おう才さい人じんよりもらい受けると、丁幾剤を数滴その上に落とす。それだけで部屋自体が薄荷の匂いで満たされたほどなのに、肝かん心じんの雨花といえば、

「……」

　匂いがわからないと首を振る。

「……なぁんでぇ……？」

　意地になって手拭いの丁幾剤の面積を増やし、もう一度、とばかりに雨花に差し出せば、

「そこまでにしておくか、新入り」

　戴姱人が代わりに手拭いを受け取ってしまった。

「姐姐！」

「薄荷の匂いがわからんといっているんだ、薄荷にこだわる理由はないぜえ？」

「でも……！」

「薄荷は、適量を超えると呼吸困難の原因になりかねないくらい強い。いい匂いなのは認めるが、強要するほどじゃない」

　いいながら、姱人は、ちいさな包みを雨花に渡し、

「気分を落ちつかせる香さね。薄荷は入っていない。頭痛は精神的なものか肉体的なものかでまた対応が違ってくるからね。これから部屋に戻ってこの香を薫たいてゆっくり寝て、起きてもまだ頭痛がするようなら、ここに来るより先に医局に行きな。いいね？」

　と、帰してしまった。宋姱人の悪趣味なかんざしのことをまだ訊いてもいなかったのに。

　戴姱人はくるりと露露を振り返り、眼鏡の奥で苦笑する。

「新入り。友だち想いもいいがね、ワタシたちは医者じゃないんだぜ？」

「……すみません……」

　露露には、香職人をしていた父親から譲り受けた香の知識がある。香や匂いのことなら、それで補おぎなえたはずなのに。

　五ヶ月後宮にいて、まだ友だちと呼べる存在は虎嬌と雨花ぐらいだ（志龍というか蓮順は恐れ多くて友だちとは呼びがたいが）。だから、数少ない友のために、自分の手でなんとかしたかったのに。気持ちが先走りすぎて、考えを変えることができなかった。

　自身のなかにあった知識に寄りかかった傲ごう慢まんさと未熟さに、露露は自分自身を情けなく感じた。だが、落ち込みそうな心を救ってくれたのもまた、上司である戴姱人であった。

「落ち込むことはない、ない。いまのは、新入りが、嗅覚に個人差があることを知らなかっただけの話さね」

「へ？」

「どういうことだ？」

　これには、ずっと黙って王才人の手伝いをしていた志龍も興味を引かれたようだ。王の寝所に置くための香を練りながら、体を露露たちのほうへむけて座り直している。

　戴姱人は、志龍へ尋ねた。

「ちんまいの、色覚障害ってわかるかい？」

「色の区別ができぬもののことか？　武官のなかにそういったものが二、三人いると聞いたことはある」

　願ったとおりの答えだったのだろう。満足そうにうんとうなずいておいて、姱人は続けた。

「ああ、そうだね、色覚障害は女より男に多いらしいから、武官にゃいるだろうさ。さて、その色覚障害に比べると、特別不自由はないせいか、意外に知られてないのが、嗅覚障害、とでもいえばいいのか、匂いがわからないもののことさ」

「匂いが、わからない……？　さっきの、雨花みたいに？」

「そうさね。さっきのお嬢ちゃんは薄荷の匂いだったが、異性の臭いがわからないこともあれば、未熟な杏仁の臭いがさっぱりわからないものもいる」

　──未熟な、杏あん仁にんの臭い……。

　その言葉を聞いて、少し、気分が落ち込む。三ヶ月前、その杏仁から取れる毒を飲んで死んだ宮女がいたからだ。見れば、志龍も複雑そうな表情を浮かべている。

　ふたりの表情から失言だったと察したのだろう。戴姱人は王才人と顔を見あわせると、少し寂しげに笑って──彼女もまた、親友を失ったひとりなのだ──、話題を変えた。

「……人間の嗅覚というのはおもしろいぜ。同じ匂いを嗅がせても、ひとによってはそれをいい匂いというし、気分が悪い臭いだともいうやつもいる。つまりな、色にくらべて匂いは、主観がものをいう世界なのさね」

　いい喩たとえがある、といって彼女はおもむろに控えの間を出て行った。しばらくして戻ってきたときには、手になにやら布ふ巾きんを載のせた平たいザルを持っていた。布巾は少し膨ふくらんでいて、そこからかすかに甘い匂いが届くのがわかる。志龍とふたり、なにをするのだろうかと固唾かたずを吞んでそのザルを見つめていたら、

「はい、これで周りが見えないように、目隠しして」

　と手拭いをそれぞれ手渡された。

「？」

「どういうことだ？」

　新入りふたりが並んで首を傾げても、上司と、上司の意図を悟った王才人は楽しそうに笑っているばかりだ。仕方ないので、露露は志龍と視線を交わし、うなずき合ってから、その手拭いで目を隠した。

「たとえば、だ。いまから鼻先にちょっとしたものをかざすから、それはなにか、考えてご覧。わかったら、答えを訊くまで口をつぐんでな。まずは、新人」

「はい」

　ふわり、と鼻先に、冷たさを含んだ花のような甘い匂いがわだかまる。ひそやかに空腹を刺激するそれは知っている香りだ。食べられるもので、果物。ずいぶん旬しゆんからはずれているようだが。

　──茘枝ライチだ。おいしそう。

「わかったかい？」

「はい」

「んじゃ、そのまま黙ってな。次、ちんまいの」

　声とともに茘枝の匂いが遠ざかる。くんくんと志龍が鼻を鳴らす音が聞こえたから、彼もまた茘枝の香りに頰を緩めていることだろうと、その顔を想像して微笑む。だから、

「ほい、いいぞ、目隠しを取りな」

　そういわれて手拭いを取ったときに見た志龍の表情に、やや拍ひよう子し抜ぬけした。

　──あれ？

　志龍は、露露が期待したように微笑んではいなかったのだ。それよりも、嫌悪するように顔をしかめて、ザルごと手にして布巾の中を覗のぞいている王才人を見あげている。

　王才人は、ザルの中身の匂いを嗅ぎ直し、戴姱人の意図を再確認したとばかりに、ちいさく笑った。

　それを合図とするように、戴姱人がいった。

「ふたりとも、なんの匂いかわかったね？　いっせいに答えてご覧」

「茘枝」

「生なま牡が蠣き」

　──あれ？

　茘枝と答えるとばかり思っていた志龍の口から、まったく違う単語が出た。

　──いま、蓮順、なんていった……？

　驚いて志龍のほうを見遣れば、志龍も志龍で困惑したように露露を見返している。
















「……」

「……」

「……」

「……」

「生牡蠣ーっ!?」

　露露の悲鳴が、一瞬の静せい寂じやくを突き破る。

「生牡蠣！　生牡蠣ってなによ、蓮順!?」

「そ、そなたこそ、茘枝だと？　鼻がよすぎておかしくなったか、露露!?」

「お、おかしくなんか！　蓮順こそ、なんで!?　なんで、こんなに甘くておいしそうな匂いを生牡蠣だって思えるの!?」

「甘い匂いだと？　どこが！　土に柑橘の匂いを混ぜたような変な臭いではないか!?」

「なんですと!?」

　ひとしきり互いの回答の奇ッ怪さを罵ののしりあっていたが、王才人の言葉に、それもぴたりと止まる。才人は、しみじみといった。

「……それぞれの食生活が反映した答えのようですね、怡い静せい」

「だねえ」

　からかっているのかと上司ふたりをにらみつけるが、ふたりはおどけたようすもなく、ただ事実を口にしたとばかりに淡々としている。

　露露と志龍は、異口同音に尋ねた。

「……どういうこと？」

「……どういうことだ？」

「正解は茘枝で、新入りがあってたんだが、さっきもいったぜ？　嗅覚は主観がものをいう世界だ、って」

「つまり、茘枝は、甘い花のような匂いと生牡蠣の磯臭くさい臭においを含んでいるんです。露露は、生牡蠣よりも茘枝をよく食べるでしょう？」

　こくこくとうなずく。

　そもそも山育ちの露露は、生牡蠣なんて食べたことがない。名まえを耳にしたことがある程度のものだ。海で採れる以上、きっと磯臭いだろうとしか思っていなかったのだ。

　王才人は、今度は志龍に問うた。

「蓮順は、その逆。茘枝よりも、生牡蠣を召しあがる機会のほうが多かったんじゃないですか？」

　志龍も、露露に倣ならってこくこくとうなずく。眉み間けんにしわを寄せることを忘れないで。

「生牡蠣は体によいゆえな。だが、わたしは好んでは口にせぬ。あの臭いが好かんのだ」

「嫌いだから、より鼻についたみたいだねえ。ま、こんな感じで、同じものを嗅いでも、甘い匂いを強く感じるものがいれば、磯臭い臭いを感じるものがいる、ってことはわかったろ？　だから、新入りは、さっきの件で落ち込まないことだ。いいね？」
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　戴たい姱か人じんが作った香も手伝ってか、丸一日こんこんと眠り続けた雨う花かの体調はすぐによくなったようだ。

　憑つきものが落ちたかのように頭痛がなくなり、おかげで気分も軽くなり、以前と変わらず尚しよう食しよく内ない人じんとして、日々忙しくしているらしい。薄はつ荷かの匂いがわからないことを、ただ虎こ嬌きように知らせていたが、ほかに嗅ぎ取れないにおいは特別なさそうで、虎嬌が見ているぶんには仕事に不自由はしていないようだった。

　けれど、

「だからって、あのかんざしの件が解決したわけじゃないんだよね」

　雨う花かが目覚めたときに握っていたという、宋そう姱人の悪趣味なかんざし。

　無意識のあいだに雨花自身が盗んできてしまったのか。同室の少女たち、あるいは雨花を嫌う派は閥ばつの少女たちによるいやがらせか。それとも、雨花が噓うそをついたのか。

　後宮での盗難と、その盗品が市で売られていることの関連性を調べると意気揚々と乗り込んできた志し龍りゆうの素人しろうと調査の結果もはかばかしくなく、虎嬌が仕事で帰りが遅く、ふたりで部屋にいるときは、自然とため息が多くなっていた。

「もし、李雨花が噓をついていたとしたら、依然物もの盗とりは続いているのだ。懲こりずにアレが行っているのか、犯人が複数いる、ということになる」

「いやがらせだとしたら、あれ一回で終わってるのが変よね？　しかも、こっちも、現在進行中の物盗りの犯人に結びつかない」

「不調時の無意識下のことであれば、香が効いてアレが落ちついているいまも続いている理由にならない。やはり、ほかに犯人がいる、しかも複数、ということなのか？」

「雨花は噓をつくような子じゃないと思う。だから、犯人多数説、かなぁ？　何人かで共きよう謀ぼうすれば、市に横流しすることだって可能でしょ？」

「……ならば、市に横流しがはじまった頃を特定して、その前後から外出・外泊届を出した宮きゆう女じよ、あるいは後宮に出入りした業者を調べるか。頻ひん繁ぱんに外出を繰り返すもの、出入りする業者がいれば、それが犯人の可能性がある」

「でも、宮女と役人が手を結んでいたら？　内宮で盗品を手渡して、それを役人が外に捌さばきに行くことだってできるよ？」

「露露は知らないだろうが、内宮・前宮に出入りするものは、必ず行き帰りに手荷物を検あらためられるのだ。──うん、検分するものと結けつ託たくしている可能性もあるな。その筋でも調べさせておこう」

　ため息混じりの話のなかではあったが、次になにをすべきかが見えた途端、志龍の表情が輝き、瞳の色が茶から緑へと変わる。いそいそと敷物の上に紙を広げ、いまいったことを順に書きつけていく。

「……調べさせておこう、って……、誰に？」

「以前、申したであろう？　予よは、案外使える家か人じんを持つのだと」

「……まさか……」

　その言葉に、思い当たることがあり、露ろ露ろは声を失った。

　それは、やはり三ヶ月前になる。とある宮女の情報が知りたくて、どうしても内宮にある内ない侍じ省しようの部屋に入りたかったときのこと。使える家人を持つのだといった志龍は、よりによって虎嬌の兄である虎こ振しんに鍵を工く面めんさせたのだ。

　虎振は、志龍の臣しんである。主あるじがどう使おうが勝手だ。勝手だが、

「かまわぬ、気にするな。予が邸宅も構えられぬ身ゆえな、アレは暇ひまなのだ。それに、この物盗りは、虎嬌の友たるそなたにかけられた嫌けん疑ぎを晴らすためのもの。虎嬌がらみのことであれば、やつは嬉き々きとして働こう」

　鍵を工面してもらってからも何度か、志龍からの差し入れを届けにきた虎振と会い話をしたことがあるが、彼は武人らしい実にまっすぐな気質の青年だった。志龍や虎嬌が頼めばけして否いなとはいわないだろうが、問題は、虎嬌の友たる露露にかけられた嫌疑を晴らすためのもの、になっている点だ。

　露露は頭が痛くなってくる。

　──また、あたしのために、無む駄だに迷惑をかけてしまう……。

　雨花が犯人ではない。犯人は複数いる可能性がある。共謀者は後宮に出入りする業者か、内宮で働くものか。

　いま、露露と志龍がわかっているのは、それだけだ。

　だが、それだけのことでさえ、調べようと思って調べたからわかったのであり、最初から露露を犯人だと決めつけているものには、わかるはずもないことだ。

　──そもそも、なんであたしが犯人扱いされるのか、そこからして訳がわからなかったんだけど……。

「……正せい妃ひが余計なことをしてくれたゆえな、急がせたほうがよいだろう」

　志龍のあきれたような声と視線を追って、露露は壁際にある自身の物入れを見る。苦笑せざるを得なかった。

　その中には、今け朝さがた届いたばかりの短衣と腰衣スカートが入っている。以前手て拭ぬぐいと肌はだ着ぎを買い求めて市に出たときに、寒月が露露のために仕立ててくれたものだ。

「後宮内部のようすがわからぬ外のもののこと、仕上がってすぐに納品に来たのだろうが……」

「……ものすごい間の悪さだよね」

　露露が田舎いなか出身の借しやつ金きん奴ど隷れいだったことは後宮ではすでに周知の事実だ。そのために、毎月支払われる給与をほとんど仕送りしていて高価な衣服を買う金の持ちあわせがないこともたいへんよく知られている。

　それなのに届いた衣服。盗品を転売して得た金で買ったと思われるに決まっている。

　志龍は書き散らかした紙を集め、腰こしをあげた。

「虎振たちにこのことを調べるよう命じてくる。ゆえに予は今晩は帰らぬ。明日の昼に尚しよう功こうで会おう」

「うん、わかった」

　内宮に戻る志龍の見送りに露露も立ちあがり、ふたり連れ立って障しよう子じ戸どへむかったその瞬間、

「──柳りゆう露露！　この田舎ものの盗人ぬすつとめ!!」

　甲かん高だかい金かな切きり声があがって、乱暴に戸が開かれた。

「……な、なんですと……？」

　びっくりして思わず足を止めると、宵よい闇やみの中にもかかわらず、赤や黄や緑といった鮮やかな色があふれていた。

　その鮮明な色合いに一瞬、大輪の花が咲き誇っているように錯覚したが、

「安あん丹たん丹たん……、朱しゆ美び賀が、みんな……」

　実際は怒りに肩を震わせている盗難の被害者たちであった。間の悪い贈り物に気づいて、結けつ託たくして押しかけてきたようだ。

　彼女らは露露たちを部屋から出さないように入り口の前を取り囲み、すごい形ぎよう相そうでにらみつけてくる。しかも、あとは寝るだけのはずなのに、みないちようにきっちり化粧をしているものだから、そのおしろいの匂いが上昇した体温によって周囲に広がり、露露の鼻び孔こうを侵食していく。

　多少の息苦しさを感じながらも、露露は問いただす。

「ちょっと待ってよ！　盗人ってどういうこと？　いったい、なにを根拠にあたしだって……」

「あんな──高そうなもの買っておいて、まだしらばっくれる気!?」

　問いただそうとしたが、無駄だった。

「給金を全部仕送りしてるあんただもの、余計なものを買うお金なんてないはずよ！」

「そうよ！　手拭いですら使い古しのさらしから作ってるくらいのド貧乏のくせにっ！」

「いい加減白状したら!?　どうせ、いままでのも、全部あんたが盗んだんでしょう！」

　怒ど髪はつ天てんをつく、といったようすの娘たちには、露露が正直に罪を認めないのがそうとう腹立たしいようだ。収拾がつかないくらい、「盗人め」「泥棒！」などと口々に罵ののしり出す。

　しかし、それを黙って聞いていられるほど、露露は寛かん容ようではない。

「──やかましいっ!!」

「……!?」

　腹の底から大だい音おん声じようを張りあげると、普段から怒鳴られることに慣れていない宮女たちは、一瞬でぴたりと黙だまり込む。

　そこへ露露は畳たたみかけた。

「適当なこと、いわないでくれる？　なんであたしが盗みなんかしなきゃいけないのよ。いくら貧乏でも、自分のものと他人のものの見分けくらいはつくし、こんな遅い時間に大勢でひとの部屋に押しかけるのが非常識だってことも知ってるわ！」

　非常識、という言葉に力を込めると、何人かの少女が我に返ったかのように、顔をうつむける。

「それにあの短衣と腰衣はあたしが買ったんじゃないわ。かん──恋人からの贈り物！」

　恋人、という言葉に、娘たちの顔色が変わる。田舎もので貧乏人の露露に、高価な贈りものをするような恋人がいることに、衝撃を受けたらしい。聞き取りにくいほどの小声で、噓、だの、なんでこの子に、だの、ずいぶん失礼なことをつぶやいてくれている。

　そこへかたわらの志龍が、

「そうだとも！　盗んだものを転売して得た金で高価なものを購入すれば、みずから犯人であると周囲にいい触らしているようなもの。いくら露露が落ちつきのない粗そ忽こつものとはいえ、そのように軽率な行動などせぬわ！」

　と口を挟んだものだから、

「じゃあ、あなたなの、蓮順！」

　娘たちの怒りの矛ほこ先さきはそちらへむけられることとなった。

「な、なに!?」

　娘たちがおのれの浅せん慮りよを反省ししおらしくなるとでも思っていたのだろうか。逆に食ってかかられとまどう彼を標的に定め、少女たちはその舌ぜつ鋒ぽうをふたたび振るいはじめる。

「まえからおかしいと思ってたのよ！　あなたって、宮女のくせに、体が弱いからって後宮入りを九日も遅らせたそうね！　なにさまのつもり!?」

「そうよ、それにまたここ二、三ヶ月近くも、体調不良だかなんだかで実家に帰っていたわよね？　ちょうどものが盗まれはじめた頃と一致するんじゃない!?」

「しかも、まだ所属先を決めてないんでしょ!?　いつでも後宮から逃げ出せるよう、痕こん跡せきを残さないようにしてる、ってわけ？」

「な、なんだと……？」

　同室の露露と虎嬌を除いて、蓮順の正体が日ひ嗣つぎの王子・蘇そ志し龍りゆうだと知っているのは、尚功香こう班はんの戴姱人怡い静せいぐらいのものだ。ゆえに、九日も遅れて後宮入りをした挙あげ句くその一ヶ月後には体調を崩したと後宮から去ったくせに、また三ヵ月後には後宮宮女見習いとして復帰している蓮順こと志龍に嚙かみつく宮女たちの疑念は、わからないでもない。わからないでもないが、

　──ああ、宋そう招しよう弟てい！　あんた次の後宮では六ろつ嬪ぴん入りしたいっていってなかった？　田でん亜あ蘭らんも包ほう暁ぎよう斐ひも！

　と輝かしい未来を自発的に叩たたき潰つぶすがごとく、聞いている露露ですら背筋が寒くなるような暴言を志龍に浴びせていた彼女たちがよく回る口を閉じたのは、その声が聞こえた瞬間だった。




「……なんの騒ぎかな、これは」




　きゃあ、と黄色い悲鳴がいくつもあがる。その歓声に軽やかに応じながら、色鮮やかなひと垣がきを縫ぬって、

「虎嬌！」

　が、ようよう尚食の仕事を終えて戻ってきたところだった。

「お帰り、虎嬌！」

「遅かったではないか、なにをのんびりしておったのだ！」

　露露と志龍は慌ててその腕を摑つかみ強引に部屋に引き込むと、見事な連携動作で障子戸を閉める。途端にあがる少女たちの抗議の声を少しでも遠ざけようと部屋の奥まで引きずって行き、ねぎらいの言葉もそこそこに部屋の前のひとだかりについて説明をすると、

「話はわかった。それじゃ、さっさとお引き取りを願おうか」

「え？」

　あまりにもあっさりと虎嬌はそういう。

　どうするつもりか、と見送るふたりに背をむけて、優雅に障子戸を開け部屋から出、少女たちを伴っていずこかへ移動していく。

　なんとなくそのあとを追えず、志龍とふたり、固かた唾ずを吞のんで障子戸を見つめ続けていたら、

「──きゃああああっっ!!」

　想像を絶するほどの黄色い悲鳴がいくつも放たれ、すぐにばたばたとその場から駆け去る足音が届く。やがて、

「終わったよ」

　と、なにごともなかったかのように、さわやかな笑顔を浮かべて虎嬌がふたたび部屋に戻ってきた。

　露露は、好奇心に駆られて尋たずねた。

「なにをいったの、虎嬌？」

「秘密」

　と、虎嬌は楽しげに軽く指先でその唇くちびるに触れる。

「？？？」

　訳のわからない露露のそばで、潔癖な志龍が心底いやそうな顔をしていた。





２






　その夜のことだった。

　闇やみに紛れて志龍を内宮に送り届けた露露は、部屋に戻ると、虎嬌とともに薬草が人体に与える効能の勉強をした。やがてゆっくりと訪れた眠気に誘われて寝台にもぐり込み、転がり落ちるように眠りについた。

　夢の中で、六、七歳頃の寒月が、いつものように笛ふえを取り出し、まろやかな白い頰ほおをした上品そうな顔をにっこりとさせる。

（今日は、なにを吹こうか？　なんでも吹いてあげるよ？）

（ほんと？　じゃあね、えっとね……）

　幼い露露は、このふたつ年上の少年と日がな一日おしゃべりして過ごすのが好きだった。手を繫いで、あちこち散策するのが好きだった。けれど、笛を奏でる少年の、どこか神こう々ごうしいその姿を息をひそめて見つめることが、たぶん、いちばん好きだった。だから、

（『花祭りの朝』がいい！）

　少し寂さびしげな曲調だけれど、少年の姿を少しでも長く眺ながめていられる曲を選び、彼に伝えた。

　寒月は心得たとばかりにうなずき、笛を奏ではじめた──はじめたのだが、

（……あれ？）

　彼が吹くそれは『花祭りの朝』ではなく、『夜の声を聞け』という別のものだった。曲調はやはり『花祭りの朝』と同じく寂しげなものであったが、元は芝しば居いからきているだけはあって、より聴かせる作りになっている。

　だが、露露は『花祭りの朝』が聴きたいのだ。『花祭りの朝』を奏でる寒月の姿を見ていたいのだ。

（寒月？　ねえ、寒月。お歌が違うよ？）

　いつもなら演奏中に邪じや魔まなどしない。しかし、寒月が曲を間違えている以上、訂正しなければならない。なんども声をかけ、果ては笛を構えた肘ひじにまで手をかけて、曲を止める。

（どうしたの、露露）

　無理に遮さえぎられても気分を害したようすもなく、寒月は穏やかに問いかけてくる。

（あのね、寒月。あのね、お歌が……）

　違う、と口に出す前に露露は気がついた。寒月は笛を吹くのをやめている。けれど、笛の音ねはまだ続いていることに。

　──誰が、吹いてるの……？

　よどみなく流れるやわらかな笛の音は、確かにいままで寒月が奏でていた『夜の声を聞け』だった。そしてその聴き馴な染じんだ調べの根底には、露露を恋う響きが流れている。

　──知ってる、この響き……。

　そう感じたとき、水底から水面へむけて一気に浮上するような感覚があり、露露は不意に目を覚ました。

　明かり取りの小窓から、わずかに月明かりが注ぎ込むばかりの真っ暗な世界。その闇を通り抜けて聴こえる、『夜の声を聞け』。

　──寒月……？

　それが、寒月が自分を呼び出す合図だったと思い出したとき、露露は寝台を飛び出した。







「おれのこと、嫌いになったのか？」

「なんですと？」

　夜着の上に尚功の黄色の上着だけを羽織って寒月が待つ場所へと駆けつけたとき、開口一番彼にそういわれ、さすがの露露も、自身の耳を疑った。鼻ほど、他の器官を信用できないのだ。

　内宮と後宮を繫ぐ回かい廊ろうのひとつ。その欄らん干かんに腰をかけて露露を呼んでいた寒月が、露露の口くち癖ぐせを苦笑して受け止める。

「きみは、ここ最近、ずっとおれを避さけているだろう？」

　その直ちよく截せつなものいいに、露露も、

「それは……、」

　といったきり、言葉が続かない。身に覚えが、痛いほどあるからだ。

（きみはいま初恋のさなかにいる）

　虎嬌にそういわれてから、露露はあれこれ理由をつけて、蓮れん花か正せい妃ひに扮ふんした寒月の呼び出しを断り続けていた。無論、物盗りの犯人だと噂うわさされているさいちゅうにへたに波風を立てたくなかったというのもあるが、

　──意識してしまうんだもの、仕方ないじゃないっ！

　が、本音であった。

　露露だって、逢あえるならいつだって逢いたい。可能ならまた手を繫いで市を歩きたい。寒月の見立ててくれた服を着て、あの血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしをつけて、逢あい引びきとやらをしてみたい。

　それを想像するだけで、のぼせたように顔がほてり、心臓がどきどきするのだ。息苦しくなり、頭がどうにかなりそうなほどくらくらする。

　だが、その一方で、




（愛と恋とは違う）




　蓮れん花か正せい妃ひの遺したその言葉が、まるで呪じゆ詛そのように露露を足止めする。

　愛する国王がいて、愛するわが子がいて。理解者がいて、親友と呼べる友もいて。望んだものはなに不自由なく手に入る環境にあって。それでもみずから手放した、唯一取り戻せなかった若き日の恋情に身を焦こがし、命を絶ったそのひとの言葉。

　──愛と、恋とは違う……。

　露露が恋をしているのは寒月だ。愛しているのも寒月だ。だから、蓮花正妃の最さい期ごに倣ならうことはないだろうけど、それでも、恋が身を滅ぼすほどのものだとしたら、露露は恐くて彼の腕うでに飛び込めない。

　──どういえば、寒月はわかってくれるだろう……。

　この複雑な想おもいを。恋するがゆえの恐怖を。

　その言葉を探して視線をさ迷わせていると、寒月がため息をついた。

「……やっぱり、心変わり、したのか？」

「──へ？」

　幾度となく呼び出しに応じなかったのだ。心変わりを疑われるのは、不本意だが、やむを得ないことだと思う。だが、

「やっぱりってなによ、やっぱりって！」

　そのいいようは、わかってはいても、腹が立つ。それではまるで露露が、ほかの誰かを好きになるのは想定済みだった、といわんばかりではないか。




（そのままどうかおれだけを見ていてくれないか？）




　──そういって約束させたのは寒月のほうなのにっ！

　むっとして彼を見返せば、寒月はその胸元から、笛をしまう代わりにちいさな包みを取り出した。表情は冴さえないままだ。

「そう遅くないうちにこうなることは、わかっていたんだ」

　露露に見えるようにその包みを開け、隠しきれない胸中の痛みを滲にじませた声でいう。

「これが、市場で売られていた。おれが、きみに贈ったものだろう？」

「……」

　包みの中にあったのは、一本の血赤の珊瑚のかんざし。

　露露は、驚きすぎて声が出ない。代わりに体が反応した。寒月からそれを奪い取ろうと手が伸びる。

　だが寒月は、普段は正妃になりすましていても、いま身に纏まとっている衣装のように武官としての教育も受けてきている。やすやすと露露にかんざしを取らせることはなかった。身を翻ひるがえし露露の手を避けると、ただ哀しげな目で、露露を見つめるばかりだ。

「……寒月……」

　露露は混乱していた。

「なんで？　なんでそのかんざしが市に？　隠してたのに……誰にも見つからないように隠してたのに！」

　確かに見れば見るほど寒月に逢いたいという気持ちが募るからと、最近は外に出して眺めるのをやめていた。

「あ、あた……あたしが、寒月から結婚の約束にもらったかんざしを売るなんてことするはずがないじゃない！　かんざしを転売するくらいなら、直接お金の無心に行くわよ、あたし、は……？」




（そなたが物盗りをするような人間ではないことぐらい、予は存じておる）




　突然志龍の言葉が蘇よみがり、露露はふと顔をあげた。露露を見おろしていた寒月の闇色の瞳と視線が重なった。

　露露は、尋ねた。

「……蓮……志龍殿下が、部屋に来たわ。後宮で物盗りが流は行やってて、その犯人があたしだってされてる、って。殿下はすぐ、あたしが物盗りをするような人間じゃないっていってくれたけど、あんたは、そう思ってくれなかったの？」

「──！」

　寒月の顔色が瞬時に変わる。まるで、いまはじめてその可能性に気がついたといわんばかりに。

　軽い失望を覚えて、露露は重ねて問いかけた。

「ねえ、寒月。そのかんざし、盗まれて市で売られていたとは思ってくれなかったの……？」

　寒月の返事はなかった。しかしそれは、露露の質問を暗あんに肯こう定ていしたようなものだ。




（おとなになったら、必ず迎えにくるから。そのときは、ぼくのお嫁よめさんになってくれる？）




　八年も前に交わした約束を信じてきた露露に対して、それはひどい侮ぶ辱じよくだ。

「なんてこと……」

　悔くやしさに、声が震える。

「だから、あたしが心変わりした、なんて……、そんなばかなこというんだ……」

「──ばかなことではないよ、露露」

　寒月が切り返す。

「いっただろう？　きみを五年も後宮に入れておくのが長い、って。きみが気づいた瞬間強敵になりそうな存在がふたりもいてたまらない、って！」

「──だから！　だから、あんただけを見てる、って約束したじゃない！　それなのに、なにがそんなに不安なの？　なんで寒月に信じてもらえないの？　寒月の恋敵なんて、いったいどこにいるっていうのよ!?」

「いるじゃないか、おれなんかよりも、ずっと近く……」

　露露の恋への恐怖を理解してくれないばかりか、いもしない恋敵に勝手に嫉妬して露露を信じてくれない寒月に対して苛いら立だちが膨ふくれあがったとき、

「──そこまでにしておきなよ、ふたりとも」

　まるでその苛立ちをどこかに逃がすように、少年めいた低い第三者の声が、その場に割って入った。

　露露と寒月が同時に弾かれたようにそちらを見み遣やれば、

「こんな夜よ更ふけに女の子を呼び出すなんて、いい度胸をしているじゃないか、色男」

　いつからそこに立っていたのか、虎嬌があきれたように肩をすくめてそういった。
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　少し肌寒く感じる夜風は、それでもまだまだ夏の気配を残していて、虎嬌のほうから匂い立つ甘あまくやわらかい香りとともに、露露へと届く。

「虎嬌！」

　いい争いになりそうなところを止められてほっとしたのと、ふたりきりで逢っている現場を見られて恥ずかしいのとで、露露はどういう顔をすればいいのかわからなかった。

　こちらへと歩み寄ってくる虎嬌から慌てて目をそらし、かといって寒月を見返すこともできず、落ちつきなくきょろきょろと視線をさ迷わせる。

　──あのときと逆じゃない！　って、あたしは、声まではかけなかったけど……。

　五ヶ月ほど前のことだった。

　志龍がはじめて、内ない人じん見習いの蓮順として露露たちの部屋にやってきた日の早朝。いま思えば、自分の体調不良の原因をつきとめた露露に興味を持った志龍が、女装して後宮入りするのを手伝わせようと、虎振が虎嬌に頼み込んでいる現場に、露露は立ち会ってしまったのだ。

　そのときはまだ虎嬌と虎振が、血が繫がらないとはいえ兄きよう妹だいという関係だとは知らなかった。だから、ひと目を憚はばかるように逢っていたことと虎振が虎嬌を抱きしめたことから、ふたりはてっきり逢引をしているのだと勘かん違ちがいし、しばらく虎嬌の顔をまともに見られず、ひとりでたいへん疲れていたのだ。

　結局、その現場を見ていたことを、いまだ虎嬌には白はく状じようしかねていたが、

　──しなくてよかったわ……。

　思いがけず当事者となってしまった露露は、しみじみとそう思う。たとえ打ち明けたとしても、きっと虎嬌のことだから、うろたえることも否定することもなく、淡々と事実を受け入れるだけだろう。

　けれど、万一彼女が心の片隅で、いまの露露のようないたたまれなさを感じてしまったとしたら、それはなんだかこちらまで申し訳なくなってきそうだ。

　とはいえ露露のその葛かつ藤とうは、虎嬌にはもちろん通じていない。彼女は寒月にむかいあうように露露の隣に立つと、珍しく尊そん大だいな口を利いた。

「そのようなナリをしている以上、我のことはようよう知っておるな？」

「御ぎよ意いにございます」

　寒月がすぐさま膝ひざをつき、指を組み、顔の前にそれを掲かかげる。略式ながら完璧な所しよ作さで行われた敬礼に、虎嬌は鷹おう揚ようにうなずく。

　彼女は尚しよう食しよく内ない人じん董とう虎こ嬌きようという名まえとは別に、南なん陽よう王おう国こく随一の武門である董家の現在の頭とう目もく・董琥こ珀はくのふたつ名をも持つのだ。そしてそのふたつ名は、武術を習っていた以上、蓮花正妃の身代わりを務めている寒月にすら、敬意を払わせられるものなのだ。

「董家頭目琥珀さまにはご健勝のこと、楊よう寒月、心よりお喜び申しあげます」

「礼を許す。立て」

　寒月は礼をいって立ちあがる。

　これで、頭目と門もん下か生せいとしての定まった挨あい拶さつが終わり、と同時に、露露の恋人、あるいは友人としての初対面が終わったということになる。

　よって、態度を先にあらためたのは、夜よ着ぎに尚食の緑の上着を羽織っただけの虎嬌のほうだった。彼女は木もく蓮れんにも似た凜りん然ぜんとした美び貌ぼうにからかうような表情を浮かべ、寒月に話しかけた。

「可か愛わいい恋人のことが心配なのはわかるけど、正妃さまになりすましているものとしては、もう少し、冷静であったほうがいいんじゃないかな？　寒月どの」

　寒月が、露露に視線を寄よ越こしてくる。虎嬌がどこまで話を知っているのか、確認しておきたかったのだろう。

　露露はうなずいた。

　それだけで寒月は、虎嬌が、寒月が蓮花正妃の身代わりを務めているいきさつから、それに伴って起こったいくつかの事件の全貌をすべて把握していることを理解したようだ。おまけに、さきほどふたりが、口論をしかけた事柄でさえも。

「……反論の余地もない」

　冷静になったところに第三者から指摘されて、寒月も気恥ずかしいのだろう。乏とぼしい月明かりの中、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　それなのに、そんな表情でもさまになるから、露露はなんとなく面白くない。

　頰を膨らませ、少々子どもじみた態度を取っていると、不意に虎嬌に頭を引き寄せられた。とん、とその肩に頭を預けるような形になる。しかし虎嬌は露露を見ていなかった。不ふ遜そんなまでの視線は、まっすぐ寒月へとむけられている。

「わたしは、露露の相部屋の人間として、ひとつだけきみの不安を取り除いてあげられる。安心するといい。彼女は残念ながら、齢よわい十五にして、きみしか見えていない。つまり、きみが不安がれば不安がるほど、かえって周囲に目をむけさせることになりかねないよ？」

　それではまるで、寒月のいう「露露が気づいた瞬間強敵になるふたりの存在」を虎嬌までもが知っているようではないか。

　おのれの知らないところで、おのれの心の傾く先を勝手に心配されるのは、そう楽しいものではない。

「──ちょっと！　なによ、虎嬌まで！」

　きいっ、と声を荒らげれば、虎嬌は面白がって露露を抱きしめてくる。それから逃れようと虎嬌の体を押し返していると、くすり、とちいさく苦笑する音が漏れた。見ると、寒月が、今日はじめての、優しい笑みを浮かべている。

　どきん、と鼓こ動どうが高く打つ。

　寒月はいった。

「おれは、あなたがたと違って、いつでも露露といっしょにいられるわけじゃない。だから、少しでも時間があれば露露に逢いたいと思ってしまうし、逢えないと不安になってしまう。……露露？」

「……なに？」

「露露を信じていないわけじゃない。きみは、子どもの口約束をずっと信じてくれていた。だから、四ヶ月前の約束をそう簡単に反ほ故ごにするような子じゃないってわかっている」

「わかってるなら、どうして？　どうして、心変わりを疑ったりしたの？　やっぱり、なんて、ほかのひとを好きになることを前提に話をしたりするの？　かんざしも、盗られたかもって思うのが最近じゃ自然なのに、売ったって思い込んだりしたの？」

「……」

　畳たたみかけるような露露の問いかけに、寒月はすっと口元を引きしめる。ひとつひとつ丁寧に答えるつもりだったのだろう。だが、

「──恋は盲目、とやら、かな？」

　彼が言葉を発する寸前に、虎嬌がからかうようにそういった。

「虎嬌ぉ！」

「露露、気持ちはわかるけど、そんなに一度に追い詰めるものじゃないよ。嫌われたくなかったら、ひとつぐらい、逃げ道を用意してあげないと」

「だってぇ……」

「だってじゃない。それに、今回の件は、なにも一方的に寒月どのが悪いわけじゃないだろう？　よく考えてご覧？　彼からもらったかんざしを、気味が悪いほど毎日眺めてはニヤニヤしてたのに、最近はずっとしまいこんでいたろう？」

「！」

　物入れの中に入れて、手拭いや肌着を取り出す際に目に入るようにしたり、寝る前に枕元にしのばせて、明かり取りから入る月明かりにかざしてみたりと、気恥ずかしいので虎嬌の前ではかんざしを見ないようにしていたのだが、さすがは同居人。気づいていない振りをしてくれていただけだったようだ。

「ほら、ちゃんと謝る」

　その虎嬌に促うながされ、露露はしおしおと寒月とむきあった。

　高ぶっていた気持ちがいったん落ちついてしまうと、ぶつけた言葉の荒さや感情のきつさが急激に思い返され、こうやって寒月の前に立つのがいたたまれない。すぐにでも逃げ出したくなる。どんな顔をして、どんな言葉で彼に謝ればいいのかわからなくて躊ちゆう躇ちよしていると、

「……ほんとうに、恋は盲目だな」

　寒月が、自じ嘲ちようするようにそういった。

　寒月を見ると、真しん摯しな表情で露露を見つめている。そして、笑ってごまかしたり、いい訳したりすることなく、飾らずに頭をさげた。

「疑ってごめん、露露」

「う……」

　思えば、日月湖を見おろすあの丘で過ごしていたときは、いつも素直に謝ることができていた。ただ寒月が好きで、寒月といっしょにいたくて、そのためだけにごめんねということができていたのに。

「露ぉ露！」

　虎嬌がせき立てる。

　露露は慌てていった。

「ううん、あたしのほうこそごめん！　後宮で物盗りが流は行やってるの知ってたのに、確認もしないでしまい込んでいたから……」

「──しまい込んでた？」

「ちょ、そんな傷ついた顔しないで！　盗られないように隠してたのよ、いちおう!!」

　実際は、かんざしを眺めるたびに逢えない寂しさが募っていくのが苦しくて、物入れの二重底にしまい込んでいたのだ、なんていうとつけあがりそうだから、内緒にしておく。

「……」

「……」

　謝って、お互いに心がすっきりした状態で見つめあっていると、どちらからともなく手が伸びて、一足飛びに距離が縮まる。寒月の華きや奢しやに見えてたくましい腕は露露の背なかに回され、露露の細い腕は、寒月の首の後ろに回して、ぎゅっ、と抱きしめあう。

「好きだよ、露露」

　耳元で甘く囁かれて、露露の胸はやっぱりドキドキする。頰がぽーっと熱くなったようだし、ちょっと息苦しくて、目もチカチカしてきて、頭がくらくらしてくる。なのに、それが、

　──いやじゃない。

　花はな梅うめの丘で笛を奏でる寒月の姿を眺めていたときと同じような気持ちになって、とても心地ここちよいのだ。

　だからいつまでも抱きしめあっていたかったけれど、

「……ふたりとも、いい加減にしてくれる？」

　虎嬌がいままでに聞いたことがないほど冷ややかな声でそういったから、ふたりは瞬時に飛び離れた。
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　虎嬌いわく「立派な逢引」現場から、寒月に見送られながら、露露と虎嬌は自室へと戻る。

　後宮の中でも内宮により近い場所に正妃の部屋はあるのだが、露露たち内人の部屋は、美び景けい山さん脈みやくの山肌に沿うようにして造られた後宮の端も端、つまり山腹あたりにぎゅうぎゅうに押し込められている。

　最初のうちこそ体がなまってしまわないようにと、ひと目を忍んで鍛たん錬れんを積んでいた虎嬌が、

「内宮から部屋までを毎日昇り降りしていたら、じゅうぶん訓練になるよ」

　と鍛錬をやめてしまったほどのその勾こう配ばいは、実は出世か退職かを宮女に選ばせる篩ふるいの役目も負っていた。

　つまり、その勾配がつらくなったとき、我が慢まんできずに後宮を去るものもあれば、踏みとどまって少しでも内宮に近い部屋──内人の次は才さい人じん、才人の次は美び人じん、美人の次は姱人といった具合に山やま裾すそに近づくようになっている──に移ろうと努力するものもいるのだ。

　どちらかといえば後者となるふたりは、後宮の警備を担当する、国王以外で唯一後宮に入ることを許された存在である宮きゆう正せいの目をくぐり抜けながら、のんびりと細かな階段を何度も昇り、長い回廊を幾度も渡っていた。

「……」

　露露は、別れる間際にもう一度寒月より渡された血赤の珊瑚のかんざしを、いま、夜着の懐ふところに収めていた。ときおりそこに手を当てては、ひとりにやにやしていたので、

「……見ると淋しくなるからってしまい込んでるうちに盗まれてた、なんてなかったかのようだね」

　と、虎嬌に嫌味をいわれてしまった。

　耳の痛いその台詞せりふに、露露はぐっと言葉に詰まる。が、かんざしを取り出し、それを虎嬌に突きつけるようにして開き直った。

「仕方ないじゃない！　あたしが借金奴隷出身で、貧乏だってことはみんな知ってるもん。こんな、あからさまに高そうなものをつけてたら、きっといま以上に、犯人扱いされてたところよ」

「違いない」

　ひとことも否定されなかった。

「……」

　否定されるようなことを口にしたわけではないので、この虎嬌の反応は正しい。正しいが、どこか虎嬌らしくない。

　──そんなことないよ、とか、みんな嫉妬しているんだよ、とか、普段の虎嬌ならいいそうなのに。

　あんなふうに即座に肯定するのは、虎嬌よりむしろ志龍のほうだ。

「……虎嬌？」

「なに？」

「あの、ごめんね……？」

　あたりまえのように話しながら歩いているが、いまは真夜中といってもおかしくない時間帯で、周囲の部屋──位置的に姱人、美人あたりの居住区だ──はもうしんと寝静まっている。寒月に呼び出されなければ、露露も虎嬌も、いまごろは夢の中だったはずだ。

　露露が飛び起きたせいで、疲れているところを叩き起こしてしまったのだろう。おまけに、ついてきたということは、心配して追いかけてきてくれたということでもある。

　危うく口論になりかけた寒月にはもちろんだったが、本来ちゃんと謝罪すべき相手は虎嬌ではなかったかと露露は気づき、ようすを窺うかがうように謝る。

　と、

「……あ、ああ、そうか……、怒ってると思われたか」

　そういって、虎嬌は苦笑した。木蓮を思わせる凜り々りしい顔に、少し情けなさそうな表情を載せる。

「違うよ、露露。怒ってなんかない。ちょっと思うことがあってね」

「……思う、こと？」

　怒ってないといわれて安心するが、いついかなるときも泰たい然ぜん自じ若じやくとした虎嬌がらしさを失うほどなにを思っていたのだろうと、かえって気になってしまう。これは好奇心ではなかった。純粋に友を思う気持ちからのものだった。

　虎嬌もそれを察したようだ。気にしなくていい、といいかけた言葉を飲み込んで、ぽつりぽつり、語り出した。国内随一の武門の董家頭目である自分が、なぜ後宮入りをしたのか、を。

「きみと出会って間もなくの頃だったね、どうして後宮入りをしたか、って話になったのは」

　それぞれが宮女として勤めることになる各尚の説明を聞かされた夜のことだった、と露露も鮮明に覚えている。

　なぜなら露露が、当時後宮内では絶対に口にしてはいけないといわれていた楊寒月の名まえを口にし、その死を知らされ、内侍省に押しかけて、さっそく反省房に突っ込まれた記念すべき日だったのだから。

　そのとき、虎嬌は自分が後宮に入り、尚食を志した理由をこんなふうにいっていた。

（たいした理由じゃないんだ。わたしはチュウジョウになりたいんだ）

（厨ちゆう娘じよう。帝国にある女の職業でね、読んで字のごとく、厨房で働く娘のことさ。魚をさばいたり、鳥をさばくのはあたりまえ。必要とあらば、豚や海うみ亀がめですら女手ひとつでさばいてみせる、究極の料理人のこと。一流の素材で、一流の料理を作り、一流の食器に盛りつけ、一流のひとに召しあがっていただく！　これぞ厨娘の本ほん懐かい!!）

　虎嬌のその言葉に、露露は素直に感心したことを覚えている。ただ寒月と再会することだけを夢見て後宮入りした自分に比べて、なんて立派なのだろうかと。

　だが、のちに彼女が生しよう来らい持っていたもうひとつの顔を知って、奇妙に思ってもいたのだ。一門をまとめる頭目でありながら、後宮宮女となり、挙あげ句くに厨娘となってもよいものなのか、と。

　虎嬌が、露露の腕を引いた。じゃれあうときのように肩に手を回してくるが、その顔には力ない笑みが浮かんでいるだけ。

　それになにやら甘えられているような、頼られているような心地にさせられて、露露は歩きながら、虎嬌の腰に腕を回し、その肩へ頭を載せた。

「……わたしには、虎こ勢せいと虎振という兄がふたりいるのは、きみも知っているよね？　それなのにわたしが頭目を名乗っていることからうすうす察してはいるだろうけど、兄たちは養子で、わたしが先代頭目の血を引く、唯一の子なんだ」

　亜児美耶ああるすめいやの思想が強く残る景けい北ほくの地では、帝国の軍人を開かい祖そとする王室ほど男だん尊そん女じよ卑ひの考えはない。ゆえに、総領娘が店や家を継ぐことはざらで、虎嬌のふたりの兄が頭目でない以上、彼らが養子であるのは火を見るより明らかであった。

「両親に子どもがなかなか授からなかったから、弟子の中から有望な子どもをふたり養子にしてね。どちらかに家を継がせるつもりだったところに、あいにく、わたしが生まれてしまった」

「あいにく、って……、そんないいかた」

「ごめん、不ふ謹きん慎しんな言葉ではあるよね。でも、兄たちからすれば、ほんとうにあいにくのことだろう？」

「……」

　そうかな、と虎振を知る露露は思う。虎振は虎嬌以上にまっすぐな気質の人物だと感じている。そんな彼が、血の繫がらない妹の誕生を、あいにく、だなどと思っただろうか。

　──ほんとうにいつもの虎嬌らしくない。

　そう露露が考えたときだった。

「両親も両親で、養子を迎えた矢先の跡継ぎの誕生に、素直に喜べなかったようだよ。おかげで兄たちの実の親を気き遣づかうために、いつの間にかわたしは、兄のどちらかと結婚することが決められていた。頭目の地位は与えられなくても、頭目の夫という地位は与えられるし、それはそれなりに権力のあるものだからね」

　吐き捨てるような、ものいい。露露はかすかに視線をあげて、虎嬌を窺う。

「……いや、なの……？」

「……幼馴染みを追いかけてきた露露には、わからないかな？　わたしには虎振たちは兄にしか見えない。虎振たちのほうでも、わたしは妹でしかない。ふたりは、わたしが婿むこにするほうを選べばいいというけれど、兄を婿だなんて、いまさら見られるわけがない」

「……」

「それに、董家の勝手な事情で、幼いうちからほんとうの親から引き離されて、長じてみれば、婿にならねば用はないとされているあのふたりの人生を思うとね。素直に家を継ぎたくない。誰が継ぐものか、とさえ思うよ。……頭目の名の恩恵に与あずかっていながらね」

　まるで自分自身を嘲笑するかのようにそういった虎嬌は、つと立ち止まる。

　彼女に寄りかかるようにして歩いていた露露も必然的に足を止めることになった。

「虎嬌？」

「わたしはさいわいちいさな頃から料理が好きでね。厨娘になれば、親も家か名めいも婿も必要なく、ひとりでだって生きていける。だから後宮に入ったんだ。ただ、」

　虎嬌が、彼女が後宮に入ったほんとうの理由を話しはじめてから、はじめて露露を見た。いつもの自信にあふれたそれではなく、頼りなげな光を双そう眸ぼうに浮かべ、希こいねがうようにいう。

「きみのような友が生しよう涯がいそばにあってくれたら、わたしはきっとなにもなくても永遠にしあわせだと思うよ」

「……なんで、そんな話をいま？」

「なんとなく、いましておきたかったんだ」

　そんな言葉で濁された虎嬌の本心を、露露がうかがい知ることはできない。いくら気心知れた友だとはいえ、虎嬌と露露は同一人物ではないのだから。彼女自身が打ち明ける気にならなければ、露露は一生かかっても、知ることはないだろう。

　本心を聞かされなかったことは、少し寂しいと思う。けれど、自分の存在ひとつが虎嬌の生涯を永遠に幸福にすることができるといってくれるなら、露露はそれに応じるだけだ。

　片方の腕だけ回していた彼女の胴に、前に立ち塞ふさがるようにして、両腕を回す。さきほど寒月にしたばかりの抱ほう擁ようを、虎嬌にも行う。

「……だったら、」

「露露？」

「虎嬌は永遠にしあわせね。あたしがあんたと友だちじゃなくなるなんてこと、あると思う？」

　虎嬌は笑った。少し、寂しげに。

「ない──きっとね」
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　尚しよう功こう香こう班はんに属する戴たい姱か人じん怡い静せいが、まだ露ろ露ろのように内ない人じんであった二十年近く前のこと。彼女と、彼女のふたりの親友を評して、周囲の宮きゆう女じよたちはこう呼んだそうだ。

「変人とカタブツと見み栄えっ張ぱり」

　そのみっつの言葉の中で、よりにもよって変人の名を頂ちよう戴だいした露露の上司は、おのれと香班を構成する残りのふたり──王おう才さい人じん方ほう傑けつと露露だ──の香の知識を、

「医女になるには知識に乏しく、趣味で生きるには専門的すぎる」

　と、貶おとしめて笑う。

　かといって、露露は、それを卑ひ屈くつだと思ってはいなかった。

　むしろそんなふうにみずからを蔑さげすむことによって、知識ばかりの頭でっかちにならないよう分をわきまえ、日々研けん鑽さんを積んでいる上司たちの姿勢を深く尊敬していたのだ。

　ゆえに、蓮れん花か正せい妃ひの名を使って寒かん月げつからその書状が届けられたときは、志し龍りゆうを伴い、香班の控ひかえの間に一いち目もく散さんに駆け込んだ。

「──嫩どん緑りよく愛あい妃ひさまのご息そく女じよの出産祝いに、持っていけるものを用意して欲しいといわれたんですがっ!?」

「では現在この部屋で薫たかれている薫香の材料をすべて答えよ！」

　戴姱人が楽しそうに問いかけてくる。

　これは、香を作る職人であった父から譲り受けた書かき付つけのおかげで、ほんものの匂においを知らなくても知識だけで香を作ってしまえる露露に、いつの頃からか姱人と才人がはじめた訓練のひとつであった。

　色のように明確に分類化しがたい匂いは、志龍が茘枝ライチの匂いを生なま牡が蠣きのものだといったように、主観で判断するほか方法がない。それゆえに、香を作るものはありとあらゆる匂いを嗅かぎ、自分の記憶の中にとどめ、必要に応じて出し入れできなければならないのだ。

　つまりこの訓練は、いくつもの材料を合わせて作る薫香そのものの匂いと、それを構成する材料自体の匂いを脳のう裏りに叩たたき込むためのものだった（ちなみに志し龍りゆうはわからないとすぐに癇かん癪しやくを起こすので、しょっぱなから対象外である）。

「ええと……、」

　控えの間に漂う薫香は、まろやかな甘あまさがまず鼻を突つく。

　──蜂はち蜜みつ？

　続いてその甘みを深めるように、二種類の渋い匂いがあるのがわかる。ひとつはやや軽めの渋さ。典型的な薫香によく使われるような心象イメージ。もうひとつは、土の臭いがある。樹じゆ脂しのようだ。

　──乳にゆう香こうと没もつ薬やくかな。

　次のものには少し辛からさを感じる。

　──胡こ椒しよう……じゃない。胡椒に似てるけど、もう少しひとを選びそう。前にも確かこの匂い……、肉につ桂けいだ、肉桂！　蓮順がものすごくいやがってた匂いだ！

　最後に残ったのは、気を抜けば取りこぼしそうなほどかすかに混じる、花のような香り。ごくごく少量しか使われていないのはわかったが、

　──それでこの自己主張っぷりは……、

「蜂蜜、乳香、没薬、肉桂、最後が蘇そ合ごう香こう！　どうだ!?」

「不正解」

「惜しかったですね、ひとつ、足りませんでした」

「ええ～っっ!!　いったいなにが!?」

「蜂蜜に気を取られすぎたな、新入り？　蜂蜜と蜜みつ蠟ろうのようなあんまーい匂いに気づかなかったか？」

「気、気づきませんでした……」

「修業が足りんな、露露」

　今回は自信があっただけに不正解にうなだれる露露の背なかに、志龍が声をかける。

　──あんたにだけはいわれたくないわっ。




「──で、内親王の出産祝いに、なにを持っていきたい、って正妃はいってるのかね？」

　解答は、実際に作ることで確認していくという様式を取っているため、さきほどの薫香の材料をすべて集め──匂いを漏もらしていたのは、蜂が巣を作るために接合剤として使う、樹液と唾液を混ぜた粘着液だった──、志龍とともに才人の指導のもと薫くん香こうを作成し終えたあと、姱人がそう尋たずねてきた。

「ああ、ええと、内ない親しん王のう殿でん下か……愛妃さまの娘さんにとっては、はじめてのご出産でしょ？　それなのにわざわざあたしになにか用意しろってことは香を作れってことなのかな、って思ったんですけど」

「大勢引き連れていくのかい？」

「お忍びのようですね」

　それに答えたのは、露露の広げた書状を、背後から覗のぞき込んでいた王才人だ。

「無理もない、産後間もない人間のとこに、大勢で押しかけて疲れさせちゃいけないぜい」

「でもいっしょに行くのが、尚しよう食しよく内人の雨う花かですよ？　なんで雨花！」

「そらアレだ、嫩緑愛妃の縁えん繫つながりの内人だからさね。じゃ、ま、茶を淹いれることぐらいはできるだろ。浸しん剤ざいを持って行けばいい」

「浸剤？」

　思いがけない提案に、露露は思わず目を丸くする。浸剤とは茶剤、つまり茶のことだ。茶などわざわざ尚功で用意するようなものではない。

「ここ、香班ですよね？」

　などと、ばかげた質問が口をついて出そうになる。が、

「ここは香班であろう？　それでなにゆえ浸剤か」

　露露がばかげたと判断した質問を、正直ものの性さがか、志龍がこだわりなく口にする。

　──取り消し、ばかげたっていったの、取り消し！

　大慌てで内心の言葉を打ち消していると、うん、と戴姱人はうなずいて、

「産後は精神状態が不安定だ、母乳が出にくいだ、って、いろいろあるようでね。ま、内親王みずからが母乳で育てるなんてこたぁないと思うが、乳が出やすくなる浸剤を差し入れて迷惑になるなんてこたぁ……って、なんだちんまいの？　顔が赤いじゃないか。刺激が強すぎたか？」

「う、うううううるさいっ、ほっておけっ！」

　楽しげに亡なき友の忘わすれ形がた見みをからかう上司に、志龍に悪いと思いながらも、露露は少し笑ってしまった。

「怡静？　蓮順をからかうのが楽しいのはわかるんですが、正妃がお見舞いに行くのは本日夕刻ですよ？　さっさと作り方、淹れ方を、露露に教えてあげたらいかがです？」

　ほっておけば、いつまでも志龍をからかって遊びそうな上司を、王才人が促うながす。彼女はまだ二十はたちを少し越えたばかりだが、露露たちよりも戴姱人とのつきあいが長いぶん、いなし方をよく心得ている。

「そうだ、そうだ」

　と、毛を逆立てた猫のように警戒する志龍からひとまず手を引いて、戴姱人は露露から書状をもぎ取ると、その後ろに、さらさらと筆でなにやら書きつける。

「あんまり手に入りにくいのも面倒だから、方傑、これを、ちょっとざっと集めてきておくれ。新入りとちんまいのも使ってな」

「わかりました」

　四半刻もしないうちに、有能な王才人の指示に従って、露露と志龍は、控えの間の机の上にいくつかの生しよう薬やくと丁チン幾キ剤ざいを並べてみせた。

　そこへ鍋に沸わかした熱湯を持ってきた戴姱人が、解説しながら手て際ぎわよく浸剤を作っていく。

「母はは菊ぎくと香こう蜂ほう草そう、茴うい香きようはちゃんと等量準備してあるね？　これをまず細かく刻んで、熱湯にぶっ込む。このままだと蒸気で肝かん心じんな成分が逃げてしまうから、しばらく蓋ふたをして蒸らす。あとで生薬を漉こした中に、益やく母も草そうの丁幾剤を加える。

　それから、こっちの熊くま葛つづらは、熊葛が二に対して、茴香、薫くん衣い草そう、猫ねこ薄はつ荷かをそれぞれ一の割合で、やっぱり細かく刻んで熱湯で成分を抽出してから漉して飲む」

　しばらく経たってから、それぞれを布で漉し、飲み比べる。

　露露が最初に口にしたのは、前者のほうだった。志龍とともに椀わんに分けてもらった浸剤に、益母草の丁幾剤を数すう匙さじ掬すくって入れてみる。

「母菊も香蜂草もさっぱりしているから、茴香の刺激のある甘さがおいしく感じられて飲みやすいかも。でも、益母草は入れすぎると……」

「……予は苦くて飲めぬ……」

「お子さまだねぇ。ま、そっちのは落ち込んでいるときに気分を浮上させる効果もあるからね。ちんまいのは、そのうち常用しかねないぜ？」

「熊葛のほうは、熊葛の苦味が強いように感じられますが、この分量でいいんですか？」

「おとな相手だ、かまうもんかい。だがね、熊葛は母乳……いいか、ちんまいの、母乳の……」

「く、繰り返さずとも一度でわかるっ！」

「母乳の」

「しつこいな！」

　王才人と顔を見あわせて苦笑する。

　露露が伝え忘れているせいもあり、志龍は気づいていないのかもしれないが、

　──戴姐姐おねえさん、蓮順の正体、完全に知ったうえでやってるからなぁ……。

　おかげでどうにも止めようがない。

　王才人が適当な頃合いを見計らって止めに入り、志龍が露露の背後に隠れるや否や、姱人はなにごともなかったかのように熊葛の効能を聞かせてくれた。

「母乳の分泌改善や、月のものの遅れを正常化するときにもいい。それに、発汗作用もあるので、感かん冒ぼうや流行性感冒の初期段階で浸剤として飲むのもいいな。ま、どうしても苦味があるから、さっきの香蜂草、胡椒薄荷、羅ら勅ろくなどで甘くすりゃあいい」

　父親の書付だけではわからないもの──実物に触れて、実物を嗅かいで、実物を味わって、それでようやく納得できる世界がここにはたくさんある。

　穂にちいさな紫がかった花が並んで咲く熊葛。赤せき紫し城じよう内の生薬園で育てていたのを、盛夏の、花が開く寸前に摘み取り、乾燥させていたのだ。

「結構使えるんですね、これ」

　鼻に近づけ、深く息を吸い込む。摘み取った日ほどに、その香りを感じることはできなかった。

「処方を書いておくから、香こう蔵ぞうからいくつか持っていきな。……あとで、尚食にツケといてやろう」
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　二種類の浸剤の淹れ方を書いたものと、生薬、そして益母草の丁幾剤を手に部屋に赴おもむいたとき、すでに寒月は蓮花正妃として正装した姿であった。

　入室時の作法を踏み、依頼品の説明と譲じよう渡とを行い、郭かく大だい姉しに先導されて部屋に入った露露は、大姉から浸剤などの説明を受けている寒月を見て、はじめて気がついた。

　幼い少年の日の寒月が、露露を迎えに行けないと、生まれてはじめて絶望した理由。自身のことを化物に生まれついたと哂わらった、その意味。男にも、女にもなれる星せい辰しんという、その言葉の本質。

　──男のときの寒月と、蓮花正妃になってるときの寒月、違うんだ……。

　何度となくこの部屋に呼ばれたとき、同じ位置から見た武官姿の寒月と比べて、いまの彼は幾分背が低くなっている。肩幅も薄く、見た目どおり華きや奢しやで、胸や腰こしに（詰めものをしていなければ）かすかに丸みを帯びている。それは目の錯覚などで片づけられないほど、明確な変化だった。

　──これじゃあ、絶望しても、自分を嘲あざ笑わらっても、仕方なかったかも……。

　だからといって、露露の気持ちにぐらつくものはなかった。むしろ、それだけの苦しみを経へて、露露に微わ笑らいかけてくれる楊寒月という人間の強さに、いとしさがこみあげてくる。

「急がせて悪かったな、露露、ありがとう」

　ぼーっと見つめていたその視線に気づいたのか、郭大姉との会話を打ち切って、寒月は露露を手招く。その傍かたわらで、郭大姉が略式の礼を取って、部屋を出て行く。

　彼女がそばを通り抜けるのにあわせて、我に返った露露が略りやく礼れいを取れば、大姉はちいさく微笑み返し、

「あまり時間のないときにばかりこさせてごめんなさいね」

　と謝ってくる。

「いえ、そんなことは……、」

　そもそも、一いつ介かいの内人ごときがこう頻ひん繁ぱんに正妃の部屋を訪れることのほうが間違っているのだ。大姉ほどの女性に、詫わびられる理由はない。それでも、寒月との仲を穏やかに見守ってくれている彼女の気持ちは、素直にうれしい。静かに閉まる障しよう子じ戸どへむけてもう一度略礼をすると、あらためて正妃姿の寒月を振り返る。

「ごめんね、遅くなって」

　数日前の夜に大騒ぎして以来顔をあわせるのははじめてだから、どことなく気恥ずかしい。照れくささに無意味に前髪をいじりながら歩み寄れば、彼が纏まとう妙にぎごちない香が聞えてくる。

　──やっぱり、なにかちぐはぐだよね……。

　その香は、露露が試行錯誤のうえで作った、白びやく檀だんを基調にしたものなのだ。

　蓮花という徽き号ごうを受けて、青せい竜りゆう諸しよ島とうの使者から捧げられたという蓮はすの花の匂いを模もした荷か葉ようの香は、彼かの国では夏に嗜たしなむものだと、書物の一説に記されていた。

　もともと長く湿気の多い夏と短く肌寒い程度の冬しかない南陽王国では、夏のものであるのならほぼ年中薫たき染めていても障さわりはないが、寒月はあくまで蓮花正妃の身代わりでしかない。

　荷葉は亡き正妃にこそふさわしい匂いであったと寒月自身がそういうので、それならばと一いち念ねん発ほつ起きしてみたが、元来何種類もの香の材料を合わせて、なにかに見立てるといった文化のない国のこと。書物で得る知識や戴姱人の持つ知恵にも限界があり、初しよ秋しゆうを感じられますようにと念じながら練ってみたものの、白檀ばかりが妙に強く香る、かなり残念な練り香になってしまっていた。

　──そもそも寒月は白檀に似た匂いがするんだから、白檀をこんなに強くしなくてもよかったのよね……。もう少し渋みを入れて、白っぽい感じにするとしたら、なにを足せばいいのかな……？

　うーん、と眉み間けんにしわを寄せて考え込んでいると、

「どうかした？」

　低めの女性の声が間近で聞こえ、露露ははっと我に返る。慌ててそちらへ顔をむけると、すぐそばで、不思議そうな表情を浮かべた絶世の美女が、露露を覗き込んでいた。

「……！」

　男のいでたちをした寒月でもうつくしい顔だと声を失くしてしまうこともあるのに、女性体となり、正妃として、うっすらと化粧を施ほどこしたその細面は、また格別にうつくしかった。

　約半年前にはじめてこの姿を見たとき、禁欲的で、扇せん情じよう的で、まるで昔話に出てくる天てん女によのようだと思ったが、正体を知ったいまですら、そう思うことを止められない。

「露露？」

　声にも、いつもの青年らしい張りが欠けている。そのぶん艶つやを帯びて、まろやかに耳をくすぐっていく。

　露露は、たまらずため息をついた。

「綺き麗れいね……」

　もう、ちぐはぐな香の匂いも気にならなかった。もしこの姿で、この距離で、彼が完璧な香を薫き染めていたなら、露露ですら、恐れ多くてそばに近寄ることができなかったであろうから。

　一方、寒月は、純然たる露露の褒ほめ言葉に、少々びっくりしたようだった。ちょっとだけ目を見開き、うっとりと自分を見あげる露露に、あきれたとばかりにつぶやく。

「こだらわない性格だとは思っていたけれど……、露露はすごいな」

「？」

　つぶやきを聞き取れなかった露露が首を傾かしげると、微苦笑して彼はいう。

「……それは、男に対する褒め言葉ではないね」

「そう？　でもほんとうに綺麗よ、見み惚とれちゃった！」

　露露はみずからその腕うでの中に飛び込む。出かける前の正装ゆえに、あまり強く抱きついて乱すわけにもいかないために、それはほんの一瞬のことだったけれど。

　積極的な露露の抱ほう擁ように、一瞬反応を返し忘れた寒月からふたたび離れ、距離を置き、頭の先から裳も裾すそまでをゆっくりと眺ながめやる。

「半年くらい前のことなのに、懐かしいね、その格かつ好こう」

　そういうと、寒月も気づいたようだった。自身のいでたちにそっと目を送り、はんなりと微笑む。

「そうか。きみに、八年ぶりに出会ったのは、この姿でだったな」

　男言葉で、だが。

　それにうっとりと見惚れかけていた露露は急に現実に引き戻され、と同時に、すっかり忘れていたやりとりを突然思い出した。

「そうそう──って、ちょっと！　いま思い出した！　あのときはよくも引っかけてくれたわね!?」

「引っかけた？」

「そうよ！　あたしが寒月の目に似てるって思わずいっちゃって、そしたら、あんたが寒月のこと恋人か、って……」

「──ああ」

　露露が突っかかるようにしてそういえば、寒月もその日のことを思い出したようだった。

　露露がはじめて後宮入りをしたその日、正妃になりすましていた寒月が、露露が困惑するさまを面白がって、闇やみ色の瞳ひとみをきらきらと輝かせながら畳たたみかけてきたのだ。

（かんげつ、と聞こえたけれど？）

（女の名まえだと思ったけれど、そのようすだと男の方の名まえのようね。……恋人？）

（恋人ではないの？）

　寒月は、露露が露露だとわかって部屋までの案内を買って出てくれていた。しかも、露露が寒月自身のことを話題にするのを、楽しんでいたのだ。

　つまり露露は、促されるままに、寒月を追いかけて景けい北ほくまでやってきたことを、寒月本人に打ち明けさせられていたのだ

　──なんて底意地の悪いっ。

　露露はいまさらのように憤慨する。頰ほおを膨ふくらませてにらみつければ、寒月はやはりどこか楽しそうに露露を見おろしている。その、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった表情。

「……かん……っ」

　白く細い指が、す、と露露の唇くちびるを押さえた。再会の日にされ、寒月のことだけを見ると約束したあの夜にもされた、露露の口を塞ふさぐための、優しく、甘い仕し草ぐさ。

　胸がドキドキする。緊張して発汗作用が高まり、自身の体臭が強まるのがわかる。

　唇に触れる指がくすぐったくて。まっすぐに見つめてくる闇色の瞳が恥ずかしくて。彼から香り立つ品のいい白檀の香りが心地よくて。つい、とその美貌が寄せられて。あたたかい呼こ気きとともに、耳元に囁ささやかれる。低い、青年の声で。

「いまなら、おれのことをなんと答える？」

「……え？」
















　顎あごにかすかに触れていた親指が意思を持って露露の顎を持ちあげた。唇を押さえていた指がはずされ、頰の横にあった寒月の顔が動く。

　──接せつ吻ぷんされる！

　そう思った瞬間、

「──ぎゃぁぁあああっっ!!」

　とっさに色気もなにもない悲鳴をあげてしまった。その悲鳴にびっくりして硬直する寒月の体を押しのけて、露露は走ってその場を逃げ出した。

　──逃げ出しちゃった！　逃げ出しちゃった！　逃げ出しちゃった!!

　正妃の部屋から内宮にある尚功の控えの間まではさほど距離はない。おまけにほとんど勾こう配ばいのない平らかな場所に双方があるため、露露は、全力疾走で自じ陣じんへと戻った。

「おう、お帰りー」

　志龍を相手に広げた紙になにかしら書きつけていた戴姱人が、いち早く露露を見つけてのんきな声をあげる。

　だが、常ならぬ速度で駆け戻ってきたばかりの露露に、それに応じる元気はなかった。その場に崩れ落ちるように石いし畳だたみに座り込むと、両手をついて、肩で必死に呼吸を整える。少し肌寒くなったとはいえ、まだまだ晩夏。髪を伝わって、頭からどっと汗あせが流れ落ちていく。

「どうしたんです、走って戻ってきたの？」

　香蔵にでも行っていたのか、控えの間から出ていた王才人が、開け放した障子戸の真ん前で座り込んでいる露露の背に、びっくりしたような声をかける。

「い、いえ……、なんでも、なんでもないです……」

　切きれ切ぎれの息の中、彼女にわかるよう軽く手をあげて、露露は追及されることを拒む。鼻呼吸では追いつかず、口で息をしていたためにからからに干あがった喉のどがふいに詰まり、その場に前まえ屈かがみみになりながら激しく咳せき込こむ。

　──ばかーっ！　ばかーっ！　寒月のばかーっ!!

　咳き込んだために満足に呼吸ができず、苦しみのたうちながら、露露は心の中で寒月を罵ののしる。

　──そりゃ結婚の約束だってしたんだもん、いつかはせ、せせせ接吻だってすることになるでしょうよ！　でもなんでいま？　五年待つのはたいしたことじゃないんでしょーっっ!!

　寒月を好きだという気持ちも、それが永久に変わりなく続くことも、露露は海の女神・如ラ浪ンに誓ってもいいと思っている。でも、それはそれ、これはこれ。恋に対して臆病な部分を少しずつほぐしていくまで、寒月には待っていて欲しいのに。

　──そりゃ確かに最初に口づけしたのはあたしよ!?　でも、目よ、目！　ただの目め尻じりであって、唇じゃないじゃないっっ!!

　咳せきがようようのことで収まり、脳に正しく酸素が供給されるようになると、恐慌状態に陥っていた露露の精神が、ようやく落ちつきを取り戻しはじめる。走り終えたばかりの手足はがくがくと震えて、まるで力が入らない。それでもなんとか上半身を起こすと、

　──決めた。

　露露は、決意した。

　ずりずりと石畳の上で姿勢を整え、何度となく唾液の嚥えん下げを繰り返すことで喉を潤し、深呼吸する。全身を使って三回目におおきな息を吐き切ると、スパン！　と両頰をぶつ。

　──しばらく寒月には逢あわないっ！

　よろめきながら、立ちあがる。

　──そうよ、しばらく寒月に逢わなきゃいいのよ。今回のは、以前のとは理由が違うわ。前は、あたしが臆病すぎただけだったけど、今回は寒月が悪いもの。

　ふらふらと重く感じる足をなんとか交互に踏み出し、机の上にまだ残っていた母菊と香蜂草と茴香の浸剤を椀に移し、一気に飲み干す。

　──召しよう見けんを受けても部屋に行かない！　夜に笛ふえを吹かれたって、逢いに行かない！　寒月がせせせ接吻しかけたことを謝ってくるまで、絶対に、なにがあっても、断固として、寒月とは逢わない!!

「──よしっ！」

　気合一発。椀を机の天板に叩きつけるように置くと、露露はふと、気がついた。

「…………」

　志龍が、王才人が、そしてかの戴姱人ですら、露露を、距離をとって眺めていたことに。

　あらためてこの部屋に戻ってきてからの自分自身の七しち転てん八ばつ倒とうぶりを思い返し、露露は泣きそうな思いで心の中で叫さけんだ。

　──寒月のばか──っっ!!





３






　王才人や志龍に遠巻きにされたのは仕方ないとしても、変人と名高い戴姱人にまで、なんともいいがたい視線を送られたことは、少なからず露露の心を傷つけた。

　──絶対にっ、断固としてっ、寒月とは逢わないっっ！

　それはもうただの逆恨みでしかなかったが、堅く堅く結ばれてしまった決意だ。

　机の上に散らかしたままの椀や鍋を集め、洗い場へ持っていく。内宮のほうがなにやらにぎやかだったが、露露は視線を遣やることさえしなかった。

　──どうせ寒月がお見舞いにでも出しゆつ立たつしたんでしょうよ。

　夕刻にお忍びで行くと書状には書いていたが、貴人の移動にはいろいろと面倒ごとが山積みだ。まだ昼さがりともいえる時間帯ではあったけれど、この頃が『夕刻』となるのだろう。

　露露がむかった洗い場では、尚食の内人たちが昼ひる餉げに使った食器類を水洗いしている一方で、夕餉の支度に取りかかっている上級職の宮女たちの姿が見える。寒月が、見舞いに行って帰る頃合いには、夕餉の準備が整っている、というわけだ。

　──ふーんだ、行っちまえ行っちまえ！

　洗い場の一角に空いている箇所を見つけ、露露は洗い物をたわしで磨いていく。あまりにも黙々と磨きすぎたからか、それともまだ解とけていない窃せつ盗とうの犯人疑惑のためか。気づくと露露の周りに尚食宮女はひとりもいなかったが、コレさいわいと念入りに磨きあげて、露露は尚功香班の控えの間へと引きあげた。




　椀や匙を突っ込んだ鍋を腰骨で支えて障子戸を開けたとき、遠巻きにしていた先ほどとは打って変わって、志龍が露露を待ち伏せていた。

「戻ったか。では、行くぞ」

「はい？」

　目的語のない彼の台詞せりふに、露露は首を傾かしげる。途端、王才人に手からさりげなく鍋を抜かれ、空になったそれを、志龍にがっしりと捕らえられた。露露は繰り返す。

「はい？」

　志龍は、なにをおかしなことをといいたげな顔をして、今度はちゃんと目的語を添えていう。

「後宮内の盗難事件の犯人捜しに行く、といったのだ」

　それはおおよそ予測はついていた。そもそも彼がまたしても女装して後宮入りをしたのは、それが目的だったのだから。だが、

「そ、それはわかってるけど。なんで、あたしまで？」

　志龍の素しろう人と調査の結果がまったく進んでいないことは、同じ部屋で過ごしている露露とて知っている。

　志龍は一日中蓮順でいるわけではない。王子として国王御前での報告会には必ず参さん席せきしているし、世よ継つぎとして学ばなければならない学問の時間もびっしり詰まっているのだ（五ヶ月にも、急用だなんだとよく後宮から姿を消していたが、この報告会と勉強の時間だけは彼は怠なまけることをしなかった）。そのうえ、尚功内人見習いとして不審がられない程度には香班の仕事も手伝わねばならず、当初の志を果たすためのじゅうぶんな時間が彼にはなかったのだ。

　だが、露露がそれに加わったからといって、いったいなにができるというのだろう。協力でき、役に立てるのは嗅覚ぐらいのものだが、犬じゃあるまいし、犯人はおろか盗難品すら探し出せまい。どちらにしろ、素人調査の域を超えたものにはなるわけがない。

　そのくらいなら、以前虎こ振しんに頼んだ調査結果がきちんと出揃うまで、おとなしくしておくべきだと思うのだが、志龍は聞く耳の持ちあわせがないようだ。

「虎嬌は尚食の仕事で忙しいだろうが、そなたは暇ひまであろう？」

　そういってぐいぐい部屋の外へ連れて行こうとする。

　露露は抵抗した。

「ひ、暇じゃないよ！　ちゃんとお仕事はあるし、勉強だって……、ほら、いまだって、寒月のところ、遊びに行ってたわけじゃないよ、お仕事で……」

「──ワタシが許可したんだよ、新人！」

　にやにや笑いながら、上司が口を挟む。

「珍しく、そのちんまいのがやる気になってるんだ、手伝って恩を売っておくのも手だぜい」

「恩を売っておく、って……！」

　回収する当てのない恩など売るだけ無む駄だだ。そう思うのに、




「……だーかーらぁ、あたしが犯人だって思ってくれててもいいから、なにがいつ頃盗まれたかぐらい、答えてくれたっていいでしょ!?」




　率そつ先せんして、志龍の調査の手助けをしてしまっていた。

　まずは、先ほど露露のことを遠巻きにしてくれていた尚食宮女たちがいるであろう洗い場に、志龍を伴いもう一度足を延ばした。

　尚食の宮女たち、特に内人たちはなにかと露露を目の敵にして鬱うつ陶とうしいのだが、みながみな虎嬌に憧あこがれているため、虎嬌に協力させれば話が早いと思ったからだ。だが、

「あら、ド田舎いなかの借金奴隷さんがなんの用？　満足に食べるものがないから、食べ物をくすねにきたのかしら」

「やだ、小しよう鈴りん！　食べ物じゃないわ、次に盗むものの物色よぉ！」

　あいにくその場に虎嬌はおらず、それどころかもっとも露露を敵視する先輩内人たちが洗いものをしていた。彼女たちは、露露の姿を見るや否いなや、聞こえよがしにそういって、甲かん高だかい声できゃらきゃら笑う。

　それに負けてなるものかと、めんどくさがりの自分を追い遣って、彼女たちに自分がここに来た理由を説明する。しかし、

「やあねえ、いいのはその鼻だけ？　記憶力もないの？」

「いつ、どこで、誰から盗んだのかぐらい、覚えてなさいよぉ！」

　──話にならん……。

　完全に露露が犯人だと決めつけて、話をかけらも聞いてくれない。

　仕方ないのでその場を監督していた尚食か人を捕まえて、調査に協力するよういい渡してもらったが無駄だった。絶対的上司の言葉ですら、彼女たちは平然と無視するのだ。

　──まさか、友だちがふたりもいる尚食宮女たちにここまで嫌われているとは……。

　あらためて尚食宮女の結けつ託たくの強さを思い知らされ、露露は落ち込んだ。自分が窃盗犯だと疑われているから、彼女たちの風当たりが厳しいのはわかる。だが、それ以上に、その件も踏まえたうえで、虎嬌と同室であることへのねたみも、増しているようだ。

「……想像以上の嫌われぶりだな、露露」

　そこへ無邪気な志龍が感心したようにそういうものだから、露露はさらに気分を重くする。虎嬌はなにも悪くない。そう断っておきながら、露露は心の中で叫んだ。

　──文句があるなら内ない侍じ省しようへ行きなさいよーっ!!

　後宮内での部屋決めは、内侍省の厳げん正せいな占いによる。なので、そこを嫉しつ妬との対象にされたとしても、露露の意思はかけらも存在していなかったわけだから、お門かど違ちがいもはなはだしいのだ。

　そんな落ち込んだ気分のまま、舞や歌の稽古中の尚しよう儀ぎに顔を出すのは、正直鬱うつだった。尚儀には、やはり虎嬌に憧どう憬けいする宮女たちが多く、尚食並みに、徹底して無視されるからだ。しかし、




「……日付はちゃんと覚えてないのよ？　それでもよろしくて？」

「──なんですと？」

　貴族や王族に接するために選ばれた女だという高慢な態度をまるで隠そうともせず、その尚儀才人はそういった。協力してくれていたのだと気づいたのは、あちこちに自慢や自画自賛を挟みながら、彼女が盗まれたという瑠る璃りの杯さかずきの詳細を語り終えたときだった。

「あたくしは、ちゃぁんとあなたにお話ししましてよ？　そのこと、よぅくよぅく、虎嬌にお話しなさいよ」

　──え？

　そしてそれは、その才人だけのことではなく、我こそは盗難の被害者だと名乗るものすべてがつっけんどんではあったが、奇妙に協力的だったのだ。

　志龍が耳打ちをする。

「うさんくさいな」

　露露はそれに同意した。

　ゆえに、光加減で花が浮き出して見える領ひ巾れを盗まれた安あん丹たん丹たんの順が回ってきたとき、露露は尋ねたのだ。なぜ尚儀はこんなにも協力的なのか、と。

　安丹丹は教えてくれた。

「あなたの部屋に、みなで押しかけた夜があったでしょ？　そのときに虎嬌が……、駄目っ。これ以上はいえないっ」

　いっているうちに、なにかを思い出したのだろう。はっきりそれとわかるほど頰を赤く染め、彼女はいやんいやんと身をよじる。

　──虎嬌、いったいなにをしたのよ……。

　もはやなにもいう気になれず、その後も彼女たちが訴うつたえるままを書きつけ、やはり疲れ果てたようすの志龍とともに、尚儀を辞した。ただ、去り際に、

「……ほんとうに大事なものだったの。市にも出てないみたいであきらめてはいるけど……。お願いね」

　ひとりの美人からそんなふうに言葉をかけられて、全身に震えが走った。素人調査に協力してもらったということはつまり、尚儀の宮女たちに、盗られたものを取り返して欲しい、犯人を捕まえて欲しい、そういった願いを託されたのだと、そこではじめて気がついたからだ。

　同じ気持ちだったのだろう。志龍が力強くいった。

「頼まれようぞ、露露」

「うん！」

　戴姱人や王才人、それに先に調査を受けたものから話が回っていたのだろう。

　露露が所属する尚功や、尚しよう服ふく、尚しよう寝しん、尚しよう宮きゆうと聞き取りを続けていくと、前もって被害者を集めてくれていたり、一覧表にまとめて手渡すだけにしてくれていたり、とみな快こころよく協力してくれた。

　おかげでわずか半日間で、尚食を除のぞく二百人近い宮女から、盗難に関する情報を集めることができたのだ。

　そして、戴姱人の許しを得て早々に尚功を辞し、部屋に戻ると、集めた情報のすべてに丹念に目を通す。

　と、そこへ、

「なんだ、結局露露も引っ張り込まれたんだね」

　苦笑しつつ、虎嬌が部屋に戻ってきた。尚食はいまごろ夕餉の準備と明日の仕込みに追われている時間帯だったが、彼女の上着はすでに汗で変色していた。着替えにでも帰ってきたのだろう。

　予想どおりばさばさと服を脱ぎ散らかしはじめる虎嬌から、志龍の顔を摑つかんで背けさせておきながら、

「戴姐姐おねえさんに手伝ってやれ、っていわれたの。戴姐姐は蓮順に甘いのよ」

「聞き捨てならぬな、それは。あの女が予に甘いだと？　冗談も休み休みいえ！　あの女はいつも予をばかにしているではないか！」

「……」

　ばかにしているのではなく、亡き親友の忘れ形見ゆえに可か愛わいがっているのだといったところで、志龍は聞き入れまい。露露と、肌着一枚になった虎嬌は目をあわせて、苦笑する。

　虎嬌が肌着の紐ひもにまで手をかけたので慌てて視線を一覧表に戻し、ふたたび虎嬌から声をかけられるまで、もう何度目かになる見直しを続けた。

　すっかり服を着替え終えた虎嬌が、分厚い紙の束を手にして、そばに寄ってくる。

「それで、それが半日後宮内を駆け回った結果？　結構盗まれたひと、いるんだね。ああ、そういえば、蓮順。これを、虎振から、あなたに渡すよう預かってきたのですが……」

　差し出された紙束を受け取り、志龍はぱらぱらとそれをめくる。

「うむ。一応、そなたの兄にも手伝わせて、市に横流しがはじまった頃から外出・外泊をした宮女と、前、内、後宮に出入りしたすべての業者について調べさせておいたのだ」

「……殿下、太たい子し府ふの率そつをなんだと……」

　太子府というのは、王子の邸宅のことである。率というのは、その邸宅の警備を任された太たい子し左さ右う衛えい率そつ府ぷの長のことである。

　とはいえ、南陽王国には現在太子、つまり王子と呼ばれる存在は志龍ひとりしかおらず、また彼は邸宅を構えるにはまだ幼い。

　よって、虎嬌の兄である董とう虎振は、王子の邸宅の警備ではなく、王子自身の警護に当たっている。そして、警護といっても、五ヶ月前まで体が弱く、内宮から出られない生活を送っていた王子にはほとんど必要なく、実質的な役割としては、歳としの離れた友人であったようだ。

「見ろ、虎勢も手を貸してくれたようぞ？」

　虎勢というのは、やはり虎嬌の兄のひとりで、軍衛、武官の選抜に携わる兵へい部ぶ侍じ郎ろうの地位にいる。武門・董家の養子でありながら文官として登用された変わりもので、露露はまだ会ったことがないが、たいそうひと当たりのいい好人物らしい。

「うちの兄貴どもは……」

　頭を抱える虎嬌を尻目に、志龍は、新しく手に入った資料を手持ちのものと見比べながらめくっていく。露露も、床に座り込んだ志龍の肩越しに、資料を見る。

「複数日に渡って出かけたり、外出・外泊を頻繁に行うものも、こうして見ると案外いないものだな」

「外に出なくても、後宮のなかだけで生活できるからねえ。美人や姱人級になると、ずっと後宮にいすぎて外の世界が怖くなって、外出を控えるようになる、って聞いたことがある」

「それでも、この三ヶ月のあいだに三度ほど外出、外泊を行っているひとがいるね」

　露露の反対側から、志龍の手元を肩越しに覗き込んでいた虎嬌が目ざとく見つけていう。

　その宮女に関しては、露露も志龍もなにもいわなかった。戴姱人だからだ。墓と寺に入った親友に会いに行ったのだと、露露たちはもう知っている。

「蓮順、あたしにも見せて」

　身を乗り出すようにして、志龍の手の中の紙束を取りあげる。

「業者のほうはどうかな」

　束の後ろのほうに綴とじてある一覧表を開いてみるが、露露が後宮入りするずっと以前からつきあいのある身み許もとの確かな業者ばかりで、最近つきあいがはじまったところはないようだった。

　また、たまに父親の代わりにその息子が、あるいは夫の代わりに妻が、といったふうに代役を立てて入宮する業者もあるが、それもこの二ヶ月間にはせいぜい二、三組。主として記述しているおおらかな字のものと変わって丁寧な筆ひつ跡せきで、代役も身元保証済み、と書き込まれている。こちらが虎勢の字であろう。

「変わりない、か」

　ため息が出てくる。

　出入りしたもの、業者、被害にあった宮女たち。それ以外になにをどう調べていけばいいのかわからないのだ。自分が犯人扱いされている以上、なんとか自身の手で真犯人を見つけてみたかったが。

「素人調査には限界があるのかなぁ……」

　誰ともなしにそう尋ね、志龍か虎嬌から、否定あるいは肯定の言葉が出るのを待ってみる。しかし、露露は、そのどちらの言葉も聞きそびれることになった。

　なぜなら部屋の障子戸が乱暴に開かれ、色素の薄い頭髪の、武官姿の青年が駆け込んできたからだ。露露にも馴染みのある青年だった。

　やはりそちらを見遣った虎嬌と志龍が、異口同音にその名を呼ぶ。

「虎振？」

　彼は、その場に膝をつき、志龍に対して略礼を行う。そのさいちゅうに荒い息を整え、精せい悍かんな顔立ちを引きしめてこういった。

「──殿下、ご母ぼ堂どうさまが、蓮花正妃が、誘ゆう拐かいされました」
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　少人数でのお忍びであったから、正妃の誘拐現場に居合わせたものはほとんど即死だったという。

「──即死、って……まさか……」

　露露は一瞬、五感のすべてが世界と断絶したかのような感覚に襲われた。が、

「よく話を聞け、露露。正妃は無事だ、誘拐されただけだ」

　すぐさま志龍にそう腕を摑んでいわれ、ああ、そうだった、と思い直す。虎振は正妃が誘拐された、といったのだ。殺されたとはいっていない。しかし、

　──どうして？

　そう思ったときには、同時に言葉も放たれていた。

「即死がほとんどだったのにどうして？　誰かが寒……正妃さまが誘拐されたところを見ていたの？」

「……」

　その問いに、志龍は答えられない。言葉に詰まったような顔をして、すぐに虎振を振り返る。この場で答えられるのは、正妃誘拐の情報を伝えに来た彼だけだったから。

　主あるじの視線を受けて、彼はうなずく。

「申し訳ない、露露さん。ひと通りの少ない場所での犯行だったようで、目撃者は誰ひとりいないんだ」

「だったら……！　雨花は？　雨花はどうしてるの？　まさか雨花まで……」

「雨花とはお付きの宮女のことだね？　その子も、死体が、まだ見つかっていない。ほかのものはその場に捨て置かれていたのに、正妃さまとお付きの宮女のはどこにもなかったそうなんだ」

「だから、誘拐されただけ、と？」

　虎嬌が露露の背を支えるようにそばに立ち、その兄に重ねて訊く。

「ああ。それと、もうひとつ、理由があるんだ。殿下、殿下は御前報告会でお耳にされていらっしゃると存じますが、最近、景北内で若い娘がかどわかされる事件が何件か起こっておりますね」

　──かどわかし？

　露露は虎振を凝視した。

　一ヶ月前、まさに露露が誘拐されそうになったばかりだ！

「夕闇に紛まぎれて輿こしを襲ったのだとすれば、輿の中の人物が正妃さまだと気づかなかった可能性もございます。もともとお忍びでしたから、輿も市し井せいの大だい尽じんの娘御が使うようなものだったそうですし」

「正妃を狙ったわけではない、ということか？」

「御ぎよ意い。重ねてお伝え申しあげれば、景北の娘は、帝国で高値で売れるそうです。正妃さまほどの美貌であれば」

　さもありなん。虎振が飲み込んだ言葉は、その場にいるすべての人間の共通意識であった。

　すぐ志龍がみずからの手駒に命じた。

「港へ兵を派遣せよ！　荷を調べ、正妃が見つかるまでのあいだ、一いつ艘そうたりとも湾の外へ出すな！」

「御意！」

　すぐさま部屋を出て内宮へとむかった虎振のあとに倣ならうように、志龍も立ちあがり、

「後宮内の盗難については、正妃が見つかってから続きをしよう。予も、内宮へ戻る」

　障子戸へ歩み寄る。開け放たれたままのそれをくぐろうとして、一瞬立ち止まり、振り返る。

「……正妃と李雨花が心配なら、内宮へ来い。後宮のこのような最奥部まで、いちいち情報を流してやれぬ」

　露露は、もちろんうなずいた。




　露露がひとりでは心配だからと、尚食の仕事を引きあげた虎嬌はいっしょに内宮まで来てくれた。

　志龍の私室のひとつに場所を与えられ、そこでずっとそばで手を握ってくれているから、ともすれば散りそうになる露露の五感は、そこを拠点になんとか原型をとどめている。でも。

　──どうしよう……。

　露露はいま、罪の意識に苛さいなまれていた。

　──逢わないなんて、あたしが、もう絶対逢わないなんて誓ってしまったから……。

　順じゆん風ぷう耳じが露露の心の声を聞いてしまって、千せん里り眼がんが寒月の美貌を見つけてしまって、女神・如ラ浪ンが露露から寒月を取りあげてしまったのだろうか。

　──あんなの、本心じゃないのに！　毎日だって、逢いたいのにっ!!

　おのれのうかつな願いに、泣きそうになる。そのために寒月だけでなく、雨花まで危険な目にあわせてしまっているのだ。心がつらくて、壊れてしまいそうだ。

　──寒月……、雨花……、どこにいるの？

「露露」

　虎嬌が背なかに回していた腕に力が入る。名を呼んで励まそうとしてくれているのがわかる。

「……虎嬌……」

　露露は引き寄せられるまま、虎嬌の胸にすがりつく。そこから立ちのぼる彼女の匂いが寒月のそれとよく似た白檀で、露露はいっそう苦しくなった。

　──お願い寒月、無事でいて……!!

　正妃誘拐の報ほうを聞いて、どれほど時間が経たったのだろう。まだそんなに経っていないのか、それともずいぶん夜も更けてしまったのか。しかしいまだに正妃、あるいはお付きの宮女発見の報しらせはなく、城内は騒然としていた。

　志龍は姿を王子のそれにあらため、国王の臨時執務室ともいえる寝所に詰めている。そこには炎貴妃ら後宮の権力者三妃と尚しよう書しよ省しよう尚書令、中ちゆう書しよ省しよう令れいといった内宮の権力者たちが揃っており、どのようなかすかなものでも手がかりとなりうるものならば、すべてそこに集められるようになっているのだ。

　そしてそれを志龍は、わざわざ虎振に伝えて、露露たちの許に届けてくれていた。だが、どれもあまりにささやかすぎて、露露に安心をもたらしてはくれなかった。

　そんな折、部室の外のほうが突然騒がしくなった。

「……っ！」

　なにか、動きがあったのか。露露は虎嬌と顔を見あわせ、腰をおろしていた寝台から立ちあがる。しかし、それ以上は心が重たくて動けない露露の代わりに、虎嬌が衝つい立たてのむこうに顔を覗かせた。

　途端、場違いな歓声が廊下のほうからあがる。

「虎嬌！　やっと見つけたぁっ!!」

「捜してたのよ、虎嬌！　ねえ、柳りゆう露は？　柳露もそこにいる？」

　露露のことを柳露と呼ぶ宮女といえば、尚食のものだろう。

　──なんで、尚食の子たちが……？

　露露がそう思うのと、虎嬌が衝立から顔を引っ込めたのは同時だった。

「きみに用があるみたいなんだけど……、入ってもらってもいいね？」

　──質問じゃなくて、確認……？

　いまはそれどころではないと思ったが、虎嬌が入ってもらったほうがいいと判断した以上、そうすべきなのだろう。露露は、不審に思いつつもうなずいた。

　入室の許可を得たふたりの尚食内人は、ばたばたと足音高く露露の許に走り寄ると、いっせいに頭をさげる。

「ごめんなさい！」

「……え？」

　なぜ謝罪を受けたのかわからず聞き返すと、彼女たちは自身が手にしていた紙を、露露に差し出してきた。読め、ということだろうか。わからないなりにそれを受け取ると、彼女たちはいっせいに話しはじめる。

「あなたが、昼に、盗まれたものを調べてたでしょ？　あれ、ちゃんと答えなくってごめんなさい！」

「あたしたち、あのあとちょっとやっぱり気になって、ほかの尚の子たちはみんな答えたっていうし、なにを盗まれたのかぐらい、ちゃんと答えてもよかったよね、って話になって……」

「そしたら、なんか怖いことに気づいちゃって……。でも、コレってたまたまかもしれないし、尚食以外はそうじゃないかもしれないし、って思って……。ねぇ、柳露たちならほかの尚の盗まれたもののこともわかるでしょっ!?」

　ふたりは軽い恐慌状態に陥おちいっていたようだ。いっていることがさっぱりわからない。ただ、その青ざめた顔と尋じん常じようではないようすから、正妃誘拐に関して、なにか手がかりめいたものを見つけたようなことはわかった。

「落ちついて、ふたりとも。落ちついて、ちゃんと話してご覧。なにに気づいたんだい？」

　虎嬌がふたりをなだめているあいだ、露露は受け取った紙を開く。

　それは被害者の名まえと盗まれた物品、その特徴と時期が書かれたもので、露露と志龍が聞き込みをしていた際にほかの尚の宮女からもらったのとそう変わりのない一覧でしかなかった。

　──これの、なにが……、あれ？

　ほかの一覧は部屋に置きっぱなしなので比較はできない。ただ、記憶にある一覧に比べて、とある特徴を持った物品の盗難率が異常に高いのだ。

「花がついているものが妙に多い気がしない……？」

　内人が怯おびえたようにいう。

「できるかぎり盗られた順番に並べてみたの。そしたら、最初は装飾品ばっかりなのに、だんだん肌着とか短衣とかになっていって……。まるで誰かを飾り立ててるみたいでおかしいよね……？」

　ほかの尚でもそんな盗難品があった。花飾りや花模様がついたものばかりが立て続けに盗まれていた。露露の、寒月から結婚の約束にともらった血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしもそうだ。

　──そうよ、それに……。

　虎嬌が、らしからぬ震える声でいった。




「蓮花正妃は、後宮最大の〝花〟だ」




　露露を誘拐しようとした人身売買の組織ではなく、後宮に狙いを定めて計画的に犯行を重ねている真犯人がほかにいるのだ。

　部室の中に、寒々しい沈黙が満ちた。

　人身売買組織なら、すでに何件もかどわかし事件を起こしているので、当局がその実態を摑んでいてもおかしくない。いまだに正妃発見の報告があがってこないのはどうしてだろうと思いながらも、時間の問題だと、不安に流れそうになる気持ちを必死で押しとどめることはできた。

　だが、これは違う。これは、こんな手のかかったことは、思いつきでできることではない。誰かが蓮花正妃の誘拐を事前に計画立て、それになぞらえた窃盗を後宮内で繰り返し、そして正妃のお忍びという絶好の機会を逃すまいと今日犯行に及んだ、それほどのことなのだ。

　犯人の目的がわからない。目的がわからない以上、無事かどうかもわからない。

　──寒月……！

　体中から、力がいっせいに抜けていく。立っていることができなくてその場にくずおれる。耐えていた涙がこぼれる。

　──寒月……!!

　そのとき、部屋の外がふたたび騒がしくなった。

「露露！　虎嬌！」

　志龍の声だった。なにかあったのだろうか。

　虎嬌に手を引かれ、よろけながらもその場になんとか立ちあがる。足音は部屋の前まで続き、咳せき払ばらいもないまま、衝立をすり抜けて志龍が入ってきた。

「れ……、殿下？」

　少年の表情は、吉きつ報ぽうをもたらすものにしては硬かった。事実、彼が口にしたことは、吉報にはほど遠かったのだ。

「李り雨う花かが見つかった──斬られて、ずいぶん衰弱している。急いで来い」
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　はじめて見る志龍王子の姿に、恐怖も礼節も忘れて立ち尽くしていた尚食のふたりを後宮に帰らせ、露露と虎嬌は志龍の案内に従って内宮を移動する。

「運のいいことに急所をはずれていたようで、隙すきをついて逃げ出せたらしい。いま内宮の医局に運び込んで、手当てをさせている」

「よかった、生きてたんだ……。ねえ、蓮順、寒月は？　寒月はいっしょじゃなかったの？」

　志龍は首を振る。

「ひとりで歩いているところを、兵が見つけたそうだ。正妃と捕らわれていた場所を訊いたそうだが、恐慌状態を引き起こしていて、事情を聴き出せないでいるらしい」

「……」




　──なんで、雨花なの？




　露露は思わずそう口にしかけて、ぞっとした。

　雨花は正妃誘拐に巻き込まれただけの被害者で、いまはその命が無事であったことを喜ぶべきなのに、ほんの一瞬、なぜ見つかったのが寒月ではないのかと、友と恋人の命を天秤にかけてしまっていたのだ。

　──あたし、いま、なにを……。

　やがてばたばたと出入りする医女や兵の姿であふれかえった廊下のむこうに、医局が見えた。

「──殿下」

　そこで待っていた虎振が志龍に気づき、手招きする。彼の声にすばやくその場にかしこまる兵と医女のあいだをすり抜けて、露露たち三人は、医局の奥へと通された。

「……っ!?」

　寝台の上で雨花が怯えたようにちいさくなっていた。斬られたといっていたが、起きあがれないほどではないのだろう。

　ただ、体より心に負った傷のほうが、彼女にはつらかったようだ。

　下から見あげるようにして心細げに入室者たちを見ていた雨花は、露露の顔を見て、すがるように手を伸ばしてくる。

「雨花」

　名を呼んで、その手を握る。雨花は、露露の手の上にさらに手を重ねて泣き出す。

「ごめんなさい、わたし、正妃さまをお守りできなかった！」

　雨花の言葉に、露露はおのれの愚かさを思い知った。

　──あたし、なんてことを……！

　雨花は、蓮花正妃の正体こそ知らないが、露露が正妃のお気に入りであることは知っている。だから不安と恐怖と斬られた痛みに顔をゆがめながらも必死で謝っているのに、

　──あたし、なんで寒月じゃないんだろう、って……！

　罪悪感に胸がつぶされそうになる。ごめんなさい、ごめんなさいと謝り続ける雨花をそれ以上見ていられなくなって、

「──もういいっ!!」

　雨花を強く抱きしめた。

「もういいよ、謝らなくてもいいよ、雨花！　あんただって怖い思いも痛い思いもいっぱいしたのに……」

　それでも彼女の命を寒月のそれと比べて軽んじた後ろめたさから、どうしても「よく無事で」の言葉がいえない自分を苦々しく思っていると、不意に、鼻び孔こうをくすぐった匂いがあった。つんとした清涼感のある匂い──薄荷の。

「……雨花、あんた、薄荷の……」

「？　ここに運び込まれたときに、怖くて混乱していたから、殿下の侍じ医いさんが少し嗅がせてくれたの」

　露露は、瞬時に雨花から飛び離れた。ドン、と虎振の広い胸にぶつかってしまったが、気にする余裕もなかった。露露は訊いた。

「……あんた、誰？」

「露露？」

　志龍が、虎嬌が、虎振が、露露の問いかけに不可解な顔をした。そしてもちろん、雨花も。

「なにをいってるの、露露」

「雨花は、薄荷の匂いがわからない。なのに、あんたは薄荷を嗅がせてもらった、っていう。……あんた、雨花じゃないよね？」

「──っ!?」

　瞬時にぐいっと首根っこを引っ摑まれて、露露の体はおおきく後ろに引き戻された。志龍とともに、虎嬌と虎振の背後に庇かばわれる。

　雨花が傷ついた表情を浮かべてみせたのは、雨花じゃないよねと問うた一瞬だけだった。怪我をしているのがまるで噓のように俊敏な動作でその場にゆらりと立ちあがり、

「これは失態！」

　と、陽気な男の声を発した。

　そうしてぐるりと視線を巡めぐらし、高い位置から露露たちを見おろしてくる。雨花の自慢であった黒目がちのおおきな瞳を最大限に開き、あざけるような表情で一礼してみせる。

「そちらにいらっしゃるのは志龍殿下に相そう違いございませんな？　このような小娘の姿でお目め汚よごしご容よう赦しやを。わたしはタンロウ。アタヤ族のタンロウと申す」

「アタヤ族、だと……？」

　その名が出た瞬間、部室の中がかすかにざわめいた。室内にいる露露以外ものすべてが、その『アタヤ族』がなにか知っているかのようだ。

　──アタヤ族……？

　首を傾げていると、虎嬌が、雨花の体のなかにいるタンロウとやらを警戒しつつ教えてくれた。

「豹ひよう隠いん党とうのことだよ。以前教えたよね？　亜児美耶ああるすめいや人をこの国から駆く逐ちくするために戦っていた異能者がいた、って。彼は、彼らアタヤ族は、その異能者だ」

「よくご存知だ、おうつくしいお嬢さん。しかし、少し、説明が足りないのではないですかな？」

　虎嬌の言葉に、タンロウは続ける。

「われわれは、そこの志龍殿下の始し祖そたる蘇そ衛えい強きようが上陸する以前からこの島に住むアタヤ、という一族のものです。そして、そちらのお嬢さんがいったように、亜児美耶人をこの島から追い出すために、ずっと戦ってきた民族なのです」

　その言葉に、志龍が激げつ昂こうした。

「──忌いまわしき漂ひよう泊はくの民たみ、アタヤよ！　誰の許可を得て、景北に、王宮に足を踏み入れた!?」

　志龍は、短気や癇かん癪しやくを起こすようなところがないわけではないが、それでもこれだけ怒りをあらわにするのは珍しい。前に立ち塞がるふたりの武人を押しのけてまでタンロウと対たい峙じしようとするが、それはさすがにあえなく虎振によって禁じられる。

　だが、タンロウは、志龍の怒りを欠片かけらも気にしてはいなかった。むしろあえて志龍を挑発するように鼻でせせら笑う。

「許可？　そのようなものが必要なのですかな、アタヤの土地に、アタヤが戻ってくるために。そちらのほうこそ、お忘れでは？　あなた方の後宮が立っている場所こそが、アタヤの先祖の眠る場所、なのですよ？」

　──眠る……、墓所!?
















　足元を見遣って後あと退ずさりする露露に、タンロウはうれしげに笑う。

「そのように怯えてくだされば、こちらとしてもありがたい。ついでにこれにも怯えてくださいますかな？　われわれアタヤは、いつかあなた方南陽人から土地を奪い返し、南陽人を滅ぼすと呪のろいをかけたのですよ？」

「呪い……？」

「そう、呪い。おかげで、臆病者の南陽人は、景北の都でひっそりと暮らすわが同胞すら追い出し、かりそめの栄えい華がに必死でしがみついている。ですからね、教えて差しあげたのですよ、どれだけアタヤを追放しても、アタヤがこの地を取り返すことは造作もない、と」

　呵か呵かと笑うタンロウの言葉に、露露はようやく気がついた。

「まさか、後宮での盗難騒ぎは……」

「さよう、わたしめが、この娘の体を乗っ取り、行っていたこと。いやはや、たやすい、たやすい」

「──宋そう姱人の悪趣味なかんざし、アレ、中途半端に盗まなかったのは、どういうこと？　気づかせて、それでも自分の能力が上回ってるって自己主張したかったわけ？」

「──まさか正妃の誘拐もおまえたちが!?」

　それまで露露とタンロウのやりとりを黙って見つめていた虎振が、声をあげる。すぐさま彼は気がついたようだ。

　タンロウは、雨花の顔でにったり笑った。

「よく気づいたな、と褒ほめてあげたいところですが、残念ながら、違います」

「なんですと？」

「……正妃の誘拐は、おまえたちの仕し業わざではない、と……？」

　虎嬌と虎振がタンロウに問う。

「どうして、わざわざ、われらが同胞に累が及びかねない誘拐などする必要があるのですかな？　われわれは、あなた方に、いつでもこの土地を返してもらうことはできるのだぞ、とお伝えしたかっただけ。アタヤの土地に咲く後宮最大のニセモノの花。彼女にも少しだけわれらの脅きよう威いをお見せしようと思った矢先に、計画を無駄にしてくれた輩やからがおるのですよ。しかも、あろうことか奴らは豹隠党の名を名乗り、われらに濡れ衣を着せようとしている！」

　──ニセモノの花？

　露露はその言葉が妙に気にかかった。

　けれどもタンロウは、正妃の正体が楊よう寒月という星せい辰しんであることまでは知らないはず。ゆえに彼はあくまでも正妃が──否、蘇王朝縁ゆかりのものすべてが、アタヤの土地に相応ふさわしくない人間だといいたいのだろう。

　どうにもこのタンロウという男は、自尊心が強く目立ちたがりなふうがある。それもあながち間違いではないだろうと露露が思ったとき、志龍がお返しとばかりにせせら笑った。

「乗っ取りに夢中になるあまり、逆に乗っ取られたか。乗っ取りのアタヤの名な折おれよの」

　誇りを傷つけられたらしい。タンロウが一瞬苛いら立だちを顔にひらめかせた。しかし、すぐに偽善者めいた表情を浮かべてみせる。

「おっしゃるとおり、反論の余地もありません。そこで、やつらへの意い趣しゆ返がえしとしてですな、気まぐれではありますが、正妃を誘拐したものの居場所をお知らせにあがっただけのこと」

「……親切だな。そんなこと、信じるとでも？」

「信じる、信じないは、そちらの勝手。仇かたきの母親の命がどうなるかは、わたしのあずかり知らぬこと。ですが、それではね、我らが豹隠党の名を汚したものをのさばらせたことになり、いささか腹はらに据すえかねるのですよ」

「……それこそ、そなたたちで始末をすればよい。そなたたちの名を汚したものに加えて、国王の正妃の命も奪えて、一石二鳥だ」

「蓮順、勝手なこと言わないで!!」

　その奪われる命は、蓮順の母のものではない、露露の恋人のものだ。

　タンロウは、頭の悪い人間を相手にするように、あきれながら繰り返した。

「いいましたよ、われわれの同胞に累が及ぶようなことはしたくない、と。正妃の命まで取ってしまえば、累が及ぶどころの話ではなくなりましょう？　こうやって、わざわざ正体を晒さらしてまでお教えしたのです、さっさとあの胸むな糞くそ悪い連中を、片づけに行かれたらよろしい」

「……そうまでいうなら、おまえたちは、その胸糞悪い連中が誰か知っているんだな？」

　──虎振さん……？

　それは確認するかのような質問だった。奇妙に感じてタンロウを見遣れば、タンロウはただつまらなそうになりゆきを見守っている。

「……」

「……」

「……」

　志龍も、虎嬌も、虎振も、タンロウの言葉を信じあぐねて動けないでいた。

　だから、露露はみずから動き出すきっかけを作った。この場にいるもので、それができるのは露露だけだったから。

「──ひとは、噓をつくと、汗をかくわ。汗をかくってことは、その部分の体温が上昇するってことで、そうすると体臭が強まるものなの」

「……ほう？」

　タンロウが興味深そうに目を細める。その視線を真っ向から受けながら、露露はいい切った。

「あんたの体臭はさっきからずっと一定で、汗ひとつ、かいてない。あんたたち豹隠党の計画をおじゃんにした胸糞悪い連中を叩きつぶして欲しい、ってのは本心ね？」

　タンロウはにっこり笑った。途端、雨花の体はその場にぐにゃりと倒れ込む。伝えることを伝えたとばかりに、雨花の中から、出て行ったのだ。
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「露ろ露ろはああいったが、信じられるか、アレが」

　志し龍りゆうの問いかけに、董とう家の兄と妹は軽く目をあわせてからうなずいた。

「信じるしかないでしょう。後こう宮きゆう内であれだけ自由に盗みを働いてみせるだけでもじゅうぶんな示し威い行為になります。それなのに、正せい妃ひが出かけるのにあわせてわざわざ誘ゆう拐かいする必要はないでしょう」

「豹ひよう隠いん党とう──アタヤ族が犯人じゃないとすれば、だ。今回のお忍びは、急きゆう遽きよ決まったことだと聞いてます。他に内部事情に詳しいものが誘拐に手を貸した、ということになりませんかね？」

「その可能性もあるな」

「それだと、ちと面倒ですよね、誰だれが誘拐犯の協力者かわからない状態で、殿下や左右羽う林りん軍ぐんの御大将が動き回れば、情報が筒抜けになる可能性がある」

「ならば、軍を陽よう動どうに使いながら少数を動かすか？　虎こ振しん、そなたの手のもので、すぐに動けそうなのは何人くらいいる？　場所の特定もできてはおらぬし、相手が何人いるかもわからない状態である以上、ある程度の手て練だれを揃えて欲しいが」

「五、六人ならすぐに集まりますよ。ただ、問題は場所の特定ですよね。アタヤのやつめ、どうせあおるなら道案内まで務めろ、って……」




「──じゃあ、あたしが行く」




　露露は、虎振の言葉尻じりに乗るようにして、主張した。

「は？　なにを……」

　虎振が困ったものを見るような目で露露を見てくる。

　虎振がそんな目をむけてくる理由を、露露はもちろんわからないではない。

　虎こ嬌きようではないのだ、一介の宮きゆう女じよである露露が誘拐犯相手に戦うことなどできはしない。だが、露露には嗅覚という武器がある。おとなしく後宮内で、寒月の無事を祈りながら待つことなんてできない。

「あたしが、かん……じゃない、蓮れん花か正せい妃ひさまの居場所を見つける。出かける間際の正妃さまにお会いしてるから、匂においを追えます」

「匂いが追える、って……。露露さん、あんたの鼻のよさは虎嬌からも聞いてるし、さっきの薄はつ荷かとか体温云うん々ぬんとかで、なんとなくはわかったけど。でも、だからって……」

「──虎振、わたしが露露についていくよ、それなら問題ないだろう？」

　董家頭とう目もくにそういわれて、問題あり、といえる門もん下か生せいはいない。

　渋々うなずいた虎振に、いっしょに行くとごねる志龍を押しつけて、露露と虎嬌は後宮の通用門からではなく、街にむかって開かれた前ぜん宮ぐうを使って、正妃誘拐現場へと急行した。

　そこにはすでに国王か貴き妃ひあたりから内々に派遣された兵たちがうろうろとしていて、ひとでごった返している。そのうえ誘拐現場ということもあって、肌はだをちりちりと刺激するような殺さつ伐ばつとした雰囲気が漂っていた。

　虎振の武官服を借りた虎嬌がその場にいるのは問題ないが、後宮宮女の制服姿の露露は、変に目立つ。よって、現場から少し離れたところにある建物の陰にふたりは立ち、先発隊の動きを眺ながめていた。

　──寒月はまだ見つかってないみたいね……。

　それはほっとしていいことなのか、残念がるべきことなのか、いまの露露にはいささかわかりかねたけれど、

「──よし」

　スパン！　と両りよう頰ほおをひっぱたいて気合を入れる。

　露露は匂いを探すために、建物の陰から少しだけ踏み出す。潮を含んだ夕風が、停滞していた空気や匂いをゆっくりと押し流していく。

「……風だ……。露露、風もあるし、こんなにひとでごった返しているのに、ほんとうに匂いを追えるのかい？」

「よく知ってる匂いを探すだけだよ、そんな難しくないって！」

　尚しよう功こう香こう班はんでの訓練が効きいているのか、最近、特に嗅覚が冴さえてきていると、露露は感じていた。そのため、たとえ雑ざつ踏とうの中であっても、集中すれば、あのぎこちない香の匂いを確実に拾える自信があった。

　それなのに、

　──ぎゃあああああっっ!!

　出かける前に逢あったときの匂いを思い出そうとすると、必然的に口づけされそうになったことまで脳裏に蘇よみがえってしまう。おかげで露露はうまく集中できず、想像以上に手間取る羽は目めに陥おちいってしまった。

　集中するそぶりを見せた途端、急にその場に座り込んでしまった露露に、虎嬌が気遣うように声をかける。

「……露露、だいじょうぶ？」

「……うん」

　──集中、集中するのよ、あたし!!

　立ちあがり、そう思えば思うほど、焦りにますます気が散ってしまう。情けなくて泣きそうになったとき、

「……っ！」

　ふわり、と探していた白びやく檀だんの匂いに包まれた。虎嬌が、背後からぎゅっと露露を抱きしめてくれたのだ。

「虎嬌？」

「慌てないでいい、だいじょうぶ。きみの想おもいびとはわたしが助けてあげるから。……ほら、いま、きみがすべきことはなんだい？」

　虎嬌が、低くやわらかな声で、確認してくる。それは、彼女から届いてくる酸味の効いた上品な白檀の香りとあいまって、露露に落ちつきを取り戻させた。

　体の前に回った、虎嬌の腕うでを軽く叩たたく。もうはずしてもだいじょうぶだという合図だ。するりと腕は解とかれ、露露を包んでいた香りが遠ざかる。振り返らずに、友に答える。




「──寒月の、匂いを探すこと」




　夕風の中の潮の匂いを、まずは遮しや断だんする。近くの路みちを埋うめていたたくさんの屋台を思い出し、屋台で売られていたものとそれの放つ匂いを丁寧に結びつけながら、ひとつひとつ、消していく。

　兵が纏まとっている革鎧の臭い。路を行きかうひとびとの汗あせの臭い。どこからともなく届く悪臭は、その辺に打ち捨てられたゴミが発しているもの……。

　そんなふうに、蓄積していた記憶の中のにおいと現実にそこにあるにおいをあわせて意識外へ追いやっていくうちに、露露は、やがてひとつの匂いを探り当てた。露露が作った、ちぐはぐなあの香の匂いだ。

　誘拐犯に捕らわれた寒月は、ひょっとすると露露が捜しに来るかもしれないと思っていたのだろう。連れ攫さらわれながらも可能な限りあちこちへ触れて、露露に目印ならぬ匂い印を残してくれていたのだ。

　──わかってるじゃない！

　露露は虎嬌を振り返り、

「こっち！」

　とひと声かけると駆け出す。

　虎嬌は、近くを歩いていた兵に虎振への伝言を頼むと、露露に追いつくよう走り出した。

「ほんとうにわかったのかい？」

「うん。寒月、あちこちになるべく触って、匂いを追えるようにしてくれているみたいなの」

　立ち止まっては匂いを確認し、また走り出す。それを何回か繰り返したときのこと、ふいに獣けものの臭いが露露の足元で強くして、視線をさげると黒犬が並へい走そうしていた。

　──犬？

「そのまま直進を」

　と、突然その犬が声を発した。

「──犬がしゃべった!?」

　びっくりして立ち止まった露露の肩を叩いて、虎嬌も足を止める。

「さっきのアタヤ族だ。タンロウだよ」

　すると黒犬までも走ることをやめ、それどころか奇妙に人間じみた表情を浮かべて、露露と虎嬌を見あげてくる。

「さすがに、董家頭目、気配でお気づきかな？　あれだけ兵を出しておきながらなかなか正妃の場所に辿たどりつけないものばかりだから、さてどうすべきか悩んでいたのですよ。あなたがたがお越しとは助かった、話が早い。案内をしましょう」

　だが、露露は首を振った。

「だいじょうぶ、もうだいたいわかってるから！」

「……？」

　迷いなく的確に正妃の捕らわれている方向へ走っていく露露の後ろ姿を首をひねって見ている黒犬に、董家の頭目がくすりと微び苦く笑しようを漏もらす。

「彼女の鼻はおまえのその入れ物並みにいいんだよ。信じられないだろうけどね」

　そして頭目もまた露露のあとを追い駆け出す。

「……」

　やがてふたりはタンロウの白黒の視界の中で、彼が案内しようとしていた場所──貧ひん民みん屈くつよりやや手前にあるだけの小汚い宿屋に姿を消した。間違いなく正妃がそこにいることを、タンロウは知っていた。

　ふたりをそこへと導いた露露とやらの、驚異的な嗅覚。かつてのタンロウの仲間にも、そんな異能者がいた。

　タンロウは、誰ともなしにつぶやいた。

「もしや、リョウケンビ、か……？」





２






　──ずいぶん、手て際ぎわがよいものだ。

　乗っていた輿こしが襲撃され、ほとんど無抵抗のまま供回りのものが次々と斬り殺され、問答無用で捕らわれたときの、寒月の感想はそれだった。

　──炎えん貴き妃ひのてのひらで踊おどらされているだけだというのに……。







（そなた、確か、腕に覚えのひとつやふたつ、あったよの？）

　国王陛下の寝所に集まっての報告会の帰りに部屋にやってきた炎貴妃が開口一番そういったのは、後宮で盗難が頻発し、と同時に景北に豹隠党を名乗るものたちが暗あん躍やくしはじめた頃だった。

　貴き妃ひに椅い子すを勧め、貴妃の前で臣しん下かの礼を取りながら、寒月はその問いに答えた。

（星辰ゆえ、それなりには）

（そうよの、星辰は、戦闘人形とも呼ばれておったのだった。あの柳りゆう露ろとかいう、青せい桐どうイネ族の娘を殺すよう仕むけたわらわの手のものを、斬ったのもそなたであったの）

（……御ぎよ意いにございます）

　ふむ、とうなずき、郭かく大だい姉しが運んできた茶に、貴妃は手をつける。

　帝国がその版はん図とを拡げる大陸にあまた存在する少数民族の中に、星辰と呼ばれる性別を持たない子を産む民族がある、といわれている。

　星辰は、何十人にひとりの割合でしか生まれず、また長じてのちは男にも女にも性を自由に入れ替えることができ、伴はん侶りよを得る頃になってようやく性別が安定するという特異体なのだ。そして、そのような性質ゆえか類たぐい稀まれなる美び貌ぼうに生まれつくものが多く、陽である男性性と陰である女性性を併せ持つ星のように美しい存在、ゆえに星辰と呼ばれている。

　だが、この星辰には、実はもうひとつ広く知れ渡った名があった。炎貴妃の口にした、戦闘人形というのがそれである。星辰に生まれついたものは、すべからく超人的な戦闘能力に恵まれ、大陸で相あい次ついだ戦の終結には必ず勝者の側に星辰の存在があった、とまことしやかに囁ささやかれているのだ。

　とはいえ、寒月自身はおのれがさほど戦闘能力に恵まれているとは感じていないし、たぶん、他の星辰に尋たずねたところで同じ答えが返るだけだ。

　ならばなぜ、戦闘人形などとまがまがしい名で呼ばれていたのか。

　それは、星辰を産み落とす民族の名が世に伝わっていないことが理由であった。すなわち、その少数民族自体が、主に暗殺業を生なり業わいとする闇やみに生きたまつろわぬものたちであったからなのだ。

　彼らは、星辰という存在を表裏問わずに活動させることでそれを隠れ蓑みのとし、帝国で暗躍を続けていたのだという。

　それらがどういう過程を経へて、南なん陽よう王国で寒月の先祖となり、寒月が生まれたかはわからない。それでも剣を帯び、地道に鍛たん錬れんを積んだ腕には、体内に流れる戦闘人形としての血を超えて、それなりに自じ負ふするものがある。

（寒月）

　なにやら考えていたふうの炎貴妃が、不意に寒月に奇怪な提案をしてきた。

（そなた、一度正妃として誘拐されておくれではないか？）

（……は？　それはいったいどういう……）

　貴妃はその百合の花にも似た、年齢による衰おとろえも知らぬ豪ごう奢しやな容よう貌ぼうにたくらむような笑みをひらめかせ、寒月を手招いた。そばによると、濃厚な百合の香りの中、炎貴妃は笑う。

（陛下のお命が危ういいま、このまま代替わりしては困る、権力に是が非でもしがみついていたいものがおろう？　それら、そなたとわらわを失しつ脚きやくさせたい奴輩が、豹隠党の仕し業わざだとされる後宮での窃盗に加え、やはり豹隠党を名乗る都を騒がすものどもの動きにかこつけて、そなたの誘拐をくわだてておると密告があったのよ。──炙あぶり出すぞ）

　たとえ正妃が存在するとはいえ、炎貴妃が事実上の後宮の長であることは、長年赤せき紫し城じように働くものであればみな知っている。そう長くはないといっても、彼女が後宮に君くん臨りんする以上、密告という形でおもねるものも少なくはないのだろう。

　寒月は、最愛の少女がやりがいを持って働いている場所が、ふたを開けてみればそんな伏ふく魔ま殿でんであることをやや残念に思いながら、問いを重ねる。

（……炙り出すとおっしゃられても。その方法は？　誘拐をくわだてているのがどなたかは存じませぬが、わたしが隙すきを作ったとして、そうやすやすと動きますでしょうか）

（動く）




　炎貴妃は嫣につ然こりとした。




（蓮花正妃が男だと耳に入るようにして、たきつけておいたゆえの。いまごろはよい情報が手に入ったと狂きよう喜きしておろうよ）




　そのために、わざわざ愛妃の娘の出産見舞いをお忍びで敢かん行こうした。

　犠牲になった供回りには申し訳ないが、大事を未然に防ぐためのもの。結果として、彼らでなければ、他の誰かが同じ目にあわざるをえない犠牲であったのだ。

　──どこで輿を襲撃すれば、効率よく動けるか。目撃者を少なくすますことができるか。計算し、指示をくだしたものがいたはずだ。

　だが、残念なことに、寒月は捕らえられてからこのあばら家めいた場所に運ばれるまでのあいだ目隠しをされていて、この誘拐の事実上の首謀者の顔どころか、どのような道順でここまでやってきたのか、わかっていないのだ。せめてもの抵抗に、あちこち露露の作った素そ朴ぼくな香の匂いを擦こすりつけてきたが、それさえ露露が動かなければ意味がない。

　──なんとかしなければ……。

　炎貴妃がわざわざ寒月に「腕に覚えはあるか」と尋ねたのは、寒月が剣を使え、己おのれでわが身を守れることが前提にあったに違いない。

　つまり、正妃と貴妃を失脚させたいものが、「正妃は男が成りすましている」という情報を明らかにするだけでなく、その場で殺そうとする可能性も視野に入れていたのだろう。

　しかし、

　──この場合も、お考えの余地に入れていただいていたのか……？

　もう四年のつきあいになるとはいえ、さっぱりその考えの読めない女め狐ぎつねの顔を思い、寒月は心の中で嘆たん息そくする。

「絶世の美女だとは聞いていたが、まさかこんなにも別べつ嬪ぴんだとは……。三十を超えたトシマには、とてもじゃねえが見えねぇな」

「あと半刻後にお迎えが来るんだったよな？　なにもしないまま引き渡すのももったいねぇなぁ」

　寒月の目隠しを取りながら、そういって、ふたりの男がニヤニヤと下げ卑ひた笑みをむけてくる。どうも彼らは、ただ蓮花正妃を誘拐するためだけに雇われた男たちのようで、それ以上の情報は行き渡っていないようなのだ。

　しかも、暗がりに目が慣れ、ふたりの顔がはっきりと見えはじめてわかったが、寒月には彼らの顔に見覚えがあった。

「振るいつきたくなるほどの別嬪だ。気持ちはわかるが、手ェ出すなよ。大陸に売り飛ばす商品とは訳が違う」

「わかってるよ！　せっかく自警団のやつらんとこから出してもらったんだ、豹隠党の名の下に、おとなしくしておくさ」

「つっても、偽豹隠党だけどよ！」

　──露露を売ろうとしていた奴らか！

　耳みみ障ざわりな声を張りあげて笑うふたりのほかに、寒月の捕らわれている部屋にはひと影はない。誘拐されたときに輿こしを囲み、運び手やら兵やらを倒していた残りの何人かは、このあばら家のどこかにいるのだろう。

　──一度に全員は無理でも、この縄なわさえはずせればこいつらぐらいは……。

　後ろ手に縛られているが、足は自由。やろうと思えば体術も学んでいたので戦えないこともないが、寒月は蹴しゆう撃げきはさほど得意ではない。だから、縄を解ほどかせ、剣を奪う隙を探しているのだが。

　──先に服を引き剝はがされるのも困る。

　この偽豹隠党の前で男性体になってしまうと、半刻後に迎えに来るという炎貴妃と蓮花正妃の失脚を願うなにものかの思う壺つぼとなるのだ。

　だからといって、この好色そうな野郎どもの前で女性体のままでいると、身の危険を感じる。

　──どうしよう……。

　寒月が、胸元にむかって伸びてくる腕に対して、本気でのけぞった瞬間だった。




「寒月──ぅ!!」




　聞き馴な染じんだ、いとしい露露の声が聞えたのは。そして、まるでそれを搔かき消すように、鈍い打撃音と蛙かえるがつぶされたような苦く悶もんの声がいくつもあがったのは。

　ばたばたとやかましい足音がして、別室にいた残りの誘拐犯のうちの三人が、部屋に転がり込んできた。

「お、おいっ！　やばいぞ、早く正妃をなんとかしろ!?」

「なんとか？　なんとかって、どうしたんだ!?　なにがあった!?」

「わからん！　なんか妙な女ふたりがいきなり入ってきて、そのうちのひとりがめっぽう強いんだ!!　他の奴らはみなやられちまった!!」

　──妙な女ふたり？　めっぽう強い……露露と琥こ珀はくさまか!?

　寒月はためらわず声を張りあげた。

「ここだ、露露!!」





３






　寒月が残してくれていたいびつな匂いの印は、貧民窟よりやや市側にあるだけの、利用者の層がまるわかりのあばら家のような宿に続いていた。

　虎嬌が、宿の全貌を見あげながら、短く問うてくる。

「……ここ？」

「う、うん」

　露露は一瞬ためらったのちに、うなずく。

　実はタンロウの案内をだいじょうぶだと断れるほど判はん然ぜんと残っていた香は、その出入り口でかすかに乱れていたのだ。

　宿から漏れる酒や食べ物の匂いや、宿泊客の鼻が曲がりそうな体臭にまじって、露露が尚功で使わせてもらっている上質な白檀に似た香こう気きがそこに漂っていたからだ。しかもそれは、宿のなかから外へ流れていて、外から内に運び込まれた寒月の香を打ち消しかけている。

「露露？　どうかした？」

　迷いなくここまできたときと異なり妙に歯切れの悪い露露を、虎嬌がいぶかしむ。

「……ちょっと匂いが混ざってて……」

「……ここじゃない？」

「う、ううん、ここよ。ここだと思う、けど……」

　露露は宿の周囲を見回す。

　片方の手で数えられるほどのひと影が周囲にはあったけれど、香を薫き染めるような習慣を持つ身なりのいいひとの姿はどこにもなかった。

　──あんな上質な香を使える身分のひとが来たり、泊まったりしそうな宿じゃなさそうなのに……。

「ここで間違いないのなら、突撃あるのみだ。行くよ？」

「う、うんっ」




　そして露露は、虎嬌が女の身でありながら、武家の頭目を名乗っている真の理由を目まの当たりにすることになる。




　虎嬌は、容よう赦しやしなかった。

　それが、正妃誘拐の犯人一味であろうとただの宿泊客であろうと、行く手を遮ろうものなら瞬時に床に叩きつけていった。拳こぶしと手て刀がたなと肘ひじ、膝ひざと足甲あしのこう。文字どおり、身ひとつだけで。

　しかもそれを表情もなく淡々とやってのけるため、間もなく、彼女の前に立つものは誰ひとりとしていなくなった。鬼人のような絶対的暴力を目の前にして、意識を保っているものはすべて戸のある部屋に息をひそめて隠れてしまったのだろう。

　死し屍し累るい々るいとばかりにおのれの倒した人間が苦く悶もんの声をあげて床でのたうっているのを背にし、代わりにすっきりと開けた前方を指差して、虎嬌はなにごともなかったかのように微笑した。

「動きやすくなったね」

　──そういう問題ではないと思うんだけど……。

　同輩の想像を絶する強さに、露露はうまく笑い返せない。けれど、

「ほら、寒月どのを捜さないと！」

　そう、ぽん、と背なかを叩かれると、いつの間にか固まっていた体も動き出す。鼻をうごめかし、寒月の香を探す。が、

「……やだ……」

　虎嬌が大暴れした際に空気が入り混じり、寒月の香がすっかり消えてしまっていた。なので露露は大声で呼ぶ。

「寒月──ぅ!!」

　返事は、すぐにあった。

「ここだ、露露!!」

　虎嬌を見る。虎嬌も露露を見返していた。声は、地下から聞こえた。

　床にのびていた宿の店主らしい男を引き起こし、虎嬌がそのひげ面づらを平手打ちする。気つけのつもりらしい。運よく気を取り戻した店主から地下への入り口を聞き出し、ふたたび眠らせると、虎嬌は先に駆け出す。

　そのあとを追って地下への階段をおり、寒月が捕らわれているらしい部屋を見つける。露露が作ったぎこちない香は、間違いなく、そこから漂っている。

　露露は、虎嬌を追い抜いてその部屋へと飛び込んだ。




「──寒月！」




　日の差し込まない、薄暗い部屋。床に置かれた小ぶりの灯とう籠ろうが唯一の光源。その中で、

「そこまでにしておけ、それ以上近づくと、正妃の命はねえぞ」

　誘拐犯のひとりに、正妃姿の寒月が盾たてに取られていた。

　──ど、どどどどうしよう!?

　が、

「自分の身ぐらい、守れよう？　寒月どの」

　露露に斬りかかろうと近寄っていた男を蹴り飛ばし虎嬌も部屋に入ってきたが、彼女は寒月に対しても容赦なかった。ここまで来ていながら、救い出すつもりはないらしい。

「虎嬌！　寒月は……」

　捕まっているのよ。そう露露が友人に訴うつたえようとしたとき、その捕らわれている寒月自身が、女性的な艶つやのある声のまま、実に情けなさそうに謝った。

「琥珀さまにまでご足そく労ろういただき、申し訳なく思います。ですがあいにく、手が縛られておりまして……」

「はずせないのか？」

「──いま、はずれた！」

　ぱらりと、音を立てて縄がはずれた。瞬間、虎嬌は一いち味みのひとりが取り落とした抜き身の剣を寒月の方へ蹴ける。椅子から立ちあがった寒月はすかさずそれを拾いあげ、

「……久しぶりに、本気で恐怖を覚えたよ。その礼だ、受け取れ！」

　訳がわからないまま棒立ちになっていた見張りふたりに斬りつける。ふたりは、さしたる抵抗もできぬまま、どう、と背なかから床に落ちた。

「……首しゆ謀ぼう者しやを吐かせるために、生かしておきますか？」

「それは上で寝ているものにさせればいい。きみの正体がばれてしまうだろう」

「そうですね」
















　蓮花正妃が寒月という名まえで、縄抜けができ、おまけに剣を振るって戦えることを知ってしまった見張りふたりは、それらをまったく知らず階上で悶もん絶ぜつしているものたちとは違うのだ。

　寒月と虎嬌は冷淡な判断をさらりとくだし、寒月がいま倒したばかりの男たちへ、それぞれとどめを刺していく。

　そういった光景を目にするのはこれで二度目だが、露露は我が慢まんしきれず、顔を背そむけた。そこへ、

「露露っ!!」

　寒月が声を荒らげた。灯籠の明かりが届かない部屋の隅で息をひそめ、機会を窺うかがっていた男ふたりが、左右同時に露露へ斬りかかったのだ。

「──っ!?」

　悲鳴をあげる間もなかった。代わりにヒュン！　と鋭い風切り音がして、左右同時に短い呻うめき声があがり、ものがどさりと落ちる音がした。倒れ込んだふたりの男は喉のどを押さえ、苦しげに足をばたつかせていたが、すぐに力尽きたようにおとなしくなった。

　前をむけば、露露を庇かばうために飛び出しかけていた寒月が、驚きよう愕がくに目を見開いている。その視線は露露を飛び越え、背後の虎嬌へとむけられていた。

「……？」

　振り返れば、なぜか虎嬌は両手を広げていて、それをゆっくりおろしているところだった。

「……なにか、した、の……？」

「ちょっとね。……それより、寒月どの、手は？」

　にっこりと笑って露露を追い越し、立式の略りやく礼れいを行う寒月の前に虎嬌は立つ。挨あい拶さつもそこそこに組んだ指をはずさせ、その右手首を、灯籠の明かりに照らすようにする。

　寒月が、質問に答えた。

「擦すり傷ができた程度です。縛られるときに、少しねじっておきましたので」

「その割には時間がかかったようだ。傷も、必要以上に負っている」

「若じやく輩はいものゆえ」

　ふん、と今度は左手を取り、傷の具合を確かめはじめる。そこへ、今度は寒月が尋たずねた。

「アンキ、ですか」

「不本意だが」

「教えを請こいたいのですが」

「必要な身か？」

「いまはまだ。ですが、いずれ」

「……機会があるならば」

「感謝します」

　露露にはさっぱり理解できない妙に武人っぽいやり取りが終わったちょうどそのとき、階上が急に騒がしくなった。

　虎嬌に怯おびえて隠れていたもの、あるいは眠らされたものたちが動き出したのかと思い意識をむければ、先に、

「来たようだ」

　と虎嬌が薄く笑った。そして、露露を促して歩き出す。

「さ、露露、帰るよ」

「へ？　あ、は、はい……って、誰が来たの？　っていうか、寒月は？」

「彼はだいじょうぶ。上のやかましいのは太たい子し府ふの連中だ。伝言を頼んでおいたんだよ」

　虎嬌の言葉に、寒月もうなずく。

「志龍殿下の臣下に手柄を立てさせるいい機会だろう？　おれは彼らといっしょに城まで帰る」

「手柄といっても、もう後することといえば後片づけぐらいだ。せいぜいおおげさに連れて帰ってもらえばいい」

「そういたします」

　いつのまにそんな打ち合わせがなされていたのだろう。露露は、訳のわからない軽口を叩たたきあうふたりを見ていたが、虎嬌になかば引きずられるようにして部屋の外へ連れ出されてしまった。

「──またあとで」

　そんな寒月の言葉を背なかに受けて。
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　貪タン狼ロウは、水中から水面へ向かって浮上するような感覚とともに目を開けた。

　──戻ってこられたか……。

　他人の精神を押しやり体を乗っ取るのは彼の得意とするところだが、それでも今回のように長時間、頻ひん繁ぱんに行うことは稀まれだ。気を抜くと本体のことを忘れ、入れ物のことを自身の体だと錯覚しそうになることも多く、ずいぶんひやひやした。とはいえ、

　──先祖の加護が効いた、ということか。

　半年ほど前から、南なん陽よう人と結婚して景けい北ほくに隠れ住むかつての仲間たちが、先祖の眠りが浅くなったのか土地がかすかに震えたり、血が薄まることで弱くなっていた異能が急に増ぞう幅ふくしたといっていた。後宮を混乱させるついでに原因を調査しようと入り込んでみたが、まさか、アタヤの血を引く娘がそこで起き居きよしていたとは、さすがの貪狼も、予想すらしていなかった。

　おかげで貪狼の異能も力を増し、後宮内に場所を限定すれば、一ヶ月近く連続で乗っ取りを行っても、本体に戻れなくなったり、入れ物が壊れたりすることはないようだ。

　どういうわけか南陽人に組みしているあの凌リヨウ犬ケン鼻ビの存在は邪魔だが、それさえ避けてひそめば、後宮どころか赤紫城全体に混乱を招くのもたやすい。

　──しかし、すぐには動き出せないだろうな……。

　ほとんど伝説上の存在であったアタヤ族のことを、平和惚ぼけした蘇そ王おう朝ちようの面々に再認識させたばかりなのだ。必要以上に警戒しているに違いない。そのうちアタヤ族が生活の拠きよ点てんとしていた美び景けい山さん脈みやくの山狩りすらはじめることだろう。

　──まあ、そうやって、せいぜい気を張っていることだ。

　ちいさく嘲あざ笑わらった貪狼は、古びた巻物を手に取った。蠟ろう燭そくの頼りない明かりの中で、それを広げる。丁寧なアタヤ文字がびっしりと書き込まれたそれは、帝国の、そして周辺諸国の興こう亡ぼうを綴つづったものだった。

　本朝の歴史だけを見ていればわからないが、こうやって帝国の、周辺諸国の歴史を眺めていると、見えてくるものがある。

「……志し龍りゆう、といったな、あの王子」

　緑に、茶にと光の加減で色を変える不思議な瞳ひとみを持つ少年の、品のいい整った顔を思い浮かべる。

　ずいぶん脆ぜい弱じやくな王子だと噂うわさに聞いていた。どういう考えで女装して後宮内をうろついていたのかは不明だが、その奇行に、いろんな意味でこの国の行く末を見たような気がしたが、それでもなかなかどうして為政者としての顔は持ちあわせているようだ。

　──もっとも、出遅れ感は否めないがな……。

　ふと思い立って、貪狼は別の巻物を手にした。蘇そ王朝の家系図だ。蘇衛えい強きようからはじまり、いくつもの名が書き込まれ、志龍の名で、止まっている。王位を継つげない女児の名まえは記録としても残さないために、まるで現国王には子がひとりしかないように見られる。

　──これも、王朝の寿命か。

　他の王朝の家系図を開くべくもなく、貪狼は知っている。

　二百年近く生きてきた国では、その末期に近づけば近づくほど、王家に名を連ねるものがゆるやかに、かつ確実に減少していっていることを。つまり、王家に、王位を継ぐべき男児が生まれなくなってくるのだ。

　それがどんな意思の力が働いてのことかはわからない。だが、美景島に南陽王国をいう名が冠かんされ、蘇衛強によって王朝が築かれ、約百五十年。まるでそれを証明するかのように、現国王には世子と呼べる男児は、わずか十三歳の志龍ただひとり。

　──蘇王朝最後の王となるか、それとも蘇王朝を生き長らえさせる王となるか。

「楽しみだなぁ、凌犬鼻？」





４






　結局、どこでどう役割分担が決められていたのか。

　虎こ嬌きようとともに志龍の待つ内ない宮ぐうに戻り、寒かん月げつが無事であること、首しゆ謀ぼう者しやらしきものの姿はなかったことといった簡単な報告を虎嬌が行っていた際に、お忍びで出かけられて誘ゆう拐かい事件に巻き込まれた蓮れん花か正せい妃ひが、太子府の率そつらによって救出された、との一報が届けられた。

　と同時に、誘拐の実行犯も捕らえたが、犯人の七名中五名が捕とり物ものの途中で死亡。生き残ったふたりに内情を聞こうとしても、「鬼まものが……鬼が……」となにかよほど怖い思いをしたのか、うわごとのようにそればかりを繰り返し埒らちがあかない、と困惑したような報告も届いたが。

「……」

　志龍はちらりと報告書から顔をあげ、不本意そうに口をつぐんでいる虎嬌を見やった。

「鬼、だそうだ」

「惰だ弱じやくな男が増えましたからね」

　露ろ露ろが思わず噴ふき出すと、

「きみは、命の恩人に対して、もう少し敬意を表すべきなんじゃないかな？」

　と満面の笑みを浮かべたまま、虎嬌に頰をぎゅうぎゅうとつままれた。痛い痛い。







　生まれてはじめて唇くちびるに差す紅べには、妖よう艶えんな女の匂いがする。

　今晩呼び出されるのはわかっていたので、簡単に化粧をして、髪を丁寧に梳くしけずり、結いあげ、血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしをつけようとしたら、

「それは男の役目」

　と虎嬌にとめられてしまった。

「噓」

「噓じゃない。だいたい寒月どのは、かんざしを手渡すなんて、無ぶ粋すいすぎるよ。結婚の約束にと渡すときくらい、髪に挿させばいいのに」

「……」

　虎嬌がどうにも不ふ機き嫌げんだ。逆さからってますます気分を害するよりは、おとなしく従ったほうがいいだろう。寒月に頼むまでもなく、待ち合わせの場所にむかうあいだにちょっと挿せばいいのだから。

　そう思ってかんざしを布に包み、懐ふところにしまう。

　するとさげた視界に映りこむ、その牡ぼ丹たん色いろの短衣シヤツ、その薄うす赤あか紫むらさき色いろの腰衣ズボン。寒月に仕立ててもらったものだ。

「……」

　袖そでを通してはじめて気がついたのだが、短衣にはとても上等な絹を使っていた。鮮やかな牡丹色を引き立てる光沢が期待を裏切らないさらさらとした絹の肌触りは、体だけでなく心もくすぐる。

　腰衣もそうだ。踝くるぶしまで届く長さに加え、少し歩くだけでも軽やかにひらひらと揺れるよう作られていて、その波打つさまが楽しくて、ちょっとばかり恥ずかしい。

　ごわごわとした肌触りの青桐イネ族の衣装に馴な染じんでいる身としては、衣服ばかりではなくなにやら自分までが上等な人間になったようで、ドキドキしてしまう。

　そんな露露を落ちつかせるために、虎嬌は微苦笑していってくれた。

「さすがというべきかな？　とても似合ってる。寒月どのも、喜んでくれるよ」

　少しして笛ふえの音ねが聞こえたので、先に休んでいるように虎嬌にいって露露は部屋を出た。

　宮きゆう正せいの目をくぐり抜けて、いつもの待ち合わせ場所へむかうあいだ、露露は自分の気持ちがいつもとどこか違うことを感じていた。

　──なんだろう、この気持ち。

　うれしいのも同じ、気恥ずかしいのも同じ。胸が高鳴るのも以前と同じなのに、どういうわけか、なにかが違う、なにかが変わる、なにかがはじまる。そんな期待感にも似た感情が、心のどこかにあることに気づいたのだ。目をそらしたくても、気づかないふりをしたくても、そらせない、無視できない、甘あまい期待感。

「……寒月……？」

　いつもの欄らん干かんに座っていた想いびとが、露露の気配を悟さとり、視線をあげる。途端、笛の音が止まった。

　一瞬の静せい寂じやく。

　寒月が、青せい桐どうイネ族の民族衣装でもなく、宮きゆう女じよの制服でもなく、もちろん夜よ着ぎでもない姿の露露を見たのは、はじめてのことだった。だからだろうか、言葉が遅れた。




「季節はずれの花はな梅うめの精霊が舞い降りたのかと思った」




　それは、露露にとっては最大の賛さん辞じ。泣き出しそうなのをこらえてそばに寄る。懐ふところから布を取り出し、それを開きながら寒月へと差し出した。

「そう思うなら、これは、寒月がつけて。このままじゃ、花梅の精には不完全だわ」

「……」

　寒月は露露のてのひらから布ごとかんざしを取りあげた。だが、それと露露とを見比べたまま、いっこうに露露の髪につけようとはしない。

「……どうしたの？」

　不思議に思って問いかけると、寒月が微笑ほほえんだ。

「完全な花梅の精にしてしまったら、春にしかきみと逢えなくなる。もうすぐ冬なのに、それは困るな、と……」

「ばかねえ」

　いって、露露は寒月の胸に身を寄せる。優しく背に腕が回され、品のいい白びやく檀だんの香りに包まれる。

「花梅は、百ひやつ花かに先駆けて花を開かせるのよ？　短い冬が終われば、真っ先にあんたに逢いに行くのに」

「それでも、冬のあいだは確実に露露に逢えない」

「花はないけど、木はあるわ。木のそばであんたが笛を吹いてくれるなら、あたしはいつだって花を咲かせる。寒月が好きよ、って囁ささやき続けてあげる」

　顔をあげ、寒月の闇色の瞳を覗のぞき込めば、寒月もまた露露を見つめていた。それがなんだかとても楽しくて、露露はかんざしをつけるよう、催さい促そくした。

「恋人の髪にかんざしを挿すのは男の役目なんだって！　ねえ、つけて。あたしを、寒月だけの花梅の精にして？」

　寒月は、今度は素直に従った。体を少し離し、髪に触れる。

　瞬間、露露の首筋がぞくぞくと粟立った。身震いするような感覚に胸が詰まる。

　かすかな振動があり、寒月のおおきな手が頭から離れる。かんざしが、髪に飾られた。

　──あ。

　もう少し触れていて欲しかったと、あのぞくぞくする感じをもっと味わっていたかったと、露露は残念に思う。

「……なに？」

　露露がどこか心を残したようすであるのに気づいたのだろう。寒月が軽く首を傾かしげて問うてきた。

　露露は慌てて首を振り、その場を取り繕つくろうために、以前から気になっていたことを話題にのぼらせる。

「あ、あたしの作った香、やっぱり不ぶ恰かつ好こうね。こうやって近くに寄ると、ますます白檀が強く匂ってしまう」

「そうかな？　おれは気に入っているけれど？」

「寒月はだって、そんなに匂いがわからないから気にならないのよ。荷か葉ようみたいな香を作れる、青せい竜りゆう諸島からの使者さまが聞いたら、絶対ばかにされ──っ!?」

　唐突に抱きしめられて、露露は続きをいい損そこなう。かわりに寒月が言葉を継いだ。

「気にならないんじゃない。露露が、おれのために作ってくれたはじめての香だから、おれは好きになったんだ」

「……」

「青竜諸島の使者どのにばかにされてもいいだろう？　そうすれば、ますますこの香を身につけられるのはおれだけ、ってことになる。おれだけが、露露を独ひとり占じめできる」

　──それはなんだか意味が違う……。

　寒月の意外に強い独どく占せん欲よくにちょっとばかりあきれながらも、露露は、その言葉が正直とてもうれしかった。

　白檀の匂いばかりが強く香り立つぎごちない香は、どこか未熟な露露自身をあらわしているようで、それを好きだといってもらえたということはつまり露露自身を好きだといっているのと同じようなことで。

　──どうしよう、顔がにやけてしまう……。

　しかし、その幸福感に満ちた長い抱ほう擁ようの果てに、露露は、今回の誘拐事件がまたしても炎えん貴き妃ひによって仕組まれていたのを知った。

「なん……」

　情調もへったくれもなかった。

　思わず声がおおきくなり、警備に巡回している宮正に聞こえなかったかと口を覆おおって、周囲の気配を探る。少しのあいだ待ってみたがなんの変化もなかったため、露露はあらためて口くち癖ぐせを繰り返した。

「……ですと？」

　恋人らしい甘い雰囲気をぶち壊した本人は、うーん、とちょっと困ったようにうめいたあとで懐を探る。さっき片づけたばかりの笛を取り出し、それをもてあそびながら、いいにくそうに口を開く。

「……炎貴妃さまは、あれでなかなか志龍殿下を買っておられるんだ。だから、陛下がお亡なくなりになったときのために、殿下の政敵になりそうな存在をいまのうちから潰つぶしておきたいのだと思う。今回のは、結局誰が騒ぎに便乗したのかはお教えくださらなかったが、その誰かを明確に摑まれたと思うし、ついでに太たい子し府ふの率りつに手柄を立てさせただろう？　あれも、重要な示し威い行動なんだ。……しかし、でも、人身売買などで都を騒がしていたのがニセモノ、後宮で盗みを繰り返していたのがホンモノと、ふたつの豹隠党がほぼ同時に動いていることまで看かん破ぱされていらっしゃったとは」

　寒月はそういって微苦笑を浮かべるが、露露はそれに応じることはできなかった。

　ほんとうに怖かったのだ。ほんとうに不安だったのだ。露露が寒月に逢わないなどとばかなことを誓ったがために、寒月が誘拐されてしまったのではないか、と。逢わないと逢えないはおおきく違うことを後宮に入って真っ先に学んだはずなのに、また同じことを繰り返してしまったのでは、と。自分の体と心がばらばらになって壊れてしまいそうなほどだったのに！

　黙り込んだままなにもいわない露露に、寒月はいぶかしく思ったようだ。欄干の上に並んで座って前方を見ていた目を露露にむけ、

「──っ!?」

　そのままずるりと、欄干から滑り落ちた。露露が泣いていたのに、驚いたらしい。

「ろ、露露、なんで……、」

　狼ろう狽ばいする寒月が、露露にむきあって、なだめるように髪や頰を優しくなでてくれる。

　──あたしは、こんな優しい手をなくすところだったんだ……。

「露露、ごめん。最初からきみにも話をしておけばよかった」

　──あたしは、こんな優しい声を聞けなくなるところだったんだ……。

「……」

　かける言葉が見つからなかったのだろう。寒月は恐おそる恐おそるといったていで、露露の体を抱きしめた。

　──こんな優しいぬくもりを失うところだったんだ……。

　恋に臆病すぎて。勝手に怒って。

　情けなくて涙が止まらない。

「……あのね、」

　どれだけ寒月の優しさに甘えていたのだろう。泣くだけ泣いて、後悔だけはするまいと気持ちを定めて、ゆっくりと彼の胸を押しのける。寒月は抵抗なく露露を解放してくれたけれど、闇やみ色いろの瞳には、不安ととまどいが色濃く残っている。

　それは、露露がたったいま寒月に押しつけた感情だった。

　──同じことをしてるじゃない、あたしだって。

　露露は涙を拭ぬぐい、寒月に、想っていた胸のうちをすべて打ち明けはじめる。

「寒月、あのね。あたし、あんたのことが嫌いになって避さけてたんじゃないの、どうしたらいいか、わからなくて怖かったの」

「……怖かった……？」

　突然なにを、といいたげな顔をする。露露はうなずいた。

「寒月のことは、子どもの頃からずっと好きだった。でも、いまのあんたへの好きと、子どもの頃の好きは……、どういえばいいの？　違うのよ、なんか。虎嬌に相談したら、きみは初恋のさなかにいる、って……」

「うん」

　露露の話す意図が見えたのだろう。寒月の表情から不安も戸惑いも消え、代わりにどこかうれしそうなものが浮かぶ。

　が、それがうれしそうなものなどではなく、可お笑かしいのをこらえていただけだと露露が気づくのは、

「あの頃みたいに毎日逢いたい。毎日おしゃべりしていたい。それはほんとう。でもね、逢いたいけど、恥ずかしいのよ。目が合うと照れちゃうの。手を繫つなぐだけでも緊張するし、このあいだみたいに、せ、接せつ吻ぷんされそうになるだけで気を……」

　気恥ずかしいのをこらえてそう告白した瞬間だった。寒月が突然大笑いしたのだ。

　なにがそんなにおかしいのか。なにか自分は可笑しなことをいってしまったのか。笑われているうちに、しおらしい気分が消滅した。

「な、ななななんで笑うのよ!?　こっちは真剣なのに!!」

　声がおおきくなるのもかまわず問いただせば、切きれ切ぎれの息のあいだに「ごめん、ごめん」と謝る声がある。そして、なんとか呼吸を整えた寒月に、

「おれもそうだよ、露露」

　と、想像もしなかった告白をされた。

「なんですと？」

　聞き間違いかと思い尋たずねたが、それはどうにも聞き間違いではなかったようだ。露露の隣に座り直し、寒月はちいさくうなずいて続けた。

「おれも、露露と毎日逢いたい。ずっとそばにいたい。でも、きみがそばにいると緊張するし、前にしてくれたように目尻に口づけされると正直混乱する」

「噓！」

「噓じゃない。市で、繫いでいた手が汗ばんだのは露露のせいだけじゃない」

「だって……。いっつもあんたは余裕で……」

「それは惚ほれた強みだな。おれのことだけを見ていてくれる約束をしたろう」

「それじゃあ、おれのこと嫌いになった？　って聞いたのは……？」

「それは惚れた弱み。きみに避けられて、逃げられて、きみの心がわからなくなって不安になった。おまけに、結婚の約束に贈ったかんざしまで市で売られていたしね」

「そ、それは……」

　痛いところをつかれ、露露は思わずいいよどみ、寒月を見返す。

　だが、

「──ちょっ……、もーっ！」

　見返した寒月の横顔は、笑いをこらえるようなそれだった。そのため、ただからかわれただけだと知った露露は、思わずそばにあった寒月の肩をぐいっと押しのける。

　押されながらふたたび笑い出す寒月に、露露は、尋ねた。

「……じゃあ、いまはもう、不安じゃない……？」

　笑っていた寒月は瞬時に表情をあらためると、まっすぐに露露を見ていった。




「きみが、口づけを許してくれるなら」




　──そう来るか!?

　瞬時に頰が赤くなったことだろう。許可を求められただけなのに、まだなにもされていないのに、もう心臓がうるさく鳴りはじめた。

　はい、ともいいえ、とも答えることができず、寒月の視線から逃れるようにただ顔をうつむける。すると、すとん、と寒月はふたたび欄干を降り、中庭の、丁寧に刈り込まれた芝の上に、膝をつく。指を顔の前で組み、跪き礼れいの姿勢で、露露を見あげる。

「露露。きみがおれに約束してくれたように、おれもきみに誓う。なにがあっても、きみだけを見ている。きみだけを愛すると誓う」

「……恋と愛とは違うもの、なんでしょう……？」

「それなら、両方捧げよう。おれは、ちいさな頃から露露に恋をしていて、死ぬまで露露を愛している」

　そこまで誓われてしまっては、かえってなんて答えたらいいのかわからなくなる。しばらくきょろきょろとあたりに視線をさ迷わせたが、覚悟を決めて、露露は黙だまって目をぎゅっと閉じた。

　心臓の音が耳の真横で鳴っているみたいにうるさい。腰衣を握り込んだ手がもうすでに汗だくだ。体温があがって、自分の体から甘い匂いが立ちのぼるのがわかる。

　衣きぬ擦ずれの音がして、寒月が立ちあがったのがわかった。震える顎あごに、寒月の指がかかった。ひんやりとして冷たく細いそれに、軽く上むかされた。

　遮しや断だんされた視界の代わりに、聴覚が衣服が擦れる音を捉える。触覚が、空気の揺れを感じる。嗅覚が、彼の緊張を匂いで伝えてくる。寒月が近づいてくるのを教えてくれる。

「──っ！」

　唇が、やさしく押し当てられるように、触れた。
















　胸のドキドキがいちだんと高まる。頭に血がのぼってなにも考えられない。おまけに息することさえできなくて、

「──露露？　露露!?」

　露露は、そのまま気を失った。
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　その日も、いつもと変わらぬ一日がはじまり、いつもと変わらぬ一日で終わるはずだった。

「──鄭てい内ない侍じ、お話が。こちらへ、お運び願えませんか？」

　青ざめた顔の部下が机の前に立ち、そう小声で訊きいてくるまでは。

「……」

　鄭は顔をあげ、部下がてのひらで指し示すほうを見み遣やる。そちらにはやはり彼の部下たち──約半年まえに行われた選せん宮きゆう女じよで集まった女たちの申告書類に不正がないか確認するために、この数ヶ月間全国に散っていた顔ぶればかり──が三人ほど集まり、鄭の視線を受けて、請こうように頭をさげる。

「……ここではできぬ話か？」

「いずれは公表することになるかと。しかし、いまはまだ……」

　時期が悪いといいたいのか、それともまだ確信が摑つかみきれていないために助言を請いたいというのか。どちらにしろ、

　──不正を働いたものが、いたのやもしれぬな……。

　鄭の脳裏に、ひとりの宮きゆう女じよの姿が思い浮かぶ。

　なにかと型かた破やぶりなその新人宮女は、いまは見習いの身分を返上し、尚しよう功こうにて立派に内ない人じんとして勤めているらしいが、反省房に二度も突っ込まれたなかなかの問題児だったのだ。

　──よもや、あの娘ではあるまいな。

　そう思ったが、首を振って打ち消す。型破りではあったが、不正を働くような姑こ息そくな人間には見えなかった。

「鄭内侍？」

　催さい促そくするように問いかけられ、鄭はうなずいた。机の上のものを片づけ、席を立ち、部下のあとに続く。

　内宮と呼ばれる男の職場でありながら、後宮の管理を任された内侍省の部屋の一角、衝つい立たてで四方を区切ったそこへ辿たどりつくと、三人の部下たちが机を挟んだむこう側に窮きゆう屈くつそうに体を寄せあい並んでいた。

「なにがあった？」

　用件を早く切り出せと促せば、彼をここまで案内してきた部下が、机の上を示す。そこには、後宮女子調査誌があり、とある頁ページが開かれていた。

「ごらんください」

　顔を近づけ頁を覗のぞき込めば、件くだんの問題児の項こうである。

　鄭はあきれた声をあげた。

「またこの娘か！　この娘のことは、気にするだけ無む駄だだと申し伝えておったはず。なにかあったのか？」

「それが、娘自身ではございませんのです。どうぞ、両親の名をご覧ください、父も母も、同姓でございます！」

「……なんだと？」

　あらためて該がい当とう項目を見れば、なるほど父も母も同じ柳りゆう姓せいであった。

　南なん陽よう王国は、ちいさな島国である。人口もさほど多くないため、近親婚を重ねることになってはならぬと、同姓同士の結婚を原則として禁じているのだ。

　だが、

「しかし、父か母のどちらかが別の村の出身ということもあるのでは？」

　例外として、離れた村からの婿むこ取り、嫁よめ取りの場合は別である。その村に、同じ村出身の婿あるいは嫁が入っていて、それが婚家の縁えん繫つながりでなければ、同姓婚も許されるのだ。

　部下は、青ざめた顔のままうなずいた。

「はい。父親のほうが、母親のほうへ婿入りしたようです。ですが、父親は、流れものです。姓を持たぬ、職人であったそうです！」

「なんだと!?」

　思わず鄭の声がおおきくなる。

　南陽王国にあって姓を持たないということは、南陽人ではない、現げん王おう朝ちようにまつろわぬものだといっているようなものだ。そのうえ、定住する村を持たない職人といえば、まず間違いなく、

「──アタヤ族か？」

　部下たちは、いっせいに、神しん妙みようにうなずいた。

「奴ど隷れい主であるこの柳厚こう東とうという男に尋ねてみましたが、否定されました。どうやらアタヤ族にしては珍めずらしく字が読め、計算ができるようで、雇用主のほうで重ちよう用ようしているようなのです」

「しかし、柳厚東に隷れい属ぞくするほかの借しやつ金きん奴ど隷れいたちの話では、まず、間違いなくアタヤかと。顔の右半分にひどい火傷やけどを負っていて、ふた目と見られぬ顔になっているようですが、柳貞てい子しの婿として村に居座るようになった当初は、右頰に刺し青せいが彫られていた、と……」

「刺青が……」

　右頰に刺青。それはまぎれもなくアタヤ族の風習だ。

　──刺青が、あったか……。

　鄭は心の中で繰り返した。どうやら思ったよりも、その結果を残念に感じていたらしい。

　近年、アタヤ族そのものの目撃情報がない。いくら狭いといっても、美び景けい島とうは一国の領土である。そこでまったく姿が見られなくなるなんてことはあるはずがない。ゆえに、

　──ひそかに大陸に移住していたのだと思っていたのだが……。

　鄭はちいさく息を吐いた。そして、自分を心細そうな顔で見つめる四人の部下を見返した。

「……この件に関して、再度調査を。場合によっては、父親を役所に出しゆつ頭とうさせてもよい。だが、」

　鄭は、これが私情だとわかっていた。

「柳内人及び後宮宮女たちには、まだ知らせるな」

　鄭の言葉に、部下たちが「え？」という顔をする。

　無理もない。アタヤ族にかけられた呪のろいと開かい祖そが残した言葉に従うなら、彼女に少しでもアタヤ族の疑いがある以上、それが晴れるあるいは確定するまでのあいだ、後宮から出しておくべきなのだ。

　──そうはいってもな……、

　彼女は、長年志し龍りゆう王おう子じを苦しめていた体調不良の原因をつきとめた功こう績せきがある。それゆえに、志龍王子だけでなく、その母君である蓮れん花か正せい妃ひ、そして炎えん貴き妃ひからも目をかけられている。

　しかも、このたびの蓮花正妃の誘ゆう拐かい事件では、またしても格別な働きをしたという。こうなると、ますます正妃からの寵ちよう愛あいは深くなることだろう。

　──王子に、正妃に貴妃……、彼らになんといって説明すべきか……。

　あいにく、鄭には思いつかなかったのだ。

「柳内人がアタヤ族であることが判はん然ぜんとするまで、この件は我ら五人の心のうちにとどめおくように」

「しかし、それでは……！」

「わかっておる！　わかっておるのだ。だが、柳内人は、普通の宮女以上の働きを持って、この蘇そ王朝に仕つかえておる。おかげで、志龍王子や蓮花正妃ばかりでなく、炎貴妃にも覚えがめでたい。アタヤ族の疑いがあるというだけで、後宮から追い遣るには、いささか……」

　言葉を飲み込む鄭の代わりに、部下のひとりが口を開いた。

「それならば、鄭内侍。愛あい妃ひさまと麗れい妃ひさまにお話をとおしておく、というのはいかがでしょう？　このこと、われわれの胸に秘めておくには荷が勝ちすぎると存じます。宰さい相しよう──尚しよう書しよ省しよう尚書令に匹ひつ敵てきする三さん妃きさまであるおふたりであれば、柳内人のこと、よいように計らってくださるやもしれませぬ」

　ひとはそれを丸投げという。

　が、他の部下たちはその意見にすぐさま同意した。鄭も渋しぶ々しぶながら、同意した。




　彼らの耳にはまだ、正妃誘拐の真犯人が別にあったという話は届いていなかったのだ。








了













あとがきは巻末にあり！






　ファンタジーの定義について、こんなことをおっしゃっている方がいらっしゃいました。

「異世界でも現実に起こりうることであればそれはファンタジーではなく、現実が舞台でも、現実に起こり得ないことであれば、それはファンタジーとなる」

　それをそのままいまのわたしに適応するなら、こうやってあとがきを書いていることが、すでにファンタジーなのかもしれません……。

　ご無沙汰をいたしております、高たか丘おかしずるです。

『花は後宮にあり！　正妃誘拐と血赤のかんざし』を、変人度微増、甘さ激増（※当社比）でお届けにあがりました。




　実は、もともとシリーズ展開を視野に入れて立ちあげた今作品ですが、前巻のあとがきにも書いたようにものすごく難産だったため、読みきりという形で刊行させていただき、次は別作品で……、ということになっていたのです。

　が。

　ふたを開けてみれば、想像以上にみなさまに応援していただいていて、こうして二巻の刊行をめでたくさせていただくことになりました。

　ありがとうございます。

　ぜひ、露ろ露ろと寒かん月げつが無事結婚するまで（するのか!?）見守ってくだされば……、と思います。

　というか、わたしの周囲では、みごとに寒月派、蓮れん順じゆん（志し龍りゆう）派、虎こ嬌きよう派（？）とわかれてしまっております（しかもやや蓮順優勢）。

　みなさまの応援次第では、寒月形勢不利！　蓮順あるいは虎嬌の大逆転！　の可能性も無きにしも非あらずなので（たぶん）、どうぞ、「露露の相手は○○がいい！」といったお言葉をお聞かせくださるとうれしいです！




　それから現在、わたしを生かしている最大の原動力となっている方々へ。

　イラストの雲くも屋やゆきおさま。

　またしても相当お忙しい時期にお仕事をお願いする羽目になり、申し訳ありませんでした！　二作目も快くお引き受けくださったこと、お食事させていただいたときにお聞かせいただいたこと、絶対に忘れません。いまはまだご恩をお返しできておりませんが、いつかご恩を大きくお返しすることができるよう、精進いたします！

　現担当さま。

　たくさんご迷惑をおかけしたうえにわがままを聞いてくださっていたのに、はじめてお会いした際に立てた目標、いまだに叶えられずすみません。いっしょに作った『死国奇談』も『フレドリーカ！』も中途半端になってしまって……。いままで、ほんとうにありがとうございました！

　新担当さま。

　しょっぱなから、真夜中にたったひとりでつり橋を渡らせるようなことをさせてしまって、ごめんなさい。午前二時をすぎていただくメールに、申し訳なさと同時に励みももらっていました。次はせめて夕方につり橋を渡っていただけるよう、がんばりますので、よろしくお願いいたします。

　どうしようもなく無茶なスケジュールにもかかわらず、独りよがりな作品にしないためにたくさんの助言をくださる校正さま、すばらしい作品に仕上げてくださるデザイナーさま、『花は後宮にあり！』を世に出すために、お力をお貸しくださるすべてのみなさま、ほんとうにありがとうございました。




　最後にこの作品が、お手にとってくださった読者のみなさますべての、春の短夜を楽しませる友に、あるいは、新生活への不安を打ち消す活力となれば、これに勝る幸いはございません。





高丘しずる　拝



















著者

高丘しずる

Shizuru Takaoka




わたしが誘拐されたいとしたら、Ｋ．Ｓ中佐とＬ．Ｄ教授でしょっ！　そうでしょっ!?

──と、書こうとしたら、先読みした担当さまに、「乙女読者さまがわかるひとで！」と釘を刺されてしまいました……。

じゃあもうこの方ですよ、乙女ゲーム『アンジェリーク』の風様！　いつもロザリア側につかれて（←下手）片想い歴10年以上!!










イラスト

雲屋ゆきお

Yukio Kumoya




『誘拐されるならどんな人？』とのことで、どうせならとことん非現実な展開がいいかなと思います。時間跳躍者とか異世界からの使いとか！

そして髭と白スーツが似合うちょっとへたれな伊達男なら完璧です（笑）。

しかし日本人で誘拐というと怪しく怖い乱歩の世界の方が近いのか……。
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